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復刻にあたって

一、! 京本の品i 名 は i大のように変遷している 。

fl民J，Jljill 築協会制{λ;誌J (大 IE 6  {f 9  )J - 7  1f'12 )J )  

f ll 木ill 築協会雑誌J (大 11: 8 年 1 )J - 8 年12) J  )  

f! &築と社会J ( 大正 9 年 1 )  J 以降)

ぷ紙を nl 二縮小して以Sました場合がある 。 また、! J il 本が断

絞されているため、不完全なものがある 。

"  1析裁による不完全な文ナ: は創lみ l在したものがある 。

}A紙のl t J lJ 色は一色 に 統ー したため JJi( 本とは災なる 。

ｲｬ 絵はカラーのｴＨも全てｾ，ｊＮｉ， - 色で印刷した 。

「会幸 ｉｾｊ の ｪ 岳民には乱れがあるが、 ｊｊｪｬ 本のままとした 。

名集ごとの「総 11 U<J は、発見できたものに限り、談、'i W，

の第 - ｾｪ の前に ｬ 以鈷した 。

話 ｩｾ 長紙は、 ｲ 第 一 ｷ，第 一 り 』 に限り収鈷した 。

日次の発行日は、奥付に記されたものを採用した。

，j i j H広行の一吉11&び後H 広; りは以$; f <しなかった。rJ ，よ;fi -凡山」

「広行 ＱＱ［ 欠」および ｲ Ｑ 制改 ｊｾ ;I r  - 'f.L J  ( 似主IJ に際し新たに車IL

み、 H け加えた) を参! ! 日してなi きたい。

また、 ｊ ｊＮ｟ｾ ;';- ＡＮＧｃ には ｾｾｴ (1 のt ( が十l けられているため、本似

刻版のJぶ;'r t( の! . ' l は - l ' t していない。

本復刻版は日本主主築協会所lみの JJ 日本を{ 必川した 。

(イ.; ｾ＠ 1I'，Jt反)
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醤誉

E: I  告

決戦態勢の緊迫に仲ひ、あらゆる刊行物が用紙制眼を告余儀友くされました。しかし考へ

てみるに 、大東f ，[ 戦争といふ有史以来の大戦守:y亡闘還を賭ーして敢闘しつ L ある現下の我聞

に於いて 、 ともかくも慈放く強行を槙け得るととそれ自開がナでに深き感謝花備する家賃

であります。

本協合護行の市街地建築物法令、昭和18年度改訂版は 4 月上旬登行の猿定でありました

が時局下積々と法令の改正、新法令公布等のため強行が漣延L 、? として居り ましたが、芸評ひ

関係官膜諸技師の御援助によりまして 、内容、外間相倹って 、従来に比して一段と決戦的

色彩を? 農厚に、そ の精髄を牧銀 6 月上旬殻行の運びK 至りましたととをい さ L か欣びとす

るととるであります。幸ひ御. f i J r - 買を賜はらんととを!

昭 和 18 与 4 月 社圏法人 日 本 建 築 協 曾

昭和18年度、市街地建築物法令グ後行珠告

木書は現行の市街地建築物法を初め市街地建築物法施行令・同法施行規則・同法施行細

則 ( 大阪府、兵庫J降、京都府‘ 害警視臆〔東京府〕紳奈川J降、愛知腕、幅間際) ・ 同法開係

法令その他最近公布された防空空地・工作物築這統制規則・土木建築戦時規格を全部網羅

編纂しました。木蓄はその性質上校関に最も力を費し 、関係官鹿諸技師の援助をと受けて出

来得る限り E 踏を W! したのであります。

建築家、建築業者、建築皐生、其他奇しくも建築l亡開係ある者の必要駅くべからぎる定

本として敢て本蓄を薦むる次第であります。

昭 和 18年 改 訂 係 13版

本 線 B  ｾｕ＠ 6  ｾ虎

定 償65銭 主主料 6銭ぐ激定〉

日 本 建 築 協 曾 設 行

大 阪 市 ・中 之 島 。 朝 日 ピ ル 振 替 口 座 大 阪3997己



木 造 建 築 の 耐 腐 朽 性

日支事費以来建築用鰭材の使用制限に依 P 、英

代用として木材の需要が激増し 、一方木材の職入

禁止と友つて木材の供給が径々困雅. となって来た

が、殊に大東E 戟の勃・設と共i乞軍需並陀箪需工場

周として 、木材の需要は極度陀増加し、且つ最近

木造舶の建造 ｩ て大量の木材を点求さるｾ 1'( 至った

ので、木材は盆々貴重なものとなって来た。

従て木村使用率の大半生占むる木造建築の耐久

性む問題は極めて重要視さるに至った。

木造建築の耐久性に闘する主友る因子は火災と

虫菌害でるる。火災も被害極めて大で、戦時下I ' L

於て 、特に留意ナベき事柄であるが、勃強的のも

のであり、且つ人の注意を提起 L 易いが 、虫菌客

は迫罰法皇的で等閑視され易い。丁度火災をコレラに

I取へれば、腐何は正に結接で、コレラ程突霊的で

なく 、一時に多くの犠牲は目立たないが、不知不

識の間十亡蝕まれて行く損失は極めて大きく、且つ

一朝風震時に倒れる涯険傘も決して小さく主主い 0

・依て此所には主として菌筈即ち腐朽に劃ナる木造

建築む耐久性κ 就て述べる事とナる。

木造建築の耐久年限は其構造宜しきを得れば優

1'( 1千年を越え得る事は法隆寺争其他古枇寺の質例

が示して居るが 、 叉逆に其構造宜しきを得 ｉＮｾ れば

早きは 2 、8 年にして既に腐朽する事最近しばし

ば見聞する所でるる。

木材は腐朽に依り重量を減歩ると共に強度を減

少するが、腐何現象が未だ肉眼にて識別し得古る

程度に於て、既に2 0 - 3 0 %を減少して居る場合が

少く主主い。肉眼 iてて識別し得られる程度 K 腐持し

たもむは其強度はO I ' L近い。

即ち木造建築が腐朽すれば、設計の蛍初議定さ

れた強度を減少ナるから、腐何は資材D 損失許り

でな く、 風震害等の一朝有事の際倒壊O!原因とな

る危険がある。第 ｉｾ 陀最近餓材 ・ の行期として木材の

十 代 自 ils 

短小材を以て大張間の建築が盛ん陀建設され、又

アンテナタワーの短少木材を以て組立てられるに

至ったが、大材を用ひた構造物は多少十亡しでも、

共影響は比較的少君主いが、短小材は儲かー官官が腐

何しでも其影響は大きい。

我閣は雨量の多い需に腐何し易い事l念式ふ迄も

無いが、特 lと梅雨期から夏期にかけて 、潟度の大

なる事も我園の気候の特徴で、腐何菌の繁殖を旺

縫友らしめる原因とたって居る。従って我図に腐

朽の被害の大なる事は自然の結果である。

我閣古来の木浩建築は長年月の間陀自然腐朽を

防ぎ

築中構浩上最も重嬰友在根が最も腐朽 し，易い事は

他の常造部}に亡先立て根稽が行はれる事κ 依て明か

でで、 lbうる。

殊に関東大震災後準耐火構造のーっと して採用

された木骨錨網モルタル建築及び之陀類似の木骨

塗壁建築が雨後の仰の如く族出したが、外観のみ

銭筋コンクロート建築を模倣して、而かも骨組が

有機質の木' 自である筋め 、我図の気候風土に i直せ

歩 、 塗壁より放牧した水分、 ｩｾ 剥が壁内陀停滞し

共環境は木骨の腐桁に最も好依件を奥へる馬め、

早きは 2 、 8 年にして既に木骨が腐朽し初めて居

る。

此木骨・の腐朽程度が外部から監視し得・古るー矯め

一朝有事¢際頻る危険で、、建物が倒れて後初めて

其桂根が腐朽し量産して無くなって居った例を往年

の北伊豆の震害地、京底地方の風害地に於ても観

察された。平時tて於ても外壁の修理又は模様替叉

は移築等の際、木骨の腐朽 したのを 初めて知って

之で良く建物が倒れす" I ' L 居ったと驚くや うな例を

Ji.!F. k 見聞する所である。

然るに最近叉都市防空上、木浩建築の防火構造

として木骨錨網モルタル塗建築が市街地建築物

1  IV 



法施行規則中にも加入されて居り、防昼上は勿論

都市の防火t針策上其普及を園る事は目不の念務で

るるが、其設計施工宜しきを得ざる時は、木骨む

腐何し易い事は既往の例陀依ても明かで、将来思

はぎる災害盈招く場合が憂慮される。

木造建築の防火底理は目前の念: 務で、あるが同時

に将来をも考慮して木骨の防腐に就ても針策を望

むものでるる。

然らぽ此木造建築の防腐; 生は非常に難事かと云

ふに木材の防火庭理に比ナれは、極めて容易で、、構

造上の簡単な注意と僅かた費用に依る木材防腐底

理法に依て防止する事が出来る。其構造宜しきを

得ざれば時として数年陀して既に建築陀致命傷を

奥へる事があるが、其構造宜しきを得れば其耐久

年盤殆んど宇永久的で、遣うる。此耐久年限に大差を

生で夕、る原因はーに防腐構造の如何に存ナる。

木造建築の腐朽防止法の根本は腐朽菌の護育に

必要なる環境保件の何れかを妨け. る事と建築木材

の耐腐朽性を考慮して適材適所陀使用ナるととで

ある。

木材の腐朽菌の繁苑に必要注る環境保件は ( 1)

木材中に営養分の豊富なる事、 ( 2 ) 好誼なる漁度

( 8 ) 好遁放る木材 C 含水量及添策、( 4  ) 充分左足る

空気とである。此 4 僚件中の何れを紙除しでも腐

朽菌は護育得ない。

木材腐朽防止法の要蹄は此繁殖僚件む何れか一

つ叉は二つ以上を昧除せしむるか、或は其好誼範

囲を可及的脆せしめる事で、ある。

第 1 営養( A ) 木材の替養分に就ては腐朽菌の

生育K 不通嘗友る成分を有ナる木材即ち耐腐朽性

大君主る木材を選定ナる事。

( B)  腐朽菌の護育に好油危る替差分を有ーする

木材1 ! Pち耐腐耐腐朽性小主主る木材を腐朽菌の好ま

ぎる奨液又は腐朽菌を死誠せしめる繋剤即ち殺菌

性のある防剤を以て鹿理ナる事であと言。

第 2 ij 度 腐朽菌に好適君主る禍度を持続する

事が其繁殖を助長ナる。此好蓮潟度は一般に 20乃

至40
0

C であるが、之より高温に依て腐朽菌の繁

苅を阻止する事は工場に於ける用材の殺菌、菌客

部の駆除に用ひる特殊の場合を除いて常時構造物

の質際に於ては困難でるる。従て建築物として

は習量期腐朽し易き構造部周閣の温度を出来る限

JV 2  

り低温に導くか、又は換気t亡依り温度に密化を奥

へて腐朽菌の繁殖を抑制する事。

第 B 71 < 分漁気一般に木材D 含71 < 傘が木材の

重量の 20o/ w 以上であると腐朽菌が繁殖し易い

から、木部の含 Ｗ｝Ｈｾ 容を ＲＰｯＯｷ 以下に保つゃう工

夫して腐朽菌の繁殖を妨げる。然し一旦20o/ w以

下に乾燥した木材も漁業tが809百以上の換気無き場

所K 用ひられた場合、木材の含水容が 20o/ w 以

上に達し得るから、木部周圏の換気を充分にして

潟度を低減し、叉は鴻度に密化を奥へて木部の乾

燥を圃る事。

第 4 空気腐朽菌は下等奇生植物であるから

矢夜り共生育陀は宰績を必要とナる。従て空気者と

少主主くナる事も殺菌法の一つで、Zうる。建築木材部

の周囲を低盤 K ナる事は貫際問題として不可能で

あるが、木材の含 Ｗ Ｑ＼ｾ容が木材重量の ＱＰＰｯＯｷ 以上

に怒ると、次第十亡空気量が減じて腐朽菌の繁殆ーに

遁し主主く君主る。基礎杭の如き特殊構造部は地下水

中花壇浪して腐朽を防止する事が出来る。

( 本稿に於ては此 1 項のみに就て記述し第 2 項

から第 4 項に就ては後日機舎に述べるとととナ

るD )  

上記第 1 ( A) の選材に依る腐朽防止法の資料と

して建築用木材む耐腐朽性に就て腐朽菌中最も腐

朽力の大なる「ワタグサレグケ」に遣すナる筆者の

質験結果に依れば、主要木材10種類。耐腐朽度は

次の如くである。此耐腐朽度とは S b - 月聞の人工

腐朽に依る塵縮強度残存率の数値の弘o o小量生賠

以下を 4 捨 5 入した数値で、大たるもの程耐腐朽

性大で汁、左足る程腐朽し易い。

上記の耐腐朽度を参照、して腐朽し易い個所に耐

腐朽度大主主る木材を選定すべくで、ある。尤も「ヒ

パ」、「ヒノキ」と殿も謹材は腐朽し易いから完全

を期ナる場合は防腐動Uo助けを借りたければ怒ら

ゑい。

務iょに錯網モルタノレ塗建築の木骨や全く雨露rc p.訴

される「アンテナタワー」や其他の短t ] 、木材の合

成架構K 於ては今後第 1 の( B ) の防腐費1:底理を必



是認とナる。防腐剤の種類は極めて多いが、共具備

すべき僚件を傘ぐれば

1. 防腐性又は殺菌性強き事

2. 揮輩性、 i容解性少左足く化率的、物理的に安

金たるとと。

3. 木材中に浸透し易きとと。

4.  木材の強度を減少せぎるとと。

6. 接解ナる金属を腐蝕せ歩、加工用具を害せ

き' るとと。

6. 悪息を蛮せす= 人畜に有害怒らぎるとと。

7. 木材の色揮を筈ぜ十E つ「ペンキ」其他の

塗料を施ナに支障左足きとと。

8. 蛮火賠高きとと。

9. 吸f熱性えにらぎるとと。

10. 安慣にして供給豊富なるとと。

以上白保件を全部具備するやうえに防腐剤は無い

が、現荘一般化されて居るもので最も有利訟もの

は「クレオソート」油である。銀網モルタル壁慢

の木骨には最も最適でるる。色が茶褐色の篤め純

日本式の木材を露出する家屋に不向きの場合は波

黄色の「マレエツト」や無色の「クームヒン」等

が用ひられるが、之等は精水溶性である。只注意

ナべきは市販品として不良品。多い事で、共使用

に営ては先づ其良否の判断を誤らなぬゃうナべき

でるる。繋費uそのもむ叉は防腐庭理木材の防腐効

果の試験を行って使用するか、「クレ ;t- y - ト」泊

「マレニット 」、「パミリツト」等は襲聞の日本標

準現格が既に定まって居るから、共規格κ 合格し

たものを使用すべきである。

次に防腐剤鹿理法で、言うるが、之には普通( 1  ) 塗

刷法と ( 2 ) 浸潰法と( 3 ) 加塵・注入法とあるが、

( 1) 塗刷法は最も簡易な方法であるが、之れに封

ナる註意事項は少くとも 2 回以上塗るととで、 1

回塗後充分C 乾燥を待って次回塗をナるとと。塗

刷話会の代りにスプレーを以て行ふのも一法であ

る。塗刷の場合特に注意ナベを事は土華、桁等の

末端及び糟手の小口に必ヂ防腐剤を塗る事で、寧

ろ木材の表面より小口の方が大切である。殊に桂

根は最も腐何し易いから、桂の木排へさしてから

其底面に防腐剤を塗獅lするか、又は第 2 法に依り

桂根を防腐剤に一重夜以上浸演する事が有利であ

る。斯くして建築物の腐朽し易い要所を防腐屋2理

ナるととに依て益かに耐久無理を延長ナるととが

出来る。

木造建築は他の大部分が腐朽して居らぬ中に土

華とが桂棋とか、有?の端とかの一部の腐朽の矯め

建築全世の存命を縮める場合が多い。

次に第 B の加盤投入法で、通うるが、前記した如く

錨網モルタル壁慢の木骨とか直接雨露に曝される

短，J、材の架構等は一部分の腐朽のため思はぎる災

筈を惹起するととがあるかち 、此が墜注入法に依

るべきである。塗刷では木材の表面だけの防備で

aうるから、防腐剤lの効力は長年月に耐え得君主い 、

殊に鍛網モルタノレ壁髄の如く後で、塗 D替への出来

るぬやうな個所は特に加塵註入滋に依て謹材部の

中まで深く注入せしめる必要がある。加座主主入法

にも種々あるが、要ナるに工場で塵カ健に( 木椿

へした〉木材を入れ、密閉む上一旦減摩して木材

中の水分霊祭を排出せ しめた後、防腐剤を力日盤注

入ナるもので、一見庭理費が嵩むゃうではaうるが

多く見て木材債格の 5 割位むもので、其年限は優

に数倍の耐久年限とえ主るから 、塗費償値は十二分

でるる。現今のやうに木材錦底C 場合は等る経済

観念を超越して木材を保護すべき時である 。殊に

塗刷用として防腐剤の市販品は挽底して居るが、

注入工場には相等配給されるやうに聞いて居る。

最近木材保存舎に於て建築及び土木用材の防腐

底規格案が作製されたので、遠からす= 企霊院より

日本標準規格として琵表される事と思、ふが、其遁

周貰施に蛍ては大いに御協力を願ひ、木材保護の

徹底を希ふものである。 ( 18- 8- 5)

( 筆者は 工高島博士早大敬授〉
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昔 の 人 の 建 築 保 持

は し が き

時局下新しい建築の新築は勿論、士曾築なども容

易で、友い際、既設の建築物を出来る限り保久維持

ナるととは目下のととろ重要友問題でるるは言ふ

までも主主い。わが閣の温去の建築lモ於ては木造に

限られてゐたのでSうるから、今日の新材料新構造

法に依るものなどとはその存命は比較にも及ぼ主主

い。陀も拘ら歩相常の長年月に耐へてよく今日陀

まで及んで、ゐるものはよかしとし君主いので、遣うる。と

れはとむ聞にるって昔の人の建築保持に劉ナる絶

えまる熱心主主努力があった賜で怠ければなら友い

と恩はれる。しかしJ l IJ に目新しい鐙った保持策が

あったとは考へられ歩、只、不断む心懸けの如何

陀依るに過営えにいので言うるが、事賞、唱の人が建

築保持にどれほどの努力と注意を掛ってゐたかを

知るととも、時局下との問題がと P皐げられてゐ

る際、決して無益ではあるまい。そとで些少の史

料陀依って、その ＲｾＳ を窺って見ようと思ふが、

怨| 亡の際とでまとまりない散録に過を主主いととを

汲めゐ許しを得? とく思ふ。

江戸城の門番

何鹿の官街、合f止に於ても門街乃至は守衡が居

て、定められた服務規程を遵守してゐる。官の場

合と尉t も同様であるが、例へば享保 6 年閤 7 月の

江戸城内幽輪御門御定書なる今で言ふ門衡の服務

規程に依って見ると、そむ内1 ' C ; 3 たむ僚項のあるの

が注意される。即ち

一、御門並御番所、其外破損無之様に心を附可

申候、尤破損有之は其趣御留守居中之早速

可被申達事

一、御門、御番所等之屋根草を取、土居之草折

々苅候様に可被申付候

イ旦 渡矢倉屋根、揚屋根f亡率有之は御目付

IV 4  

安当 月
戸 久

中之可被達候、且叉7]( やり悪難所は、 7]( 不

溜様K 可被申付事

一、御門並御番所桂根、土豪之土不掛様に仕、

御門担 b 請取之場所は不及申、勝手廻り迄

常々無油断掃除司被申付事

附 水 れ 候 節 、 位 棋1立士. 華之 i]( 掛さる桜に

可被申付事

とある。とれに依ると常時の門需は患なる門衛で

たく、建築物の破損個所を蛮見した時l念、それを

報告する義務があったととが解り、殊に掃除に際

しでは桂根や土華に土をかけないやう、叉、 7kaと

打' l t t & . いやうにと定められてゐたととが知られ

る。とれ等は建築物を長く保脅しゃうとナる目的

からでるるととは言ふま守も主主からう。門衝の服

務規定として建築保持に闘する僚項のBうるととろ

は恐らく今日ではるるまい。又建築保持に重きを

おいて、とれ程注意深く 、些細κ 掃除のととまで

に蝿れて明示したもの L 虫i I さは術史に絶針花見常

らないと言ふも温言ではなからう。

松平伊豆の建築保持

江戸時代の城廓建築は白漆喰主主を常套としたが

ら、普; 車では風雨に依って破損するととは避け得

友い。従ってその耐久性を保たしめるととに種々

苦心を挑ったととは言ふまでもたいが、その内信

網記の中に僻えられてゐる記誌に次の如きものが

ある。

( 前崎〉鈴木修理木原内匠に被申は御天守C 白壁

度々風雨に落修覆難致然聞いかほと土落候とも

見えさるやうに下主主より白土にてぬ b候にゐEλ

ては右の政損つくるはナして不可見之然るに是

をぬり候て寒暑にあひても不損ねり土C 法やと

れ有やと御たつね有ければ、しかと致たる密接君主

くねり土の法計也其時伊豆守被申は火事無之



とも御天守の御依t員六かた77; 年i時分 l亡可常と存

廿年先より 此心主うりてねり土の法を吟味せしめ

五色村:廿年先より今日迄J度閣の前 K さらし置候

内此ねり土の; 法不損能被存候ての然! まとのねり

土のかた五つ奉行衆の前 lて被出則此法を以御天

守を塗候へば其後御天守の破鼠無之と也

さて、松平伊豆の考案した煉り土の法とは如何

たる言のであったかは今知る由もないが、兎{ モ角

とれ陀依って松平伊豆が白漆11主普段の損破し易いと

とに偲意し 、修理の際に膳歩るため、 20年の長い

閉その針策をm賀してゐたととが知られる。との

ととはE互に壁に関する停へではあるが、とれより

押して松平伊豆が建築の保持に如何に不斯の注意

を掛ってゐたかをF ナ一例で、あると芳へられる。

常時に於ては松平伊豆の如く要職にある人までが

かうした問書に民創 I' C 苦心してゐたととを窺ひ得

るのである。

柴 奮 は 死 罪

名勝、奮蹟の古建築にき終審や貼札の dうるととは屡

々見られるばかりか、新築早々の建築が繁警で汚

されてゐるととも少くたい。とれが嵩じるとひい

ては建築物を段演するとと陀怒り 、建築保持上の

大害でるるは言ふまでもたい。省・と民t もとれには

困惑したと見え 、そむ根絶策が講じられてゐる。

それは発蓄は死罪と言ふととである。即ち'江戸披

二之丸御容の定たる元和 8 年憲数類典に依ると

一 、楽番之率、主? とえ主は死罪 、小人は流罪 、本

人しれヂば其座数之営手書過料銀拾段、但番

衆多少によるべし。

とある。との鍛え主るととは只に建築保持上の間宮

ばかりで書記く 、他の理由に依るととろのものも多

いと思はれるが、とれでも紫書も紫どとろでは主主

く、 命懸である。

名古屋城天守の掛札

建築物は修理。に依ってその生命を保持するもの

でるるから 、何時如何なる場所を如何やうに修理

したかを銘記してやくととは少くもそれ以後の修

理陀謝 して多大の参考陀怠るとと言ふまでもな

い。殊K かうした建築の履歴とも言ふべきものが

完全につくられてゐて 、外観lて現はれ友い部分と

雌も修理すべき個所や時期を設定するととが出来

るならば、その建築を保持してゆく上陀まととに

都合がよい。との砂 ｾ ｦ ま名古屋被天守に見られるの

で 、寛文 9 年から元文 5 年に至る 13: E ] の大小の修

理は 、その修理泊所、修理状況、関係人名を 細大

漏らさす= 銘札に記して、 天守の内部に掛札 として

あったのでまうる。との掛札は恐らく明治初平取梯

はれたと推察せられ、その後散失 して現在見られ

ないのは遺憾であるが、江戸時代の未- にそれを筆

窮してゐいた記録が遺ってゐる。それK 依ってと

の修理担釘が如何に詳細で、あるかが解る。一例を

家保] 9  9三の修理たとって見ると 、掛札陀は次の如

く記載されてある。

京保ー14八月下旬峨り同卜二月中旬仕舞

御域代

向

成瀬大内蔵同心

成 瀬 大 内 蔵

大 道 寺 玄 審

御天守奉行 渡j遵萌右衛門

大道寺玄蕃同心

同 稲 留 安 兵 衛

( 以下人名を木稿で省略ナ〉

御天守御修覆之魔

一、初重回胴壁窓戸所々白土繕

一、二重目胴壁窓戸上裳共所 k 白土持谷五ケ所

漆1会仕直し

一、三重目屋繭東南之角梁符はき繕同角木二間

正ド切稽司会錨ニケ所たる木四木取替出し桁登

間宛折廻にてこ間切摺萱覆二間半取替喜子

五尺繕切裏子将はき繕裏板土居葺傘木舞ま

き板取付上け裏下地問ぬり直し同胴壁窓、戸

上ケ裏とも所々白土繕谷三ケ所卒共漆1会仕

直し

一、四重目胴壁窓戸繕谷六ケ所北附屋繭惣平共

漆l食仕直し上ケ裏白土繕

一、五重目胴壁窓上ケ袋繕銅屋根鋲釘足メ直し

鯨南方共烏よけ十7箱棟あさ豆板朽はき繕鋲

釘打直 し

十二月 御 作 事 奉 行 市川 王子七良[i

同 民潔三左衛門

御大工頭 痛 谷 小 兵 衛

その他以下手代、大工、左官の名を傘 'げ て ゐ

るの以上のやうえに小破損は今日の建築では放置 し
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ておくか、修理をするにしても仕様書も作られ歩

無維作に行って失まうでまうらう。ましては銘札陀

記して 、その記録を遺してゐくなどのととは絶韓

にあるまい。かうした絶聞の放い建築保持陀劃す

る注意と努力に依って木造乍らよく 300 年を保存

されて来たのである。少くもとれから永く遣とし

てゐかねばならぬ記念的建築物陀針しては 、との

やうえ主心懸がるって欲しいと思ふ。われわれが明

治、大正の頃に建った記念的建築物を調査する必

要があって調べて見ても 、修理記録はゐろか 、建

築官時の設計書その他一切が全く失ばれてゐるの

に屡々遭う陀ゐいて一月まその感が強い。

役宅の修理心得

破損を大破損に君主ら君主い内陀早く修理して必く

ととが、永く保持してゆく上にもっとも重要なと

とであるのは明かで、ある。しかしそれを賀行ナる

のは普通では容易で、友く、やムともすると小破損

は放置され易い。かうしたととは昔も今も費りは

ない。しかし、江戸時代に於てはとの黙に特に留意

して武家役宅へは屡々修理に劃ナる注意の燭蓄が

廻ってゐるととは 、 との際深く銘記すべき守あら

う。とれに依って建築保持に闘する常時の人の熱

意を窺ふととが出来るのである。例へば奏卯雑記

の寛政 8 年火消役宅への蝿書に次の如くるる。

火f荷役御役宅之儀、 Ij 、破之分者主主自分繕、大破

にも及候は Y 御修復願候様、明和七寅年相違候

慮 、右之遁り不行届向も有之趣相問、自然と及

大破、度々御修復願出候楼に有之候、御役宅之

儀に候得者、自分家作よりも猶史心付、平日 Ij 、

破之内取繕等いたし 、風雨之節も手営等いたし

心付1畏はピ諸事行届可申事に候、暴覚破損懸り

のもの無之故、行届粂{ 畏践にも可有之哉、依之

以来組奥力同心共之内 i亡て、一雨入宛も破損方

懸 D申付、住居向並長屋末々迄も常々相廻り珊

の小破にでも早-連取繕申付、成丈け不及大破様

に可被致手常候、尤右懸り之ものも未熟に候得

ぽ、所に寄引替之儀可申談候、右之趣被得其意

精々可被申付候、破損懸り興カ同心共人数之儀

者申合可被相伺候、御作事方小普請方よ D も、

月々見廻之者霜差遣候、猫叉御修復之儀は 、持

様宜様ｴｌｾ自 ｫ 入念可申付旨 、 御作事奉行 、小 普

)V 6  

請奉行へも申渡展、 E 各得役宅自分建彼等之演

も有之由 、建稽取崩共御作事方、小普請方へ申

談候僕可被致候

文中「御役宅之儀に候得者、自分家作よりも-猶

更心付」とるって、不心得者陀注意をうえ主がし、

破損は小破の内陀自分で修理すべきととを命じて

ゐるのが知られる。叉 、特に破損を見廻っては修

理をする役の者を常置したととが注意されるので

ある 。解りきったととではあるが、時局下とのや

うに Ij 、破損は自己修理を友し 、又修理専門の技術

家がるって、常に見廻はるととは、官舎や社宅な

どでは特に必要ではるるまいか。

屋敷にて花火- 達意

火災琢防は建築保持上言ふまでもなく、絶恒的

に必要で、遣うるが、江戸は屡々大〉えに悩まされてゐ

るので、火災強防に闘する禁令は甚だ多いが、そ

の内少し費ったものを拾って見ると 、公儀御蝿寄

元文 8 年 7 月tて

常之花火? とりといふ共、家込之家敷にては仕間

敷儀に候慮、近来は牛込i遺其外屋敷々々にて、

花火りうせい等、立候様陀風間候、竪可篤無用

候 、向後右之遁之儀有之候者、念度御1今味可有

之候、右之通可被相蝿侯

と言ぶ花火の取締がある。今では花火は完全に取

締られてゐるから、かうした心配はほとんど左足い

ーが、それで、も夏向には玩具用陀拘らや相常大きい

花火が町中で上げられるととが多い。

火除地建築! こ付取締

大火激防の上に空地を明けゐくととは最も必要

であるが、江戸時代とのととは既に貴行に移され

でゐる。即ち、公儀御蝿書天明 7 年に

l町地面之内、明地並河岸、叉は川内埋立場所、

是迄奔領地、或奔借地等に相願、致家作侯付、

出火有之候節、火消等五切治、留候儀も難相成 、

自然と九火に相成、諸人及難儀候、一躍明地之

儀は 、火除之魚、先年代地被下、被召上候場所

多有之、縦令上地陀無之場所も 、町屋近j漫明地

は、都而火除之露、家作除地陀有之儀候得共、

向稜右櫨之場所、拝領町屋致、拝借地等に願申

間裁候



とあって、積極的に空地を設けて建築を禁じてゐ

るのが知られる。とのととは建築保持の問直と直

接の聞係は主主いが、今日防空上の見地から空地問

題が特にとりあげられてゐるととに かんがへて 、

賞時火災強防に就て如何に腐心をし 、叉如何に積

極的にその方策が講じられてゐたかを知る上に敢

へて附け加へてゐきたく思ふ。建築敷地の板塀取

締や看板の取解しも必要乍ら、 更に進んで、今日と

そ昔にかへって空地の設定が緊念では放からう

か。

あ と が き

なほ史料を博く捜せば昔の建築保持佐知る上 l亡

Ｍｾ油常友もりも数多く見常らうが、かうして僅

か記し奉げて見ただけでも 、今日ではｾろそかに

た on家主主首時の人の不断の心懸けの程を充分に認

めるととが出来ゃう。建築物を保久維持しゃうと

するととに劃して、目新しい劃策があるかも知れ

ぬが、筆者はそのととを知ら主主い。よしんぼさう

した方策がるるとしても、昔の人が留意して来た

上記のととは現在と雌も亦との問題に封じてゐろ

そかにしては友ら君主い事柄であると信じて疑l公定E

レ、。

( 昭 . l f l. 2. 24稿〉

( 筆者は 名古原高等工業拳校建築隼科敬授〉

所
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共 同 住 宅 の 管 理 に 就 て 酒 井 清

共同住宅の管理といふ問題については、色々友

商より考察されねばならないが、本稿に沿いては

主として経済的君主管理の問題について述べて見た

いと思ふ、といっても私はー技術者に過ぎ友い。

決してその方面陀明るいわけではないが、唯かつ

て量生種の共同住宅の設計に関係する内自然との問

題に接濁するととろもあれ間々見聞もした結果

必要に迫られて一つの表を作成し得たむで. とと

にその表u : : 掲げて解説し文責をまぬがれたいと思

うのである。その前に- J mf ，主? ととわりして置きたー

① 固

建 築 延 商 積

; @ 築 雪量
建 築 費 坪 懲 思 償

定

建 築 費

3軽
鮫 備 主 豊 作 費

本

同 定 実 本 合

① 枚

室

室 代
室 代

室

い事ばとのき交はご三年・前作成したので、駐合的事

情の費動のはげしい今日 K なって果して倫その慣

値が分首であるかどうか、私し としては，そり漫甚

だ心もとないのであるが、併し共同住宅が一つの

不動産投資物として利潤の封象と して考へるとと

は主主々ゆるされなくなる事情ｦＧＨｾうると して も 、 努

務者用共同住宅の運営管理上陀於いて、矢張 りー

膝はその経済的管理上の問題は考慮され主主けれぽ

ならえ主いと思う。カミ与る意味でとむIJ、稿が何等か

の:参考になればと念願するむみである 。

備 考

- 坪

- 閲
登録税、不動産取得税、

昔十 - 困
建築総ヲ固定安本= 加算

- 個 見ル場合 モアル

計 0 0 0 0聞

- ・室

- 幽

狩苦手和 ｪ 総Ａｾ奇ノ場合居住者食

官i - 園 受ノ IC. I ト推定ス

+白雑
牧 入 食 堂 賄 ヨ リ 上 ル i投 盆 - 凶

入

ｾｴ＠ 入 .g.. 計 ( 月 蛍 ) 0 0 0 0関

f直 却 費 イ 、 • I倒

0- 際 ロ 、 - 周 録公課ハ主主トシテ家屋税、

① 

車m 常 雪量 保 険 ハ、 - 開

地幸R税及附加 稔 ヲ計上ス

修 絡 量E ζ 、
- 闘

経 車窓 常 重t 計 - 開

主II 代 - 国 長借地ノ場合ノ、経常支出=

一 一 一

常

fを 王建 費 人 件 受( 給料・食費) - 医
計上自己所有ノ場合ハ自 |  

電 - ・圃

己ノ利得ト ナル

ガ ス ヘ、 - 凶

I  r宵

支
水 道 ト 、 - ・圃

耗 雪量
燃 料 チ、 - 闘

持貸家経瞥ノ i場合ハ管理費

電 億 九 - ・囲

消耗書官ハ計上 シナイ

出
雑 費 ヌ 、 -・ 闘

消 耗 !1J( 計
- 困

車E 常
支 出 合 計 ( 日 笛 ) 0 0 0 0幽

利 @袋 I ①牧入ヨリ①経常支出ア釘| キタル残額 ( 月蛍〉

① ① 利 益 x 12 
( 年 )

1

0
.
0 0 0

%1 %  ① 関 定 安 本

IV a  



前掲の表は、いわば一積の採算表とも謂ふべき

もので、何の奇もなく、唯計算すれば複綾放のを表

に整理して一覧の鹿を計ったに過ぎないのでるる

との表の欄内に途次記入して行けば投下資金陀封

ナる利潤の% ⑤、若しくは逆に% ⑤に或る定数を

奥へて逆算し居住者一入賞りの負傷金叉は室代の

決定をなし得る。唯ととに問苗は表白①- : I D の各

項について計算の基準を如何にすぺきかと いふと

とであるが. 以下それについて設明を加へやう。

①固定資本

設計も見積も完了し 、叉は建物が出来上ってゐ

る場合は各慨にそれぞれ記入せ歩とも、建築費、

設備造作、土地費の計のみ記入して、固定資本の

合計を計上し得るが、 計 壷C 初頭陀首って大植の

見営をつけたいといふやうな場合建築延面積む決

定は、敷地面積が限定されてゐる場合は法現によ

る限度 0.6 以内に取り験地面積陀帝1 ] 限の友い場合

は牧容人員 1人営りむ面積をその計壷の程度によ

って決定し牧容人員の設を乗じて建築延商債を決

定ナる。

尚各場合の限度は下記の如く決定するが遁営と

思われる。 .&Pち、

敷地面積より見営をつける場合の限度

0.5- 0.4 

牧容人員 l 入賞面積

イ 最少限に取る場合( 養生工員寄宿舎等〉

2坪- 3. 5坪

ロ 精告余裕を見た場合( 職員寄宿舎等〉

4坪- 5.5坪

建築費は坪営皐{ 買を見営つけて面債を乗じて計

とれば大慢の見首は主鵠工事の0.1- 0.2を取る。

② 牧 入

主放の算定 とれも設計白出来てゐる場合は問

題なく算定し得られるが、前項の場合む如く敷地

のみが奥へられたる場合、又は延建築面積のみが

奥へられた場合、そり窒J 散の大嘘の見営は戎式に

よって得られる。

N= =  G x R x 2 x K  

- -

A  

N= = 宰j厳 G= =敷地面積

R =敷地面積と建築面積との割合 0.3- 0.5 

2 倍ナるむは 、穂二階建として延商慣が出る

K = =延建築商積と単位主面積合計との割合

0.5 前後

A= =箪位室面積 普通共同住宅叉は職員寄宿

合……・一… …・ 3坪 "-5坪

養生工員寄宿舎-・・6坪 - 9坪

室代の算定、建築費、設備造作夜、土地費、室盤

がわかれば、 i昭和14年 10月18日勅令、統制令陀よ

る地代及家賃適E 標準率( 別表) によって算定 し

得る。即ち

建 築 受 × 乗 率(0.0146))

設備造作去を× 乗率( 0. 0214) >++室段

土 地 費 × 乗 率(0:042) )  

12 

併し建築費の騰貴したる今日では上記の如ぐ泊五

ヲ票率陀よって室代を算出しでも 、倫取締の上で.

室代の最高慣額ともいふべきもりに制約されて、

削減のやむなきに到る場合も可友り多いゃうであ

る唱従って勢ひ③む管理費、消耗費、②の設備遺

作費等の軽減を計らねばならえ主く友る、といふ事

上ナ、設備造作費といふのは建築主髄工事以外の は設備が然々不備に君主るととであるのは亦止むを

もので衛生、電気、塁、家具装飾工事等である。 得ない。

地 代 及 家 貫 通 正 標 準 率 及 遁 用 地 域

地 代 ( 年) 0. 092 トス

干誇 主査 JJ Jj 

ｾ＠ 築 費 附属鮫備及主豊作

甲 地 む 地 丙 地 甲 地 乙 地 丙 地

木 宝邑 0・01 !4 0.0105 0.0089 0. 0155 0.0141 0. 0120 

一
::1 ユ〆 .ク リ ト

普通建物

ー

煉 瓦、 石、 土 蔵 主 豊
0. 0085 0. 0069 0. 0132 0. 0118 0.0091) 

鍛 骨、 4滋 筋 O.∞74 O.∞58 0.0127 0. 0113 0.0088 

下 宿 屋 木 主主 o  01461 0  01お 002141 0.01俗」
共同住宅

ヨ ク リ ー トュ/

ピルデ イ
煉 瓦、 石、 土 綴 主 豊

0.01091 0. 0096 一一 0.01651 0. 0145 

γ I f  

鎗 骨、 錨晶 筋 O. 00961  0  .  0089 一一 0.01351 0. 0120 

適 用 地 域 ハ各

地方別= 甲 乙

丙地= 種別サ

ノレ

(昭和十四年

十月十八日勤

令 第 七 百 四 披

統制令)
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③経常支出

共同住宅管理上の経済的な問題としては、主と

してとの項目に闘する事柄であらうと思われる。

経常支出とは大韓上表の③項記載のイ~オC 経費

でるるが之を経常資、地代、管理費、消耗費、に

大別し各符読を途って説明しゃう。

イ 、 償 却 費 建 物陀は一定の耐用年眼がきうれ

年限陀感じてその慎値は一定の減慣幸容をもって減

少ナる、耐用年隈については種々の説があるが普

通木造家屋は20-35年位とされる。償却年限はと

の耐周年限内に決めなければ左足ら主主い。最近の建

物は建築費の昇騰と資材維によって構造は粗悪君主

ものが多い、従ってその耐周年限も上記の最低年

限に決めていいのでは友いかと思われる。

償却費の決め方にも色々あるやうでるるが、最

も簡単及方法としては償却年限を 10"""'15年位ひと

し、固定資本を月割計算して算定ナる、巌密な理

論的危方法としては、固定資本に妥当する利廻、一

定年限後の騰貸率等を含めた次式陀よって算定ナ

る方法もある。

A==_l l +R) c 19- 1 

9
n  

- 1 

A==年賦償却金 9==1+P( 利廻〉

一生一= 月賦償却金 C==固定資本

12 

R==一定年限後の騰貴

率

n=: 耐用年限

口、公課ハ、保険公謀、保険資については

IV 1 0  

その地方、地域、構造等によって、事情も臭怠る

ので巌密な基準は樹て得られないととと思うので

あるが大韓木造家屋とし、大阪近郊として、固定

資本との割合を示ナと月営り 0.0015位ひに取れば

大差友い之は公課と保険費を合したものでるる。

替利的友経営管理む場合は、室主及滞納を見込ん

で保険の意味は少し異るが、その至容をカ日へて上記

の月賞割合は0.0023位以が遁嘗でるらう。

= 、修膳費普通固定資本に封し? て月営り

0，. 0025位u . を遁営とする。最近の粗悪友建築では

との割合はもう少し多く友るのでは扱いかと思う

ホ 、 人 件 費 月 営 1人 食 事 支 給 65.00 

へ、電燈費 11 1  ｾ室 6墨程度 .80 

人 瓦 斯 11 I! 11 .40 

チ 、 水 道 I! 11 11 .30 

人 燃 料 11 11 ( 隔日入浴) 1.00 

ヌ 、 電 話 11 1個( 遁話料各自負嬬) 20，00 

ル 、 雑 費 11 ( 町内費、衛生費、消耗品〕

ホ~ノレ迄の各項については物贋昇騰の今日果して

との基準に誤りが主主いか如何かは援問であるが質

際の場合大檀の見営はつく筈でるる。

とれで上表白各項計算の基準といふべき事につ

いて説明したのであるが、倫上表は共同住宅の場

合のみに限らポ一般貸家の夢事務者住宅経営管理の

場合にも遁用し得るものでるる。その場合には②

項の主量生は戸数とし、主代は家賃になる。別表の

遁E 乗率も普通建物の欄の量生値によって算定する

③項に於いては管理費、消耗費は計上せす= に途次

計上記入して行けばいいのでるる。

( 筆者は 伊藤正文建築事務所勤務〉
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奥田一一大型選くなりまして皆さん済みません

です。貨は今現フミ饗必忙しい中を、建築協舎の方

々主主らびに府市住宅管圏の方々が沿いで下さいま

して、営市替住宅にJ 1 ? 住ゐの方々と親しく膝を交

へて懇談したい。かういふ目的で主奇襲りを願った

ゃうえ主次第でるります、それでどうかぎつくばら

んにての舎の目的を達するやうに御違憲ない意見

を述べて頂きたいと恩ひます。開舎に先立ちまし

て園民務理をさして頂きたいと思ひます、どう恥

御起立を頭ひます( 函民議直) それでは一つ懇談

合の司会を住宅皆置の大下さんにJ 1 ? 瀬ひいたしま

して、舎の準行をばかりたいと思ひます。

大下一一甚だ倦越しかも不得手ではございます

が司舎をさして頃きまナ。

御筒介を頂きましたやうにわれわれ日本建築協

舎といふ建築皮術者の濁撞で命誌の緬湾を帰営し

てをる者たちが、本日との市営住宅を奔見さして

頂きまして、時局下最も圏家として重要性をと持っ

てをる生産被充方面に従事されてをられます方々

の住宅、との大東亜官見守を勝投くためるらゆる方

面の原動力と友る皆さん方の住宅を将来如何にし

て改善し、また延いては一般圏民住居の問:茜もど

ういふ射を改良すべきでるるかといふゃう放とと

をわれわれが研賞さして頂きましてそして皆さん

方質際ゐ住みに怠ってゐる方の腹醸の主主いゐ話を

伺ひまして、君主、? とち建築技術者の参考陀さして頂

きますればまととに幸ひと存じまして、時局柄非

常に御忙しい中を、また特にゐ寒いタを態々ゐ越

しを願ひまして、まととに恐縮、且感謝に堪え友

いととろでありまして、一同を代表いたしまして

厚く御越を申上げます。ゐ伺ひいたしますととも

どうもわれわれ技術者といたしまして多少専門的

なととをゐ尋ねナるととに汝るかも知れません

が、目的は大韓住居を中心としたととを申上げる

ととに主主りまナので、事柄の節々にあるひは不撲

なととや失鵡放ととを申上げるとともあらうかと

思ひますが、それらの離につきましては悪しから

歩御許しを願ひたい、また御諒解を得て喜子きたい

と存じまナ。

つきましては住居の問題のみでいろいろお話を

願ふ韓であ b まナが、その根本は、皆さん方がと

の伎宅地に御碍居になりまして、との住居が非常

J V 1  2  

1'[ 住みよいとか、 Sうるとλl まかう いふ黙がるって欲

しいといふととに蹄着する需でb りますが、それ

らの黙はどうでるらうかといふやうなととを治尋

ね申上げ、それについていろいろ御気付のととを

や答へ願へれぽ結構であると思ひまナ。

そとで請の '1頂予といたしまして具程的にJ 1 ? 零ね

申上げますととは、まづ大限市皆住宅といふもの

は、従来のいはゆる大波府遅の町に建ってを b ま

ナ長屋建の住宅とは大部趣きが遣ってをるのでる

りまして、書へて申しまナと非常に敷地が贋いの

であ P まナ。また建物自瞳陀いたしましでも、従

来D 建物は主として間口が狭くて奥行きが深い、

従って自の常らない部屋が幾つも出来るといふや

うなととであったのでるりまナが、との住宅は周

圏も非常に演しまた間取りも東習に長く正面を

大きく取つでありまナから、とれらの黙につきま

しでも従来のものと申しますと多少語弊がありま

ナが、普通ありふれた貸家などと比較しまして、

どういふ風友御気持であるかといふやうなととに

つきまして、芦田さん何か御足付の黙があ b まし

たらお話を願ひたいと思ひまず。

芦田 一一私はとちら へ参りましてからちょうど

一年絵になり まナが、最初との住宅に入るやうに

御官話を願ひましたのはやはり舎祉の方からであ

りまナ。嘗初御紹介を受けました時には、まる今

ま守私どもが考へてをりました一般の住宅に比べ

まして非常に明いるといふとと、それからちょう

ど裂い時に参りましたもので、すから、非常に暖か

さうだといふとと、かういふ感じがまづ第ーにし

ました、それはちょうど私がその前陀をりました

ととるが住之江だったものですから、非常に風営

りが強く寒くてどうにも友ら友いと考へてをった

時でありまナ。従ってさういふ黙に非常に興味を

持って見せて頂いた課でa > t J まナ、と同時陀早速

借 Pたいといふゃうえ主気持になりましてとちらに

参ったのでありまナが、何よ b も明るいといふと

と、殊に子供主主どがを b まナと非常に住みよい家

だといふ感じを持ちまじた。それに私もとちら陀

差是りまナ方が舎III止も近く便利な課でる D ます。そ

の他にも色々と事情はるりましたが、家賃は比較

的一般に比べてさう安くはない、しかしまあ周聞

の空地面積が庚いといふととを考へに入れますと



乙 型

高くはないといふやうに考へられまナし、また第

一印象と申しますか、それが非常によかった諜で

るります。入って見ますと色々感歩る結も理想的

危立場からはどざいますけれども、とれはまた他

の方から. t - 話があると思ひますので、まあ第一印

象といへばそん友ものでるります。

大下一一今芦田さんから割合に家賃は安く友い

と思ふが敷地が庚いといふ黙でパランスがとれる

から結構だ、かういふゐ詩がありましたが、とれ

は私ども建築技術者、また園家的立場から考へま

しでも非常によいととだと思ひますが、もし同じ

家賃で②ったら敷地は狭くても昼の一枚でも多く

敷ける方の住居を好まれまナが、また現在ととに

建ってゐるやう友ゆっくりした、際k として周閣

の空いた住居の方を好まれるか、一世どちらがよ

いで吐うか、、 前回さんどういふ風陀ゐ考へです

、'IJ >o

前回一一私の思ひまナの陀は、主主笥の置場所が

もう少し欲し¥r むと、それからるの昼がちょっと

狭いやう友家がしまナ。もう少し盤がE賢ければと

れだけむ間取りで… … 家族 6 人で、どぎいますけれ

E もー…ゆっく b して行けると思ひまナ、さうす

れば便所に行くにも便利がよし、また人がゐ見え

陀主主りましでもとれで狭いとは感じませんけれど

も¥あれが昔の昼の際さでるったら申分は友いと

思ひます。

協 会 影

小林一一失砲でナが、前回さんはどの型のゐう

ちにゐ住ひでナか。

前回一一甲型でどぎいまナ。

大下一一今前回さんの仰しゃいましたやうにと

の家は東京聞の建物であ b まして、一般に閥西に

あるものよりは小さいむであ b まナ。とむ間取 b

で昼 8昼 6昼 4昼卒、をとるので② b まナが、と

れを関西流にとりますと、 6 昼、 4墨卒、 3 昼ぐ

らゐになるのでありまナ。さういふもやうになって

も開西聞の方がよるしいでせうか。

芦田一ーさういふ謹ではるりませんでせうが。

前田一一同じ 8晶でしたらとれが関西式の 8 .

だったらどうかと思ふのでナ。

大下一一話は少し費りますが、とむ居間に関聯

しまして、例へばと与の甲、乙、丙む居聞にはい

はゆる縁側といふものが友くて濡縁だけになって

をb まナが、るの 8昼間に濡縁がな くてもそれだ

け内総があった方がよいかと思はれまナが、あム

いふ濡縁はなくっても昼の 1! 昼でも庚い方がよい

と思はれるでせうか、皆さんどうで吐う。

野口一一それは無論家族む人数K もよりませう

が、もっとも入る時には自分の家族白人数と比較

して入るととに友ると 思ひますけれども、まる 1

墨や 1! 昼宇狭くっても、綾側のついてゐ先方が非

常に感じがよいのぢゃないかと湾へます。

大下一一それでは今の治詰に関聯して 、濡縁が
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大分あるのでご芯いますが、るの官民縁を仮にたく

しまして、をうれを肱掛; 害、のやう主主ものにして 1尺

2、3 寸上った窓にしたならばどうでせうか、雨が

降る時主主ど軒先が短いと濡縁のしぶきが轟に上る

とか瓦など夕立が来ますと墨にしぶきがとんでお

困りでは友いかと私ども時k 思ふのでありますが

その方とやはり濡縁のある現在のま与とどららが

よいでせうか。

芦田一一理想をいへば、濡縁がるって内線於っ

た方が勿論い与と思ひます。

野口一ーやはり内縁があった方がよいやうに思

ひますね。現在ある濡縁より幾分かの内縁があっ

た方がよいと思ひます。

小林一一夕立友どが来まして濡縁から畠へ吹き

込んでゐ困り になったととはありませんか。

芦田一一事質あります。障子主主ど下む方からこ

れくらゐ歩っと雨で色が襲ってをります。

遺谷一一うち君主ども、障子の腰の部分に色がす京

つ止ついてをります。

ふ 林 一 一 結 局 側 て L 閉めるといふととになり

ますね。

大下一ーさういふととを考へると結局肘掛窓の

方がよいのぢゃないかと思ひますが、叉縁側を使

ひますため K は濡縁も必要ですか… …

野口一ーなるほど、裂の縁の腰が高く充足ると夕

立や何かの場合には都合がよいかも知れません。

私の申しますのは、喜震に大阪のi需縁と申しますか

出てを'りますが、あれを廊下式にするといふので

す。内縁ですね、そして硝子障子をたて L 頂くり

です。

小川一一今仰言る縁側といふのは 、濡縁の長さ

だけ外の方K 建具を入れるといふゐ話だらうと思

ひますが、かう議算が切詰められてをる場合には

さういふととは出来主主いと恩ひます。さういふ意

味で表の 8 昼の聞の奥の 11墨だけが板の聞にた

る、，昼を敷けば平ですよ 、とちらが縁側、と L が

画S
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橋本一一私のととろにはをり

ませんが、赤ちゃんがヰないでに

たるととろではさういふとと陀

友ると恩ひますね。

芦田一一私のととろでは便所

が近いので、必歩行かせてをり

ます、まあさういふ習慣は衛生

的にも宜しくないものですから

さういふ風にやらせてをりまナ

けれども。

大下一一それから同じ建物の

菌積でも、部屋の設は少くても

大きい部屋がよいで叶うか、ま

た小さくても部屋の数ある方がよいでせうか、ど

うでございませう、例へば 6墨、 4昼卒、 3墨色

部屋を 8 .!l昼、 H 是正ドにしてしまった方が、よ いか

やはり 6 昼、 4是正字、 3 墨の方がよいか、大きく

て 2 間ある方がよいか、 IJ 、さくても 3 間ある方が

よいか、どうでせうか。

芦田一一私の家族は 6 人でナが建坪が現在通り

だといたしますと、あのくらゐむ間取りが現想的

では怠いかと思ひます。欲をいへばもう 1間欲し

いくらゐで、ナ。それは箪笥とか物を置きまナ? とめ

に質際の使用面積といふものが狭く友る、それで

さういふものを置く部屋郡一部屋あったら十分使

へると思ひます。

大下一一私 ども建築技術から申しますと 、8墨

も Ｖｾ 墨も質際の使用極限を申しまナと同じゃうえ主

もので、 8 昼の方は多少ゆっくりナるといふだけ

でありますが、皆さん貫際会佐ひになって B墨の

方より 8 墨の方が特に住心地がよい、かういふと

とをゐ感じになりまナか。

芦田一一それは物を置かえにい時にはその割には

甲 型 竣 工 直 前 側 面

板の間といふやうに放ってをるものが出来たとし

たらどうでせうか、さうしますと今の釧ね水があ

っても墨が痛まない、板の間ですからゐ子さん友

どが勉強を友さるのに机などを沿いて、南の板の

方に寄せてやるといふとと君主ども考へられます

ね。

芳国一一現在よりはよいでせうね。

小111- ーたピ部屋の中に患のととろと板の間と

2 つある語です、さういふととが考へられます。

前回一- 8昼の聞がゐ座敷でナからね、それに

板の間がついたとしたらどんなものでせうか。

小J I l - ーとれからの建物は、とれが沿座敷だと

いふので、構へておく官余裕は主主く友ると思ひます。

芦田一一貫用向きでナね、またそれだけ部屋が

庚く見える語で、ナね。

I NIl - ーさういふ講ですね。

中野一一それから濡縁と窓の問題ですが、子供

を育てるには窓の方がい L ので、はないでナか。

大下一ーさうすると子供の子守といふ意味から

いへば、窓、の方が危険がとかえ主いと思はれますね。
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遣は1 ' J . いものですが、何所かに

物を置か君主ければなら主主いとい

ふので置きますと、貫際の使用

面積といふものが休んだ b 何か

ナるために、ある ‘リミットがる

りまナので 8昼ですと相営疲ら

れまナけれども 6昼に物を置い

て寝るといふととに主主ると非常

陀不自由を感守るのでナ。

大下一一それから押入の撃が

物置の関係で多少物足らぬゃう

I' C 私ども感歩るのでありますが

押入は大腫今むま ι で御満足で、

せうか、また物置がえE くても不

自由ではございませんか。

援本一一押入はるれで十分だ

と思ひまナけれども小さいものでも物置を作って

頂けたら結構だと思ひまナ。

芦田一ーさうでナね、物置がえkいので、盟を置垂

ますのにも、裁も片附けまナのにも困ってを Dま

ナ。

増井一一欲しいと仰しゃる物置といふものはど

のくらゐのものでナか。

榎本一一 l 間を字分くらゐにしたゃう友ものが

欲しうございまナね、茨のー俵も入れられるやう

なものがありまナとね。

錦回一一庭先でもよいので、ナね。

大山一一えム、ちょいとしたものが言うればよい

と思ひます。

榎本一一私たちに : とっては何より必要なもの と

思ひまナので。

奥田一ーとの住宅では無断で増築ナるといふゃ

うえ主ととは厳禁してあるのでありまナ、それで物

置がないためにみん友喜子園りに主主りまして、裏白

1 ' " 1 -
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通路むととる陀物を置いて4ないで、{ 乞友ります。

増井一一物置といふものが足りませんね。

奥田一一物置がるりまナと茨を入れてゐくとか

いふととにな b ますけれども。

前回一一ちょっと庚いととろでござりまナから

物置か何か作 Dたいと思ふのでナけれども、奥田

さんが絶割にいかぬと仰しゃるのでね、

大下一一それに窓、、その他が割合湾山ありまナ

ので、箪笥君主どをおいたりナるととるが少ない詣

でナね

漣谷一一最初入りました時には一睡ど とに何を

置かうかと思ひました。

大下一ーかういふととるの襖を 1聞にして、 そ

とを物を置くととるにしたらどうかと思ひまナが

やは D現在のやうに襖が 2枚入って、主主笥などを

つき出して沿いても差支へないt . 恩はれまナか。

芦田一一現在は差支へ主主いのではないで、ナか私

どものととろでは換を中心にして、 8昼と 4昼宇

乙

土



の襖でナが、るそとに南方から物を置いてゐまナ

賀際からいひますと夏左どは通風の関係であそと

に物を置くのはいけませんけれども、 l雪、かへ置き

まナと牙ｾ￰ｉｬＺに危りまナ、勿論片面から Ｔ なきましで

も何ら差支へないと思ひまナ。

小林一ーキ聞だけゐ使ひになる詩ですか。

芦田一ーさういふ諜です。

錦回一一襖を入れるむは非常に融通性がある韓

守ナよ。

芦田一一襖でナと融通性がき L まナが、壁です

とそれがきかない。

大下一一それから床c 聞は半間で相堂奥深にな

ってをりますが、 aぅL いふととるについて深過を

るとか、また悌聞などJ t C . ; j な厨りむ方はないでせう

か。

芦田一一悌間. は困りますが、特陀取る詩にもい.

けませんのでね。

大下一一いはゆる悌さんを置くととろですね。

小梼ーー大抵どういふととるたゐ置きで、ナか。

芦田一一普通は奥の聞に置いてるりまナが、私

のととるではどうもるれだけを置きますと釣合が

とれませんので、普通食事をする部屋に置いてあ

るのです。

小林一一それは華か何かの上でナか。

芦田一一私のととろでは遁賞な机をと置いてその

上にゐいてゐるのでナ。

槍井一一芦田さんのゐ宅陀は床がついてを b ま

ナけれども、床はやは b あった方がよいですか。

芦田一ーさうでナね、( 1 ; れくらゐの床ならどう

かと思ひまナが、たいといふものは寂しいもむで

ナからね主やはりあった方がよいと思ひまナ。特

に信何を持ってをりまナとね、私は傍教の方を や

ってを b まナが母が金光さんを信仰してをります

のでそとへ喜子祭 b してを D まナ。何も完工いといふ

ト

・

↑

・

4

・

』

宇

.
、
町
‘
、

L

ヒ“
止. ' "
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ととはちょっと寂しいのち・や放いでせうか。

前回一ーさうでナわね、やは b 床は欲しいと思

ひまナ。

小林一一乙型には床の間はついてをりませんが

釣床があります。あの釣床の下を床の間とせす= に

箪笥とか色々主主ものを置くととるにして$ 甘いでに

な P まナが、さういふととるを見まナと折角釣床

を作っても大して必要で、はないの守ナか。

野口一一私どものととろでは釣床む下を物置に

してゐまナが折角釣床でも作って頂いてをるので

るりますから、床の一つも置きたいと思ひまナが

甲の方には床が出来てをりまナけれども、乙む方

には出来てをりません、せめて型なりの床でも欲

しいと思ひながら有利陀使ってをります。まるる

れくらゐむものは欲しいですね

芦田一一座敷には是非欲しいですね、中心が欲

しいものですから。

事ローさうでナね。

大下一一甲型と乙型の一番重要な部屋とゐ隣り

との聞は押入れに友ってをりますけれども、丙型

では一番重要な部屋がゐ隣と壁一重ですね、甲乙

C 方も奥o H是正ド主 4 昼牟は: t - 隣りと壁一重K 1a:

ってを b ますが、とれについて特にお困 b になる

とか何とかいふととはるりませんか、例へば蓋所

と置換へ乙部屋の濁立性を持たせるとか、さうい

ふととはお考へに友らないでせうか。

野口一ーやはり壁一重といふととはちょっと何

か話をしようと思ひましでも困るとと治宝るりま

す。事責隣の人が普通の撃で話をしてゐるのがよ

く購えまナ、とれはどっちも同じでありまして家

庭の秘密がございまナので絵り大きい聾を出すと

どうもとれがちょっとまづいやうに思ひます、現

在建物の建て方が背中合せたえEつてをりますが、

ζ れをもう少し研究して頂けたらどうかと思ひま

内

ヲ且
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ナ、現在 6昼の座敷が壁一重? ナ、押入むあると

とろはさうでもないですけれども、との壁一重の

ところが、いま仰しゃったやうに炊事場と背中合

せに友ったらと思ひます。

大下一一貫 は背中合せに行きにくいととろもる

りまナし 、己むを得歩壁を二重に作ったのでるり

ますが、どうも壁一重といふととはわれわれ気に

か.1. !i ます、町家長屋にさういふものがよくるる

のでナ。

小林一一今む蓋所のお使ひ具合はどうですか、

とれは御婦人方の御産見を伺ひたいのでありまナ

けれども 、甲型なり乙型なり奔見いたしますと宇

聞のー聞の揚げ板に怠ってをりまナね、

前回一一覧深をいは怠 ければ、あれで、いけまナで

す。

芦田一一あそ とに特に7K屋か何か置く場所とい

ふものがないのです、それで部屋の中に持って来

なければ友らないといふ不自然友鮪がるるので

す。

前回一一 それから玄関の奥行きはあん友に要ら

ぬと思ひますね。

星一一お子 さんの机といふものが見蛍らえ主かっ

たのでるりまナけれども、お子さんの勉強は座つ

でゐや bで、ナか、それとも腰かけてゐや bですか

奥田一ー と与には勉強する子供さんが少、君主いむ

でナ。それはと与に見えてをる 野口さんが一番年

寄り見たい友もので、私どもが二番目でナ。

星- ; j 1 ; - 子さんの机が見営らないものですから

ね、それがあるとさっきの廊下C 問題が切貰に考

へられて来ると思ひます。

大下一ーさ弓ナると甲型ではと H 是正字が二つあ

りますが、その一つを板の間にしたらどうでせう

か。

犬山一ーやはり部屋は 3 聞ないと困ると思ひま

ナ。私どもいたってゐ客さんがある方でるりまし

て、それに子供が仲間入り出来ませんし、墓所に

ナつ込んで、もをれない、結局現在の間取りの方が

よいと思ひます。

芦田一一私は もう l 間ほかに板の間がるっても

よいと思ひまナね。

大下一一それは家が大きくなる前提になります

が、さう なるとやはり床の間が一つ欲しいといふ
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ととに友 P まナね。

小川一一玄関にゆとりがる りますから 、あナと

在片附けたら有効に佼へると思ひますね。

星一一玄関だと子供が落着かないでせう。

小川一一 どとでも墨が一番いたんでをるやうで

あ b まナが、最近特に昼の質が低下して参りまし

て、一年も使はないうちにぼろぼろに友りまナ。

それで、われわれ設計いたしまナ時に晶がどうも面

白く友い、何とかとれをもっと丈夫たものでやり

たいといふのでその代用品を考へた、それが板の

間でナが、昔は板の間へ藁を敷いて御銀を食べて

をりました、ｾＮｉＮいふやうなものに返って行くの

ぢや及いか、そういふ意味で板の間はどうかと思

ふむでるりまナ、

前回一一4是正ドの板の間も結構だと思ひます、子

供がをりますとどうも昼をいたませますのでね。

奥田一一私は炊事場を一枚の通しにしまして 、

どういったよいでせうか、 Ｔ 墨ｾ T  4昼宇のとと

るに、指ヘたものをすぐ飯蓋に; t ; - けるといふゃう

陀して頂いたら非常に便利だと思ひます、何時で

も上つて は一つ一つ しな けければ友ら友いのでご

ざいまして 、炊事場を一つの壁にしますとそとに

ガスとかいっているいるなものが置けると思ふの

でナが。

中野一一 4是正ドといふものを仕切りの壁も何も

全然友いやーうにしたらどうかといふのでナね。

奥田一ーその方が便利だと思ひまナね、例へば

物の上げ下しにしても、ｾ茶碗一つ洗ふにもうん

と能率が上ってよいと思ひます、 ; 炊事場から一週

上ってかういふ風に行か君主ければなりませんもり

でナから。

芦田一一それは 4是正ドむ使用方法によっても違

ひまナね。

奥周一一家族数陀よってはやは b仕切りが欲し

いのでナ、 4盈，正ドを寝室陀すればどうしてもとれ

が必要といふととｦＧ｛ｾります。

芦田 一一努務者としてやはり、さういふととも

考へて欲しいと思ひまナ。

小林一一墓所で熔へて直ぐ茶の間陀運べるとい

ふのもその一つですが、とれを全部板白聞にして

土聞をたくしたらどうでせう 、土聞でナと上り下

りナる時に履物をはいたり又院がえ主ければなりま



せんが、と与を被曝りにしたらどうでせう。

大下一一貫子桓を置いてどすね。

大山一一水道とガス蛋を玄関C 方につけて横側

にやってあまったらよいでは友いですかね、今む

ガスのととろが反ｾすの方に行きますね、さうする

と物を上げられると思ひまナ。

奥田一一つまり西陀あるのを東側に持って来る

諜ですね。

大下一ーさうでナね、その方が便利ですね。

大山一ーさうして壁を抜いてもらったらよいで

せう。

中野一一それから間取りの開係でどの家も、便

所へ行くのにどむ部屋からでも 直接行けて非常に

便利だと思ひまナが、たど夏え主ど家の中に便所が

含まれてゐるためによく臭ひがあって困るといふ

やうなととがるりまナがどうでせうか。

奥田一一それは便所の窓を聞けて置きまナと別

に関係はないと思ひまナ。

小林一一西側む方C l : J ; t - 宅の方はどん友ものでせ

うか。

恒国一一丙型に住ん1 : ' をりまナと夏など臭ひの

ナるととがあ b まナが、冬はさほどでもございま

せん、ゐ便所をもうちょっと纂の方にやって頂い

たらよかったと思ひまナけれども。

大下一一今までの建物は縁側の外に使所が飛び

だしてをとったのでナが、とムは建物を真四角にナ

るため、中へ入ってをりまナ。

奥田一- . ; t - 客さんなどの時には大密都合がい L

と思ひまナが、いけないといふのは臭ふ時だけで

るとは大費便利だと思ひまナ。

士曾井一一押入といふものがど主主たも一間と宇聞

がついてを b ますが、それをニつに分けないでー

ったしたのと、現在むま L とどちらがよいでせう

ＧＡｊｾ。

野口一一現在。間取りからいへば、今のやうな

押入がよいと思ひますね。

ま曾弁一一例へは、 1間牟の押入をと一つにすると甲

型でしたら 8墨だけに押入が出来るといふ諜です

さういふ風にナると今C l : J 8轟から 4昼宇全部が佼

へるといふのと、現在のま l C l : J 二通りが出来る詩

でナが。

野口一一今のま ι の方がよいと思ひます。

増井一一入れ物の経済からいへぽ 1間半のつい

た方が絵計入ると思ふのですけれども。

奥田一一入れるもの種類が蟹って参りますから

ね。

士曾井一一民中には大韓布図類ですね

野口一一主として布圏類を入れてを b まナ。

小林一一どうもゐ蓋所の附近にとだはりまナが

ゐ洗濯はどとでなさっていらっしゃひますか。

飯田一- . ; t - 炊事場でナけれども、冬は中ですが

夏は自然タトになります。

小林一一一般に北側にゐ住ひの方でナね、あれ

は敷地が講のととる去でーばいだと思ひまナが.

ずると道路に出てゐや O K主主る韓で、ナか。

野口一- t ! うれがでナよ、奥田さん陀も私再三ゐ

願ひしてゐるのでして、どうも道路面に炊事場が

ついてをるといふととは冬場はまあ寒いから家む

中へ入ってやってをと b ますけれども、夏場は外に

出ますからちょっと外観からも不態説ではない

か、同時に人さまが見ても不快たらしく見えます

ので、まうの外側の方Ki t 費で塀を務へるから帯へ

さして下さいといふととをゐ願ひしたとともるる

のでありますが、あれをもう少し研究して頂いて

外から汚れ物を洗ってをるととろが絵り見えない

やうにした方がよいのではないか、また私どもも

それを希望してをるので、ナ。

大下一一丙型<D.;t- 方でしたら華所はちょうど 1

坪ですが、ほかむ甲、乙は 1: 停止ドでるりまナ。と

れは 1j年でも十分やって行けるのではないかと思

ひますが. どん君主もむでせうか、ちょうど 1畳む

聞だけが板張りに君主つてをとりますが、 Sうれだけむ

大きさが主主ければ困るもむでせうか。

吉田一一丙白方はさうなってを b まナね。

飯田一一私むととるは十分だと思ひます。

大下一ーさうすると丙型に住んでをられる方は

是非とれだけは必要と思ひますが、甲、乙の 1畳

だけは何かほかへ利用した方がよいのではないか

と思ひますね。

複本一ーやはj ) 1  : 坪ヰあった方がよいと思ひ: l :

ナね。

大山一一今の板の間のととるが揚げ板化怠って

ｾￒ まして、茨とかいろいろえ主ものを入れさして

もらってまりますので、非常に便利だと思ってを
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ります。

芦田一一私 ども板の間のと ζ ろにガスが置いて

あ P まして、そり反封の方陀蓋を置いて水屋をゐ

いてゐるので、すが。

小川 一ーとの墓所の揚げ板のととろですね、あ

すと 1 01<. 屋を; j Q>いて頂く 、 とれは揚げ板が 3尺分

切れてをるからいけ主主いのでして、揚げ板は 2 尺

でも十分だと思ひます。上の方が 3 尺必歩しも聞

かなく ーでも、下だけ庚ければ佼へると思ひますの

で‘ とれは揚げ板の切り方がまづいと思ひます。

大下一ーさうすると十分とれまますからね。

小JII 一一初めから 3 尺の板が切つであるからい

けないので¥るれを少し手前で切って dうれば、よか

ったのであります、さうすれば、 1間 1'( ，にちょうど

水屋が立をべられると思ひますが、とれば何かの乎

蓬ひだらうと思ひます。

.芦田一一姿するに物置がないか ら有効陀揚げ板

のとと るが使はれる。

奥田一一物置とー諸友んでヴ『ね。

芦田一一飴り大きなもの は入りません. 炭でも

煉茨でも箱に入れて入れゃうとナれば、とれが狭

ければ入りにくい詩です。

奥回一一ゐ玄関のととろが戸袋になってをりま

すと相賞何か入りますけれども、べたつとなって

をりますから惜しいと思ひます。

大山一一玄関のるたりに引遺ひで、もあれば大捷

結権だと恩ひますね。

複本一ーさうしますと私どものととろは子供が

多いのでるりまして、大獲何かと都合がよいや弓

に思、ひます。

星 一一今の玄関でも決して賢いといふととはな

いでせう。

援本一一るのくらゐるった方が結構だと思ひま

す。

増井一一白車事事を，j o - 持ちの方はどうしてゐらっ

しゃいますか。

橋未一一私どもも持ってをりますが、玄関にゐ

いてをります。

星ーー かういふととろは大抵玄関が物置になる

のですからね。

大下一一白鞘車の前輪を上に; j Q > いてをられる諜

ですか。
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溢谷一ーさうでナ、やはり前輸は板敷にかけな

いと置かれまぜん。

小林一ーと与ではどのくらゐ自縛車をゐ使ひに

友ってを b ますか。

奥田 一一大分よく使ってをられまナ、半数ぐら

ゐはありますか

小林一ーさうすると是非とも か ういふととはと

れから考慮し君主ければ友らぬととで、すね。

奥田一一比較的工場は近いのですけれども自縛

卒で行けば15分のととろも 5分で行ける謹ですか

らね。

小林一ーほ かの住宅に比べて玄関は庚くとって

あろのですが、やはり自聴率をゐくといふ ζ とに

友ると窮屈に放りますね。

芦田 一一物置といふりは簡単に出来るのではな

いでせう か、物を玄関に沿いては邪魔に主主ります

し、外に4なけば雨がか L るといふのでどうにもた

ら左足いのですが。

奥田一一物置C 問苗ですが、とれは規格を統一

して、官金り不潔t ; ; _ 材料を伎はす= に憧裁よく出来れ

ば市のつI j でも許可せぬととはない. か ういふ例が

るるやうに聞いてをります。ととるがとれを許し

ますと同じゃうな材料を使へばよいが、古板を張

ったり色々主主ものを使って、結局不良住宅みたや

うになるのです、絶封的にいかぬといふむでは泣

い、みん友揃って大きさも大髄決めて、材料も大

腿決めて来るといふととであれば、許可せねといふ

方針では怠いといふととでるります。

岡本一一貫は今まで、それで・懲りたC ですよ。

良国一一それをうかうか許しますと、石油箱む

古いものか何かで費友ものを作るのです。

奥田一ーとたん君主どを置かれますと本営陀感じ

が悪くなりますか らね。

小川 一ーさういふやろえ主意味でとの物置といふ

ものを四軒ぐらゐで共用にナるといふゃう友もし

か ういふやうな提案がございました場合は、如何

でございますか、民中の2きいてをる庚いととるに

市の方でちゃんと共用の物置を作るといふやうな

ととになりましたら。

奥田一一それはやはり各戸別にしまして、入れ

る友ども別にして喜子かえ主ければいけたいと恩ひま

すね@



奥田 一ーまた二軒ぐらゐの共用はよいかも知れ

ませが、四軒といふのはどうでナかね。

小川一一あるひは隣組全部の大きいものを作っ

てもよいと思ひますね。

錦沼 一一それは君、無理だよ 、冬主主ど決を佼ふ

だらう 、ナるともう少しあったはヂだが主主あとい

ふととに主主るよ。

奥田一一二軒の背中合せは成立しますが、それ

以外はどうも成立ちませんで、ナよ。

大下一一共同の物置を作るとナると初めから土

地を 決めて一戸一戸に仕切りをつけておのミ友けれ

ば友りませんね。

芦田一一一戸一戸に小さくてもよいから自分の

物置といふものが献しいで、ナね。

大下一一理想はやはり各戸にといふととになり

まナね、それから共同置場として自縛車なんかの

置場として一つ場所を決めてやられたらどうでせ

うカミ。

奥田一一それはちょっと無理で、ナね、空地がご

ざいませんし、それ陀どうしても物置といふのは

背中合せ陀して一つの物置を主要と表から共用で使

ふ、西側は西を 、東側は束を使ふといふやうにし

なければいけ友いと思ひまナ。

大下一一次に共用施設のととで少しゃ尋ねいた

したいのですが、最近かういふやうな集国的友と

とろでは共同炊事をやったらどうか、例へば御飯

とか簡箪はj ; ，. 茶物を共用に作る、かういふとと K

ついてとちらの御婦人の方k はどうでございませ

うか、今 まで、各戸で銘々 ; j ; ; - 作りになってゐたもの

をさういふゃう友設備を整へて共同で、ゐや TI'Ct...

るといふやうなととは一一

榎本一一私どもちょうどやって見たいと思って

をこるととろでございますが、如何放もむでせう。

奥田一一共同吹事場を作ってー諸にやってはと

いふのですね。

前回 一一一月くらゐやって見たいといふゐ話も

るるのでご宮いまナけれども。

奥田一ーとれについては芦田 町合長さんに大い

に御意見があるといふととであります。

芦田 一一それは御婦人の方が今まで、の観念から

申しまナ と、今ま で は白出に色 々君主品物が買って

来られたのでありまして、たま陀は自慢の料理を

象候に食べさしてあけよう 、たまどころか毎日で

もとの腕た振って御主人を慰めてやりたい。かろ

いふ御気持も沿あ Dで、せうけれども 、 とれから Eさ

きは配給ですから品物も一定して来ま ナし、 調味

も殆ど同じに友って来るむであります、さうナる

と結局専門家といひま ナか、 さういふ配給所とい

ふゃう君主ものを 作 ム そとで最も遁営 した莱物を

作 b 配給する‘ かういふととにナればよいの守は

ないかと恩ひます。それ陀さらに多少御婦人方の

方でゐ魚、でも何でも配給を受けられまして、何カミ

→品つけて出すといふやうなととも 出来 る需でナ

から 、主として築養食配給所、かういふものが必

要陀なって来るのではないかと思ってを b ます。

すでに普通む枇宅でさういふととをやってをられ

るととろもありまするし、かういふ時代1' Ct : r . って

来ますといふと 、たるべく家庭の手段を省いて行

く、そして暇の出来た方はその問暇を利用して重

工業方面に出て行くといふととも考へられまナし

とに角子供が多いと 、炊事にも手がかムる . それ

が少しでも省けるといふととになればそれも結構

だと思ふのでナ、 とれば時局柄特に必要ではな い

かと思ひまして、私 ども色々考e へてをる次第でまう

ります。

大下一一具慢的放方法についてその設備友どは

どういふやうにしてやられたらよいでせうか。

芦田一ーとれば一つの例ですが、最近とのE付近

でさういふやうな策費食の配給所を 、自分が投資

してやるから作らしてくれといふ向きがるったの

です、それは勿論とちらでも希望してゐるととで

ナし、 また投資しようといふ人もとむ附近のさう

いふ傾向を狙って大い陀やらして欲しいといふや

うな希望もありまして 、ち ょうど誌が合ふもので・

すから、とれが大分進んで、をったのでありまナ。

府臆の方でもさういふととは許可して頂けるので、

は主主いかといふので話が進んでをったのでるりま

すが、今それがちょっと中止献態に君主ってをるの

でありま すけれども、一般の家庭の方に はどうい

ふ考へを持ってをられるか、私ども一λ 一人につ

いて伺ふ謹には参り ませんので¥まだ具輯的には

進んでを りませんが、時局柄私 e もはさろいふゃ

う主主考へを持ってをります。それに私の出てゐる

合祉が近 くにあ りまして、 最近青年皐校も竣工し
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まナし、さういふととろの一部を利用さして頂い

て、さういふととが出来れぽとも考へてをる次第

でありまナ。

中野一ーさういふ場合を考へて致地む利用法と

して菜園を作ってをられますが、どとでも茶とか

大根とかほとんど同じゃうなものを作ってをられ

まナ、あれは皆さん一緒に種でもゐ買ひになって

かういふものを作る、あるとAはる ι いふものを作

るといふととで研究放さってをるのでるりまナか

芦田一ーと L では纏った場所といふものがえ主い

ものですから、各家庭でｾ地を利用してやってを

る課でありまナ。附近に相営大きな場所でもあれ

ばさういふとともやったらよからうと思ひます

しまたみなも希望してをるだらうと思ひますけれ

ども、本営にさういふ野菜をうんと作るといふや

うなととは、大髄土地でもよければやりよいと思

ひますが. と L は御承知の遁 P埋立地でるりまし

て、多少ょいととろもあ b ますが、大部分は野菜

が大きくなら主主いのです。

奥田一ーとムは冬は全く駄目です、風が強い所

以でせうね。

芦田一一特陀土をと運んで、をられるととろもあり

まナ。

中野ー←大腿子供の遊び場として庭は利用して

をられるのでナが、と与は殆ど菜闘にして者とられ

るやうであります。。英国にし主主いで砂など盛っ

て子供の遊び場としてをとられるととろがあ b ます

か。

奥田一ーさういふととるは 2.3 戸で¥大部分は

菜園を作ってを b ます。

芦田一ーと与は住宅地でナから道路が賢いし、

それに公園もるりますし、子供の遊び場は十分で

あ b まナ。私どもも殆ど夜は公閤K 遊びに行って

をるので、ナ。

大下一一南側の方に入口のあるのと北側の方に

あるのと、どちらが住みよいでせうか。

野口一ーさうですね、反封側から入りまナ場合

には悪いとは思ひませんけれども、便所がありま

ナので便所を越して入るといふのが感じが悪いと

思ひまナ、便所がなければ却って南側む方がよい

やうに思ひまナ。それはどういふ課だと申します

と炊事場が道路に商してをる関係からであ b まし
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て. 現在ZうC 炊事場が道路面に面してをらなけれ

ば、却って北側の方が私としてはよいと思ふりで

す。

奥田一一私もゐ使ひに行きまナるむ陀やはり北

側から入って行く方がよいやうに思ひます、南の

方から入って行くのはちょっと困る時危どがる b

まして、や与としいのでナが。

芦田一一何だが裏から入ったやうな、玄関を押

さ主主. ければたら主主いやうえ主気がしまナね。

大下一ーかういふ風に同じゃうえ主喜子室が並んで

をりますと、よく間違へられるのでは友いかと考

へますが、質際はどん友ものでせうか。

奥田一一よくるりましてね。

奥田一一最初は大分滑稽なととがあったのです

ある家の御主人がふらふら他所のうちに入って来

まして、あえZたはゐうちを間違へたのでせうとい

ふので. びっくりした( 笑聾) 炊事場まで入って

漸く気がついたといふのです。

野口一ーさういふととは津山あります、私も間

違へましたよ。

世田一一入口まで行くのは多いでナね。

奥田一一池浦さ ;ι でしたか、他所の玄関を沿上

りになった、聞き慣れない聾がするのではてお客

さんが来てゐるんだたあと思ってとつとム入って

行ったら、あなたはうちを間違へたのでせう( 笑

聾) それからもう一つは夜< 2 : >11時ごろに友って.

私のととろに何読の家はどとで、ナかと聴きに来ら

れた、何競む家はと与ですよと教へると、 1をはそ

れが僕のうちだけれどもどんなに探しても分らな

い、それで事務所に来て家の番読を聞いて見たと

いふのです( 笑聾〉自分の家ですよ、で、ナから住

宅の人は自分の奥さんを間違へるといってとても

冷かしたものでナ。

奥田一ーとんf ' J : K 分りにくいととろは及いとい

って、茨屋さんやお米屋さん陀随分怒られました

それで、そんなに怒らえ主くでも段々分るので、すから

さういは主主いで配給して下さいねと頼んだもので

ナよ。

奥田一一初めにまとも友番読をいふても配給所

の方が間違へてしまふC です。

奥田一一それから郵便屋さんにもよく怒られま

したね。とんな配達しにくいととるはたいととぼ



すむでナ。

奥田一ーととるが慣れて来ますとまた分りが早

叫のです、幾筋自の束側の 5説、西側の 4披4.5.

6.7 と順を追ってゐまナから 、例へば63読の六筋

自の西側のうち60読は東向きの家といふととがち

ゃんと分ります、慣れるまでは相営苦努しました

芦田一一子供などよく間違へて「唯今」あとか

ら閉めるんですよ。

小JII - ー門口に何か費った楠木でも少し植える

とよいでナね。

芦田 一 ー植木を楠えて喜とる ωです、脱退く踊り

まナと、植木を見てやれやれと思ひます。

星一一 例か育い植木がるったゃうでナね。

芦田一一 どうも植木都っかたいので、すよ、私の

ととろのも枯れましてね。

奥田一ーと L は大慶風が強いのでどぎいまし

て風のために植木がゆナられますので根がつきに

くいのだと思ひまナ。野菜君主どでもみんな構える

と小さく友ってしまひます。そしてしま ひ陀は友

く友ってしまひます。うちで、植えましでも少しし

か取れません。

増井一ー と L の土は地下織の土を持って来たの

でしたね。

奥田 一ー さうです。

大下一一倍木の問題で思ひ出しましたけれども

植木のととる た 2 尺ほどの目隠板をうってるりま

ナがあの目 隠しがえ主かったらどうでせう。

小林一一南側の方ですね。

漉谷 一一あれがなかったら夏はえ見乏 でナ。

大下一ーかういふ家は全部あけると歩、っと向ふ

端まで見える課でナね。

奥国 一一南北に 向ってをる分で、ナね。

芦田一一あれば部屋にをりましでも夏は明けっ

放しですからよく見えま す。

中野ーーどの家も風通しは好いと思ひますが夏

と冬とはどっちが住みよいでナか。

芦田一一私は冬ですぬ。

大下一一夏は必歩 しも涼しいとは思ひません

治宝。

大山一一涼 しいのは涼 しいですけれども何 しろ

蚊が多いのです。

芦田一ーとれば加賀屋町といふ名前で も費へた

らどうかと思ひますね( 笑聾)

奥田 F ーーと とろがるる脊儲カリ エスの人がとち

らに越して来られまして、比較的それがよく汝ら

れたといふ例があるのです、 ーつまり肺務質の方が

とちらに来られて大分よく友ったといふ例があ D

ます. それは光線がよく入るのと宰績がよいから

でナ。との附近に来た人はみえZ胃病が癒ってをる

のでナ。

野口 一一日あたりのよいのと風通しの好いのは

確かです。

前回一一ー私の映もとちらに参り ましてから 3 日

と縫たととはありません。

大下一一敷地が騎いので家賃は安いといふとと

になりまナね。

中野一一物干主主ど非常によく乾くでせうね。

奥田一ー一乾き遁空て困るくら ゐでナ。

前回 一一態々物干た干さないでも 、座敷の外側

l乞吊してゐけばいムのです、冬主主んかもゴド常/ 1( よ

く乾きます。

植本一一それから蒼所の土管をもう少 し大きく

して欲しいと思ひまナね。

大下一ーさ うでございますか。

吉田 一ーとれだけの大きい住宅の閣となります

と共同施設、例へば幼稚園とか風呂場、あるひは

娯紫場とか集合場、かういふものがるった方が都

合がよいと思はれるやうなととはありませんか。

芦 田一一それはいつも思ってをとります. 卒直に

申しますと 、との住宅をと. t - 作 b になる時の非常君主

手落ちではないかと思ひます。共同托児所とか幼

稚園といふやうなものは是非とも作って頂ぎたい

もので¥質はその問題について私ども心配してを

るので、あります。とれだけの努務者住宅といふも

のを建てられますと。その教育といふ賠などから

いたしましても、中々手が届かないのでるりまし

てさうい，ふ施設がありましたら大いに利用出来 る

ので、はないかと思ひます、それで、市の方にも御輩

カを願ってを Dまナし、われわれの方としても、

どうしでもそれだけは欲しいと努力はしてを Dま

すが、お建てに怠る時に初めから湾へて頂いたら

結構だったと思ひまナ、勿論浴場、親書祭場君主ども

とれだけあ Dますと作って頂いた方がよいと思' ( j .

t ナ、 集会場の方は唯今事務所を伎はして頂いて
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をP ますが、托児所の問題などはなかったのです

か。

増井 一一あったのですけれどもね。

奥田 一一土地の値段の問題で交渉が準ま君主かっ

たのです。

小林 隣組の常舎は各隣組で4なやりでナか、

それともやはりと L で治やりでナか。

奥田一一隣組は廻祷でやってをります、隣組の

常合は 8 日町合の組長の常舎は 5 日とかう i決って

をるのです。

小川一一隣組の常舎が各々持廻りでありまナと

今の間取りで問 iて合U、ますか、お子さんが津山を

られるととろでは、常舎のために子供を他の部屋

へ入るとか、あるひはゐ預けにえ主るとかいふとと

はありませんか。

芦田一一それは家庭陀よってはあると思ひます

が、そんな賞深主主ととはいってをれ友いと思ひま

ナ。

奥田一一ー殆どあ b ませんね。

小川一ーすると一番大きい部屋を使ってをとられ

る謹ですね。

奥田一一一番大きい隣組で14軒でナから六昼の

聞でも無現ずればいける需でナ。

小川一一私ども偲定して考へるととでる ります

けれども、 10組ばかりの隣組でさういふ常舎をナ

る部屋、炊事場. それから去風呂 、それにいろい

ろえE倉庫類、それに防空資材を入れるととろ、さ

ういふ風主主一つの極めた施設といふものを持って

各組持廻りの賞番で炊事とかるるひは風呂の炊き

つけとかさういふものをやって、みん友でゐ使ひ

になったらどうかといふ案を考へてをりまナけれ

ども 、かういふ風にみんな同じ立場にあるといふ

ととはどんなもので、せうか。

安田一一却って中途半端友病がすると思ひま

す。

小川一ーと仰しゃいま す と。

芦問一一一設備が小 さいといふととは考へ怠けれ

ばならぬと思ひます。

大山一ーと与に23軒の組長とその他の役員が寄

り. まナとちょっと狭いのでナ、 と与で集合をや ら

して頂いてはをりまナけれども 、何故住宅事務所

としてはもっと 大 きい部屋をや作 りに主主 らえ主かっ
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たかかういふ憾みを持つのでるります。ほかに集

合場といふものがありますと、そとを貸して頂丈

のですが、さういふととろは君主いのでありまナ、

町舎にしましでも 、購入の常舎にしましでもと与

を使ってをりますが、 さうするとちょっと狭いと

いふ風陀思ひまナ。 (10帖〉

小林一一隣組は幾つありますか。

犬山』ー-23組でナ。

吉田一一ーそれよりもっと大きな集合場があれば

利用され得ると思ひまナね。

大山一一ーさうです、それも托見所でもありまし

た友らぽ、そとで金町舎の常食でもやるといふと

とプ・ま出来るの守ナ、幸ひ陀近く私どもの舎祉の寄

宿舎が出来ますので、さういふやうな常舎のi時に

はとれでも貸して頂かうかといふとと考へてをり

ますが、やはり他所さんのを借りるより自分のと

とろにるった方がよいと思ひまナ。

大下一一それでは次にかういふゃうえ主住宅にゐ

住ひ陀なって、従来町家κ をられましたものがか

ういふ集図的なととるにゐ移りにたりまして、特

l乞親しみを増したとか、何とかいふととに御気附

の結でもございますか。

吉田一一開業者が集まったために却ってまづい

のでは友いか、さういふ意味では主主いですが、徐

り親しみ‘ 過をて困るといふゃうえ主ととはないで、す

か。

大下一一同じゃうえに方がやっとゐ並びになりま

して. 特陀親しみが出てよいといふとともありま

すが、またその反面もありませうし. 従来むやう

にす= っと遠方、に離れて3ないで、になるのと、かう ν、

ふやうに近いのとどっちがよいものでせうか。

大山一一それは考へ方でありますが、私ども貫

はとちらに御厄介に主主りまず前にある舎祉の青年

率校の寄宿舎と祉宅を見てをりました、いははそ

の祉宅のー従業員ですが、さうすると しょっちゅ

う合祉の地位む上にをるものがやっぱり上陀をる

町舎長も上だ、 どとに行つでも頭が上らえ主いとい

ったゃう及、非常にまづい場合もありましたけれ

ども 、懐ろの鐘勘定まで分ってをるのでナからや

りよいといふ結もるりま す、 と L はととるが同 じ

会祉の方ばかりでなしにあってとっちの舎祉の方

が会集りですから 、 さういふ関係のとともありま



せんし、比較的ゐ互が同じ勤務者でaうるといふゃ

う友気持から、常合君主んかやってをりましでも、

和策総々としてやってをるやうでありまして、私

ども非常lモ感じのよい町舎だと思ってをります。

大下一一結構でナね。

犬山一ーととろがどうかしまナとある組に同じ

舎祉のものが津山をりまナと、色々君主ととが分り

てを b ますので途ひわがまムが出ますけれども、

とれは奥田氏む設でありますが隣組/ t C 2人ぐらゐ

づムぽらまいた方がよいといふとともありまナ。

前田一一私どもの意見としてもばらまいた方が

結構友やうに存じます。

芦田ー一ーやはり多少の遠慮はあった方がよいと

思ひますね。

/NJ トーとムで見ますと約 1，000 人ぐらゐむ方

がゐ集りのやうでるりますがとのくらゐの人搬に

なりまナと、何かそむ中心/ t C / j : る精紳的主主、例へ

ぽどとかのｾ宮をゐ分けして頂くとか、圏旗色掲

揚蓋を作るとか 8 日にはそとに皆が集まって遁奔

をするとかいふゃう君主設備ですが、私ども常に考

へてを Dまナけれども、とムではどういふ風に怠

ってをりませうか。

芦田一一私どもも必要だとは思ってをりますけ

れども、まだ l 年そとそとでナから町内の経済j伏

態も考へ主主ければ君主 P ません、それでと与には公

園があ b ますのであれを利用しようと思ひますが

るれも規則の上で何だか憶しいやうですし、遅うナ

とにも掲揚蓋がるりますむで、あれを世話さして

もらふやうに考へてをりまナが. それも難かしい

ゃうでa t > ! J まして、質は住宅の傍らにちょっと昼

いたととろがありまナのであすとを利用したいと

考へてをるととるでナ。

小JI ト一一道路の庚いと ζ るですし、道路にみん

なが4ないで、になってそとを沿使ひに主主つてはどう

ですか。

吉田一一道路む民中に作るととはいけませんよ

* 集 t /tC主主るととは構ひませんが. いざといふ場

合には大いに利用して頂きたいと思ひまナ。

奥田一一心身鍛錬とか、激化運動は教化部長が

出てゐや Dにえにつてをりまナ。術tま且、最近は毎

月紙芝居C 葺本を一部づ L 新しいものを買ひまし

て、最近第 3 回目の紙芝居を数化部長の大山さん

が主となっておや Dになってをります。舎長も自

らやって下さるのでありますが、また隣組では子

供が集まりまして寸供向きのものをやってをりま

ナ、それから閣旗掲揚豪は金も要りますし. 建て

まナのに道路が他所の土地になってたりまナので

とれはあと廻しにしてをりまナ、それで、まづ金の

要らぬととからさき陀やらうといふので、今紙芝

居を賀行してをる次第でナ。

大山一一婦人部の方といたしましては. 護園紳

粧が近ふございまナので、毎月 8 日金合員が揃っ

て朝ゐ詣りをさして頂しとれが月の定例に君主っ

てをりまナ. 何にしましでも、まだ成立してから

l 年足らヂの今日でるりまして、あれもしたい.

とれもしたいといふととばかり、今年が漸くそり

賀行期に入ったばか b であります。

芦田一ーしかし何かボールを建てるとか. みん

主主C 集まる目擦に友るととろを作って頂くといふ

ととを初めから致想出来たらやって頂いた方がよ

いと思ひますね、また何か取地を作るといふゃう

主主ととも猿想して頂きましたら. 8 日の朝主主どみ

んなそとに集まって遁奔でもしまナし、あるひは

心身鍛錬運動でもそとを中心にしてやるといふと

とがきまってをりますと非常にやりよいと思ひま

す、たければえまいでどとでもや b ますけれども.

やはり園旗掲揚蓋でもあって英霊友どの闘って来

まナ時にはそとで弔意を表した方がよいと思ひま

する普通の場合は各自が閣旗を出しますからそれ

ほどにも思ひませんが、英霊友どゐ迎ひに町舎代

表で行きまナ時陀も、やは b 弔旗が立ってをりま

すとそとが中心となると思ひますね。

吉田一一全盟の中心となるべき建物、さういふ

ものも欲しいでナね。

芦田一ーとの中にさういふ風た集合的な建物が

出来てをりますれば、それを利用しでもよいと思

ひますが。

小川一一一紳j社友どと何か精神的主主繋りを持つと

いふととも必要ですね、特に此頃園民皐校では非

常にそれが訓練されてを b まして、私ど も際通り

に出まナ際友ど、園民皐校の生徒が必需犠をナる

のを途ひ見習って、やは Dそれが習慣になってし

まひましたが、さういふととも是非必要だと思ひ

まナね。
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小林一一私からも市役所の方陀頼みますよ。

奥田一一それからちょっと今の問題とは違ひま

すれども、との町舎では来月から主鰐が夫の勤先

きの工場 ｋｾｊ 努奉仕に行かうぢやえにいかといふの

で、先づ最初は0 0電機、その次は0 0精密とい

ふやうに、各組から 2 名づ L 出て勤努奉仕陀行か

う、そして園家11 ( 御奉公し且つ工場で夫が働いて

をられるのを見て家、庭D 参考にもしよう、かうい

ふととで、順次陀25の工場を廻って行かうといふ

計霊のもと陀今人員を決定してをるととろであり

ます。

錦回一ーまた話が愛りますけれども、前住地は

どういふととろにゐ住ひに友ってをったか知りま

せんが、と L は普通町家のものより非常に空地が

多いといふととが違ってをりナ、それで、かういふ

ととろ陀. t - 住ひになると、どうしても畑をやった

り、あるひは出入口に木を植えたりするととにな

るの勺ありますが、かろいふととによって何とな

く自分の住居に劉ナる愛着と申しますか、今まで

とは気持が違ったといふやうに思はれるととは怠

いで、せうか、今まで、はそとに根を下したゃう友生

活をしてゐなかった、けれどもと i K来てから何

かかう大地に根を下したゃう友生活になったとい

ふやうな感じはどぎいませんか。

安田ーーとれはまうりますね、特に自分の邸の中

に菜園を作るとか、植木を植えるとかいふととは

気持の上でそとに根を下したといふととに主主ると

思ひまナ。さういふととの出来主主い人は比較的ま

だ落着け主主い人だと思ふむであります、やはりと

ムはい L 住宅だ、長くと与に居りたいといふとと

になりまナと、自然さういふととをやりますね。

大下一一それをもう一歩進めましてとの住宅が

分譲されるものとすれば譲り受ける、さういふゐ

気持になりませうか。

大山一一それは友りますね。

芦田一一私ど も舎1祉にをりますから舎祉とー諸

になって しまひ ますが、やはりさういふ気持に主主

りますね。

大下一一住宅への愛着心といふものが出て来る

謹ですね。

中野一ーとれがどの家も 2戸建陀主主って 2軒背

中合せになってを りま ナが、雨方の塀に 出入口を
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つけて. 共同して使ふ、さういふととについてゐ

芳へにたったゐ家はどぎいませんでせうか。

芦間一一家同志といふ連絡はどうかと思ひます

が、防空上からいって雨隣りの非常口 C 問題です

ね、さっき申上げた目隠しがるって柵が歩っとあ

るととろですが、喜うれは女C 手では押倒しもどう

にも主主りませんね、あむ目躍しの向ふ側に焼夷E患

の落ちたといふ時にはとちらからはどうにも友り

ません、それで、所々に非常口といふもりを作って

置きたいのでナ、それでないと員中のものは歩っ

と向ふを担らなければ友らえ主いととに友る、とれ

は全部でなくても所々でよろしい、またそういふ

はた くともよろしうどさいますが、警戒警報でも

・あれば直ぐそとをるけて頂くやうにナると都合が

い L と思ひます。

大下一一それでは時間も設定以上に温をてを D

ますので、今現はとれで打切りたいと思ひまナ。

大慶ゐ忙しいととるをありがたうございました。

つきましては、皆さん方r D . t - - 話を承れ私ども稗

従ナるととる買に大きかったのであ P まして、け

ふとの住宅を見せて頂きまして皆さん方が非常に

立訴; 危: 住宅にお住ひに友ってをる、ガスもある、

水道もある、昼地も E安い、工場の開係からも非常

11 ( 便利だ、かういふやうによいととるばかりを拝

見したのでるりますが、私どもかういふ産業職士

の方々の住宅に開係してをりますものとして、将

来色々放ととの制混が大きく加へられまして、中

身かういふゃうたよい住宅を作れ皆さんに御満

足して頂くといふととはとかくなるのであ b ます。

非常陀粗末な家でも作り粂ねてゐるやうな献態で

るりまして、水道のえにいやう主主ととるも津山 dうる

のでありますが、 7]( は多少悪くても辛棒するとし

て、またとの戟争に勝抜くためには電燈の友い住

宅まで作ら君主ければ主主ら泣いので、は友いかと思っ

てをる次第であります。しかし友がら私たちもと

の職域を通じて、車接生産擁充に御活動下さって

ゐる皆さん方に撃すしまして. 住の憂ひだけは主主い

やうにしたいと思ふので@! J ますが、その買際む

方法には困ってをります。切角皆さんはかういふ

立滅危会住居にゐ住みになってをりますので、時

局柄十分御自重下さいまして、園家のために- J i -

の御奮働をや願ひいた したいと思ひまア。色々 i>

bがたうど古いました。



家 庭 の 待 避 所 と

工 場 の 待 避 所 に 就 て

' i へ が き

大東亜戦告書緒戟に惨敗せる米英は、今年こそそ

の生産力に物を言はして額勢挽回せんものと必死

の努力を重ね、帝園本土空襲を真剣に企聞してゐ

る以上必ヂや敵機来製造うる事は、屡々営局より警

告せられ今更私が申ナまマもない事でるる。従っ

て我々・圏民は空襲必須の費f奮を以て之が聖母策に高

全を期さなければ主主らえ主い。

民防空の主目標が懐夷弾封賀きである事は言ふま

でもないが、唯焼夷開封策にのみ専念して同時K

爆弾も併用される事を忘れては友ら君主い。焼夷弾

針策が強調せらるる鍛り爆弾に劃して無関心過ぎ

る様にさへ憂慮せられる。

爆蹄C 威力は焼夷弾の如く被害の抜大性は少い

が局部的 t:J. 被害、特に着弾瞬時に人畜すと奥へる殺

傷力は一般の人主主が考へて居る以上に大きいもの

である。直撃弾の被害ば議論の絵地もないが、一

般に爆風の被害は開心を持って居ても、弾片によ

る危害や工場等'に命中した場合} 付近の工作物、原

料、製品等の飛散による危害には割合に無関心で

はないかと思ふ。

爆風の座力は空気中では距離の 2 乗に逆比例す

るので距離に比して念速に塵力を減じ、且地物陀

蛍れば反射叉は吸牧される・から、近距離守主主い限

P人命に劃してそれ稜の脅威は友い。寧ろ恐しい

のは弾片でるる。

弾片C 形j伏は裁く尖った不正形で、 1 瓦以下のも

のから量生10瓦のものもるるが、大時 2- 30瓦程度

のものである。その初速は2000米毎秒或はそれ以

上にも達し、mi I : も中型種て 8.j OO;周以上にも達ナる

と稽せられて居る。そしてその飛散する範圏も爆

弾む種類、重量等tとより異るが1000)1と以上も飛ぶ

事がある。人を殺傷する威力のある揮片( 2 ) 1 平方.

米首 T l 個の密度の距離は大瞳 5 0底弾で日米、

関 田 遺 鵡

100庖弾で 40米、 25011f 弾で 60米と雪はれて居る

から‘ との程度の距離内に居る無防護の人は必ヂ

1 穫は命中しさを員死亡に至らねまでも負傷は菟れ

主主い。私共はとの揖j干によって犬死せぬ棲充分な

針策を持たなければなら主主い。

待 避 所 と は

爆弾が地上に達して昨裂する l祭吟必ヂその弾に

際じた径の漏斗孔を作 D、地上に封し或る角度の

死角を作る。従って低い位置程死角に 入る 喜容が多

く主主り一原子安全である。定然直立して居るの と伏

臥しただけでも危険率は宇減する。まして身の廻

りに多少なりとも掩護物があればその危険率は10

分の l に或は 100分の l にも友るわけで、ある。銃砲

弾雨飛する第一線陀於でもあらゆる地形、地物をと

掩瞳として利用し無径の死傷せぬ犠教へて居る。

我々も銃後の防空部士として自衛防空の責務途行 ・

の震には敢然として防空戟に従事するととはもと

よb言ふまでもないが、その任務を果すためには

先づ爆風、弾片の危害から一時身を護 D犬死を避

け怠ければ主主ら友い。従って敵機が見えたり、高

射砲の菅が聞えたりして爆撃の危険を感知 した時

や防空監視員から知らせのるつた時は、特に防空

配置に在る者以外は速か陀手近の遁首念場所に一

時危険を避けて居て、自分の家や職場に爆婦や焼

夷揖が落ちた時とそ直ちにとび出 して防護活動を

始め主主ければならない。との一時危害を避けるた

めに強め遁賞主主掩韓で圏った場所が即ち待濫所で

ある。もとより逃け・揺れる場所ではない。無駄念

危険を避けて防火、救護、其の他の防空活動の時

機を待つ所主主のである。待機所、と言った方がよい

位でるる。

待選所の作り方要領
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従来待避施設と言ふとすぐ防護室、防空壕でな

ければ‘ 友らぬ様に型、はれて居るゃうである。勿論

それ等も待選所ではあるが、差堂りさう大げさに

考へる必要は主主い。既陀犀々警戒警報も稜せられ

何時我々の頭上に敵機が現れるかも知れ主主い今

回、完全主主施設を求めて荏帯. 日を逸って居る時で

は君主い。既存の施設、家具、家財何でも利用し得

る- ものは利用して、少しでも安全友場所を作れば

よいのでるる。兎も角我々は早念にとの待避所を

作り、その出入の動作、監視員との連絡等につい

ても訓練をと重ね憂え主き態勢を整へゐかなければな

らないのである。

さて待避所を設ける場合陀第ーに考へ友ければ、

ならえ主いのは位置の問習である。前注の通り待避

所は自衛功護活動するための待機場所であるから

屋内の監視がき L 、敏速な出場に便利な所で、主主け

ればならえ主い。そして叉敵機が視界、聴音界に入

ってから待避するのであるから、 20秒カー30秒閣で、

待選出来なければならない。それには遠くては役

に立た友い。各家庭、各作業場毎に設けるのが原

則である。従って家の外に設けるがよいか中に設

けるがよいかと言ふと、一般陀は家の中がよい。

雨水の流れ込む a乙配もなく、夜間や厳寒時の使用

陀も好都合で、言うり、自家陀落下する焼夷弾の監視

によく、臆念坊ユえの出動にも容易で、ある。

では屋内に設けるとしで床上がよいか床下がよ

いかと友るが、床上よりは位置の低い床下が安全

でるる。そして土は立波及掩蓬物で喜うるから、床

下に穴を掘って昼や床板をはヴせばヂぐ待選所K

使へる様にナるのが、最も安全で、簡単主主作り方の

一つでるる。安全度は少し低くなるが床上では押

入を利用するのが手軽な良い方法である。

何t J i & がよいと言つでもその家の事情でー僚には

出来えにい。屋外に設ける方がよい場合もあり、床

上に設ける方がよい場合もるる。それぞれ賀欣に

即し、情況陀臆じて考へ怠ければならない。どこ

に作る κ せ£い吉と言ふ時はすぐ飛び出して防護

活動に移れる接、パケツ、砂、火叩き等の消防器

材や用水の置場所をもす、め考慮する必要がある。

消火用砂を入れた箱を待避所の掩躍に使ふえ主どは

最も適切 t:J_ やり方である。

倫石造、煉瓦迭の建物や堺、石垣等崩壊し易い
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ものや、石油タンク 、火禦庫等の危険物の附近は

避ける株註意を要ナる。巴むを得歩その近く l亡設

けなければ友らぬ時はその危輸防止の方法をも併

せ考へ怠ければなら友い。

第二に問題になるのは資材のととでるる。現今

物資難の折柄待避所を作るからとて貴重君主資材を

深山使用し、また努力を多分にかける様完工事は是

非避け怠ければたらぬ。床下を掘っても床束の 1

木や 2: 本は取換えるととに主主らう。 j未東 1 木か 2

木でも大都市の全戸が必要とすれば何高石と言ふ

莫大の木材が入用となる。幸ひ手持資材があれば

是を使用しでより完全主主ものを作る事は結構であ

る。今後資材が入手出来たら順次より防護力のる

る施設に盤、更ナる心掛けは持ちたいと思ふが、主主

常つては木材、セメント、煉瓦は勿論のとと砂

箱、土嚢でも出来るだけ購入使用せ歩、先づ既設

の億で、利用出来るもの、仔lJ へば銭筋コンクリート

浩、土蔵造のやう主主堅固な周壁の言うる室や地下

章、地客等陀自をつけるととである。工場や商庖

ではコンクリートや煉瓦の腰積とかヒ・ツト、地下

道も利用出来る。唯是等土殖、倉庫、地下室、地

下道箸は安全性は第ーでるるが、屋内の監視と防

護活動に迅速陀出動する上に故知があるから、一

家全員、従業員全部がそむ畿な場所ばかりに待選

せ歩、職場の責任者 2 人 3 人は監視のきく所に遁

宜待避して居て、必要に感じ他の安全え工場所に待

避して居る者へ適切な防護活動命令を主主さなけれ

ばたらえ主い。

叉既設のものをその偉利用出来る場所が友くと

も、家具、家材、商品等の配置換をする事によっ

て新しい資材を全々要せ歩 K 立波及待避所在と作る

ととも出来る。との方法が占そも臆用鮭圏が庚く且

なかなか遁切な施設が出来る。との場合最も注意

し怠ければならないのは、待選所在作った震に日

常の生活能率に支障を来たさぬ様考慮するととで、

Sうる。

空襲は何時言うるかわからないし、叉警戒警報後

何時間経った時爆資事ナると約束されてゐるもので

も泣い。否突然瞥報の蛮令をもみすコ陀敵機が侵入

して来るかも知れ君主い。従って待選所は常に設備

されてなけばたら友い。 20分か30分で、出来るから

計重さへ完全にして手なれば警戒警報が出たらナぐ



出来るなどと、自分の生命を護るのに呑気であっ

てはいけない。敵機が現れてから慌てても間に合

はないととも起るでるらう。ぜひ常設してゐく ーの

を原則とすべきである。そとで日常の生活に、仕

事に劃して影響が絶無とはいくまいが、最小限度

とナるの陀思案のいるととろである。待選所が出

来たが寝る所がえ主く主主った b 、事務員の席がえ主く

なったりでは困る。叉商t吊等を利用する時は常に

ストックされる最少量で作るととがある。折角の

妙案もるてにして居た商品に買手がついて、肝心

の空爆時に生命までつけて賀った結果と友つては

たまらえ主い。

ヨた陀構造の問題でるる。王兄妹下で而も臆念施設

では芭撃濁は勿論のととだF裂 I貼か ら近距離の所で

は到底防護しきれないから、少し離れて爆 曜も相

蛍減じたととろで弾片を抑へる様に針策を考へる

のがよい。市内のー殻家屋を考へてみても爆? 患の

命中した家屋は諦める外なく 、その隣家も規模に

よって差はるるが倒壊するか大般ナるものと思は

れる。それ以上離れた家連友ら先づ倒れ主主いと思

ってよいだらう。従って待濯所は自家' K爆慣が命

中した時を考意に入れる必要友く、隣家若しくは

それ以上離れた場所へ投下された時、即ち: l "r裂 結

から 10米内 外のととるの想、定で設置すればよいわ

けである。その位の距離で弾片防止陀役立つ周閣

の掩瞳の構造は大路次表の程度である。

ィ|

ロ l

聖主 鐙 神主 主主

A |榔 間ニ砂 ヲ 瑚 セ ル モ ノ

ー |  栂右民間ニ煉瓦、石等ヲ充填セ

ー l  ノレモノ

ホ |  角材ヲ積ミよグタノレモノ

ヘ |  昼 ヲ 重 ネ タ げ j

_ r  I 糊 ヲ 積 ミ 上 ゲ タ 竺

チ |  書籍及書類 7 澗セノレモノ

也 盟 主

勿論揖片よけの材料は必ヂしも是等に限ったわ

けではない。商底、工場等では商品 、 製 品 、 原

料、機域設備等利用し得るものは少く主主く、概し

て目方の重いものが有効でるる。叉厚さも己むを

得主主い時はとの表より薄くとも、開片によ b距離

によりそり力にも差があるからそれ相臆効果はあ

るわけで、ある。

待選所に入っても矢張り縛んで居る方が完全で

ある。従って掩瞳の高さは 3 尺もあれば、よい。そ

れ以上高いと却て爆l I . で倒れ怪我のもとに怠る虞

がある。周圏の掩殖は銃弾の様な威力で、飛来する

弾片防止のため、成るべく頑丈陀し怠ければ、えにら

君主いが、掩蓋( 天井) は是で直準弾を喰止めるむ

でなく、硝干やスレートの破片、貫通力の主主く主主

って落下する蝉片、高射砲揮の破片等を防止し得

ればよいむだから、厚板又は昼 1 枚程度の簡易な

ものでもよい。

叉昨裂貼と待避所との聞にある押入、家具、商

品、製品、原料等も防鵡J十tc役立つから、待選所

周壁の強弱、入口位置等ーと i直営に脱合せもよい。

然しその際それ等のものが待唾所と離れ過言「ると

爆強に近くなって却て爆風のため飛んで来るとと

に注意を婆ナる。

最後の問題は待避所の規模についてである。待

j監は短時間で、aうるから窮屈で、も差支へないが、全

家族、全従業員を牧容する演さは必要である。普

通盛 l 放で 4 人( 伏臥する時は 2 人〉と言はれて

居るが、一般家庭では字分は亨供であるから 6 人

位入れる。唯全員を牧容し得る庚さと言つでもと

の程度の構造では 、 1 ケ所に多入賞! 汝容すると高

一直撃弾は勿論、極〈近接して投下された場合も

全員全滅。不幸を生歩るから 、 1 ケ所 5 人程度む

小規模ものを分散して設くるととである。工場等

で巳むを得歩大規模のものとする場合も 20人牧容

程度。即ち 3 坪位を限安として分散さナべきであ

る。との程度の大きさの場合は入口の外に 1 ケ所

非常口を設け、叉入口も直接弾片、爆ｾの侵入せ

ぬ畿通滞在屈曲させるか前面に防護壁を設くる必

、要がある。

向屋外に設くる場合には前述の要漬以外に、雨

水の入らぬ按出入口を一段高くして周囲 ;乞溝をつ

けたり、内部陀も排水溝や溜桝が必要で、ある。掩

蓋 J! nち屋根も屋内の場合と違って、梁ξ 渡し板を

のせその上に土砂( 厚50 程主) 又は土嚢( 厚80

ｾ￮ｩｌ 程度 Ｉを積み、或はコンクリートＨ厚 Ｖ Ｓ Ｎ 程度〉

打とし、 E 板には勾配をつけ防水紙布の類を穀き

Ｒｾ＠ JV 



雨c 漏るのを防ぞ等の性意を要ナる。

住宅、商庖等の待避所

住宅の待選所に就いて具髄的主主話を進めるに営

って「先づ陥より始めよ」で筆者の住宅を接げる

事κ ナる。別に優秀主主貰例と言ふ意味では友い。

との原稿を書く議定で作ったわけで、も友い。極〈

平凡な一例に過ぎたい。

i
i
F
 

第 1 園署玄筆者住宅の待遜所

第 2回 押入を別用した待避所

平家建 2 戸長屋r 、西側の家も同一間取である。

防空建築規則の遁用を受けた家であるから外壁は

IV 3 0  
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ラスモルタル塗、茶の間、炊事場む窓、出入口は

網入硝子戸である。とんな小さえ主家でも 2 ケ所作

る事が出来た。押入をと利用した方は下段の奥に書

籍を積み並べてその前陀蒲圏や行李を入れてゐ

く。い吉といふ時は蒲圏と行李を引出してその跡

へ待;監するのであと5。入口とした隙聞は行李を引

寄せればよい。蒲圏や行李はその偉東側の掩慢と

なる。少し離れて居るが錆笥もある。南側も北側

も約 5 尺の押入がるり、北側の塀は内外ラスモル

グ J レの防火糖塀でるるから先づ充分と思、ふ。西側

は少々手薄だが約18尺離れて隣戸の押入がる b 、

とれも相官とちらむ防護に役立つ積 OC' 居る。掩

蓋は押入上段がその偉利用される。

茶の間の方むは西側は箪笥と少し離れて押入、

南側は壁と箪笥で何れも平素の通りで沙、しも手を

加ヘヂ、唯玄関の書架を 1 つ移して東側の掩盟と

し、北側は行李 Bつを使用した。行李は平素は待

避する場所へ置けぽ邪宜にも友ら友い。浴室、炊

事場の硝子戸は開けば待選所へ精子の破片む飛散

ナる虞が少い。掩萱として製図絞を用意してゐき

且各自 C 座滞圏を被るととにして居る。との程度

。場所塞ぎは日常む食事其む他に些して不便を感

じない。更に床下生掘る方法もあるわけである。

とんな小さえ主家- でも案外大して邪鷲陀なら歩陀作

る所が 2 ケ所も 3 ケ所もるる一例として見ていた

だき度い。

一般に室に官余裕のない小住宅や第 3 園の援な大

限型貸住宅( 大限の貸住宅の大部分はとの型 4 戸

長屋と言つでもよい〉では室内に特に待選所を作

ったら白常生活に困る。是l乞は押入を利用 L て蒲

圏と入替るのが最も簡易及、適切な方法だと思ふ。

との場合開西の押入の奥行 B尺 1 寸 E 分も少し深

いだけの事友がら助かる。

大艦長屋は前面と背面の防護さへ気をつけたら

側面白隣戸の押入が掩慢として相営防禦力がある

と考へてよい。

日常の生活の邪瞥にならぬ結では地下水さへ深

い友ら床下を掘るのも安全性の多い方法でるる。

穴は深さ 2 尺掘って掘った土を穴の周りに盛り上

け・れば立誠元主待避所である。掩査は畠や床板をそ

の佳利用する。唯との場合建物陀くるひが起ると

いけないから次の注意を要する。



を掘る場合はその位置によって、禽一家屋倒壊の

際遣ふてでも出られる非常口を考慮してゐくとよ

ν、。

匂E← 9.8 ーベ

2 昼間を待粍所とし? と平面図2建設忍

合

第 5 聞

基礎から 1 尺位離して堀るとと

深さは 2 尺位陀止めるとと( 盛土共 S 尺位)

出来るだけ勾配をつけるとと。

とれ友ら素堀の億でもよい。人によっては安全

性の最も多い穴陀入るのは、心理的に防空活動陀

飛び出す気力を鈍らせるから賛成出来ぬと言ふが

それは完全友地下室を待選所とする場合で、とむ

程度だったらその心配は主主い積りでまうる。

U.t  

rt' 】

大;!A型貸住宅とその待避所
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第 3 圏
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2 昼間を待選所とした詳細聞

第 5 圏、 6 聞は室の官余裕りある家で 2 昼間 1 室

をつぶして箪笥を利用して作った例でるる。隣室

の華所の作り 付戸棚に書籍、帳簿を入れて背面の

I V ｾＱ＠

第 S 阻

床下を捌った待避腕

ｾ・ Ｔ 聞 は深く堀った様であるが 、 Ｒ 尺捌り下げ

周圏にその土をと盛ったも ρ でるる。大肢にはとの

篤真の援に根太を使用せ歩、大曳に厚板の床構造の

家が多い。床下を堀るには好都合で、ある。 倫床下

第 4 置



掩髄として居る。掩査には衣桁を主主笥の上に渡し

その上に蒲圏告とかけて居た。入口土聞との聞の硝

子戸は紙障干に取換へるがよい。と の家庭 It j : 多人

主主のため待避所を 2 ケ所に分け、老幼者は苦笑の土

臓を利用する事とし、と与は防空活A iH乞従事ナる

者の待避所でるる。

高 S 尺 2 寸、長 8 尺 7 寸、| 国 1 尺 B寸の在来の

閥西型箪笥は待選所を作るに申分の友い好材料で

ある。押入の寸法、床組構造、箪笥の規格に至る

まで、、闘西型は待避所を作り易く出来てゐる様に

思はれる。

以上は既存の住宅へ設ける場合であるが、今後

新築の場合は首初から設計に際して考慮していた

だき度い。一般に納戸を煉瓦浩にして之に首てる

事を思、付く様である。勿論それも宜しい。然しも

っと簡易及のは浴室の利用である。即ち窓基の高

さまで周壁を煉瓦造とし、出入口の封側には押入

省三設けたり或は壁にして箪笥置場陀ナる。とむ煉

瓦迭の腰積は場所的にも木造では腐朽し易〈、首

然煉瓦浩とすべきで待避所にするためわ吉わざ費

用をかけるのでは友い。更に怒の大さを浴憎の蓋

に合してゐけは¥敵機来襲と共に: 害、の査に早替り

して、硝子飛散の防止に役立つ。そ の上常時浴槽

に水を張つてゐく事は; 近頃の常識で& るし、パケ

ツ 2 つ 8 っと浴室掃除用の柄の付いたブラシ 1 本

を備へてゐけば用意周到である。

次に商庖の例を奉げてみやう。商l吉の場合に限

った事では友いが、金々手を加へるととなく従来

の偉の施設で待選所に利用出来るものがないもの

かと探し常てたのが、第 7 園、 8 闘でる -?>r

令

第 7 随 菜 砂 セ メ Y ト商底舗Z詳蘭闘

IV 3 2. 

F
仰

同

第 81i1 砂置場を別用した待滋所

セメント、砂等む建築材料商の砂置場である。

煉瓦宇枚積で直議された 4 つの置場の中、奥の 1

ケ所を利用ナるのがよいと思ム。掩蓋は商資制セ

メントでちゃんと出来て居る。

合

第 9 図菜採? 薗商后舗平面周

第10園 商品の務窟を別用した待話器所

第日間、 10聞は滞圏商で商品のみで作った例で



ある。在来から庖に積んで、やいた? 構図の聞を 3 尺

あけただけで ある。上の掛蒲閣は爆風で座蒲圏が

ばらばらに飛ばされね様上から垂らしたり 、待避

ナる人が硝子の破片除けに被るために用意したも

のである。大事な待避を買取られて しまはぬ様品

物の補給を心掛けなければなら泣い。
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第12画 商品陳列ｾを利用した待避所

第11園、12箇は婦人子供服地商で従来底内にば

らばらに置いてるった商品華粂裁断基とレデスタ

ーとを組合せて造ったものである。基の中は商品

で一杯、夏'は冬物の残品を 、冬は夏物の残品等で、

充分間に合ふさうである。レデスタ ーの下部にも

1阪薄や砂火用砂を入れてゐく。平常から待避所に

入って居てゐ客に三方から取りまかれて仕事をし

て居り 、いざと言ふ時は旗手むだけのととである。

掩蓋は商品の布地や布地板を 利用する。

一般に布地、果W. 商屈は作り易い。商品a : 壁際

陀積んだり 、カウング ーの下に詰め込んだり 、第

四園、14画もその一例である。

主二二コ

園
|煉

日
|列

四

合

第13園 某央 ' *商信舗平面周

第 14国 商品の反物を利用した待避所

カウンターのととろへ出入の口は消火用砂箱や

第14圃カウングーの上に見える反物の入った舗が

敢闘あったからそれを使って塞ぐととにした。砂

箱は常時置くと出入は出来難く君主るが、その位c

不便は我慢出来ゃう。

以上は商品を利用してむ例であるが、次は少 し

努力をかけて待選所を作 る一例で ある。

第15盟 系荷造材料 商唐錦卒面図

3 3 1 v  



第161l J苫官官内 κ 地下待選所が出来るまで

第四圏、 16固は従前の庖の帳場 8墨 色 床 を 落

し、轄し根太に厚板張 b としカワングーを置き底

土聞の一部にして居ったのに目をつけ、とむ部分

約 1 坪を B 尺程掘り下げ王子常は従来通 b坂張り床

として使用し、中に潜れば床板がその健掩査に主主

るのである。出た土は箱詰とし周囲の床下やカワ

ングーの蔭 I'c:Jないでより安全にした。

一般の商庖で既存施設や商品に頼り得主主い時、

今後新築ナる時主主ど庖舗内に深さ B 尺? 宇坪乃至

1 坪の地容をと設けその部分だけ厚板床とナるとの

方法は使用の使、安全性からもよいと思ふ。との

時は周壁が崩れない様土留の工作が必要でるる。

偽商底では飾窓の下を少し掘 b下げればなかな

かよい待避所を作るととが出来る。

次の第17圃は市内に難ケ所庖舗を持つ某飲食属

の事務所である。

入ってナぐ自につくりは荷受柄大冷識庫、時節

柄中は空っぽかも知れないがガツチリして居て防

弾片に役立ちさうでるる。まして背面陀箪笥もる

る。早速とれを利用し、事務所の戸棚、本箱、机

を配置換して、今迄の通路部分に戸棚や机を置き

IV 3 4  
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第17111 茶飲食庭事 ｾｊｪｊｪ Ｇ ＮＺｱ［Ｎ 商圏

戸棚ぞ机むあった窓際を通路とした。少し手暗が

Dとたるが事務には差支へ友い。戸棚、本箱、机

の下には帳簿類、用紙類等をぎっち b詰めた。砂

箱や商葉柄食料品入り の箱が常化 5 つ 6 つあると

の事で是も利用し? と。

一放に事務所は金庫、書類戸棚、本箱、机等が

相首あるから、配置さへ考へたら面白いものが出

来ると思ふ。

工 場 の 待 選 所

工場と言つでも小工場で、は商底や事務所と同じ

要領で出来るが、規模の大きい工場では一寸むづ

カ当しくなる。

工場と云ふと誰でも先づ機械を利用して、機椀

を掩護物としてと考へるむは無理ならぬととでる

る。然し機椀は案外よい掩護物だとは申され主主

い。大型の機械友ら何とか利用も出来るが一般む

工場に最も多い工作機織はるま b頼りには君主らな

いと思ふ。

第四園を見ていた Y いても大路見首がつくと思

ふが、鐙孔機は掩韓とたナには無理である。旋盤

も特殊型や電動機直結のもの主主ら先づ利用出来ゃ

う。叉成型機、削機も大韓掩韓に役立つとしても

是等の機械で隙開放く四方から園む配置陀据える

わけにはいかぬ。せいぜい前後南面陀据え左右は



通路として閉鎖出来ぬから、大略一般陀は第19聞

の様な配列と主主らう。

仁二コー I ｉｾｉ＠ ｉｾ＠
o  U Q  U O  L J .  

仁二コーｼ機械 ｉｾｉ ｉｾ＠
o  L J  C仏否。]

第19図

左右の防護には各機蛾毎に持つ工具箱位しか利

用するものはない。その工具箱も中味は一杯陀詰

つてはゐ主主いが、大工場では是が幾重陀も君主るか

ら、合計されて多少の効果はあらう。と言って機

織を利用する事を否定ナるのではない。唯機械の

蔭にさへ障めばよいとしっかりした計霊もなく安

心しては友ら友い。機械は思ったより安全性が少

く従って利用慣値も少い場合が多いから、出来る

だけより安全な計霊施設が欲しいのである。然し

何をするにも資材の手廻り難い現在では、次善の

針策として機械の利用も己むを得君主 い方法ではあ

るけれども。第20園はその一例である。

第20 国機械の問に待選

第21図 様械の下に待遊

叉機械の圏 Pが材料箱、製品箱、工具箱等で園

まれて居る場合は割合に安全で、言うる。第21闘はそ

の様泳場合旋盤の削暦受の 下 に 入 っ た 一 例 で あ

る。

。山@Y L h

山岨山

皿J 田

「札[ }@日明

d甲山口

口甲山口

第22圏 工場内機械配置の一例

第23圃 旋盤を利用した待選所

箆22闘の様主主旋盤作業場では、第23園「イ」に

示ナ畿主主屋根型のものを作り 、第23圃「ロ」に示

3 5 1 v  



ナ様i ' L 2 つの旋盤の削暦受にのせ、削暦飛散の防

止をなすと共にいざ待避の場合のj奄蓋とし、横か

らの揖片防止には各機掛下K 煉瓦 l 枚積f立の防壁

を作る君主ら、相官安全であると思ふ。との下に待

避するのは;債の同一列にある「いJ rろ」叉は

「いJ rるJ rは」の 2 人叉は 3 人である。「陀」

「ほJ rへ」叉同様に待避出来るわけである。各

作業場の機械の種類、配置、人員数に臆じて最も

遁営友方法を、各自考究する事が肝要である。

機横を利用するととは安全性の少い場合が多い

が 、唯 との考へ方には各自の職場を離れ歩その偉

障むだけですみ待避に時間を要しないとと、人の

分散がよく行はれるとと、防護活動K 迅速に出動

し得る等のよい結があるから、より安全性を附奥

ナる事を考へたら理想的えに待避の方法でるる。

それには各従業員の足下代 2 尺 E 寸角深さ、 3

尺の地容を掘り厚板む葦をしてゐき、卒時はそり

上に立って作業をし、いざと言ふ時々その地答陀

入って蓋は掩蓋として硝子やスレート、共の他の

破片除けにナるが一番よい方法? をと考へる。狭く

て窮屈だが長時間待避するので、友いからとの位の

大さでよい将来の工場はとの位の施設はなナべき

であると思ふ。

然し是は現存の作業場では殊K 宅建材難色現欣下

では閤難でるらう。各従業員毎にはむづかしいと

しても、工場内の主要通路は大抵10尺近くある場

合が多いから、その部分陀幅 S 尺、長 6......9 尺、

深さ 3 尺の地容を掘るのでもよい。そして矢張り

厚板の蓋をする。との程度主主ら現存の工場にも作

り得ると思ふ。勿論わ宮わざ掘らす= とも自動車修

繕工場等に言うる既存の ピッ トは利用すべ きととは

言ふまでもない。 シャフト用ピットもシャフト陀

覆をすれば案外利用し得るも の もある様でるる。

物資、努力をなるべく使用し友いのが待避所構

築要領であるから、矢張り既存施設の利用、物品

の配置換を探してみる。常に目 K つくのは材料や

製品の置き方である。第24掴乃至第2 6園は某ゴム

精練工場陀於けるその一例である。

材料のゴムや練り上げたゴムは第25園「ィ」に

示すブリキ箱陀入れて作業場の片隅陀無造作に積

まれてあったのを、第24闘に示す様待避所の周壁

として利用配置したのである。殆ど同一致置の品

IV 3 6  
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第24薗 菜ゴム工場の原料置場 を待選所に

第25園 莱ゴム工場の原料を利用した待避所

第26薗 某ゴム工場原料置場を待遊所とした -191]

と床面積で、出来るのである。怖との工場は周壁銀

筋コンク担ート浩、小屋組銭骨、スレート葺であ

るD 大恨の工場ではとの品物の置き方を考へるだ

けでよい待避月nを作 D得る場合が多い。

見27固乃至51.29闘は作業場内又は倉庫内の製品

棚の所々 i直営君主 1問所在空けて沿いて、その偉待避
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第 2 7 圏

製品倉庫の籾を待避所えした時の待避所分布図

第28薗 製品棚を待選所に

第29国 待j挫所となった製品棚

所に利用したものである。簡草で割合に安全友鮪

よい方法でまうるが 、倉庫内の場合は職場からの距

離が問題と友る。 20秒以内で馳けつけられ怠けれ

ば友ら友い。

倉庫は原料、製品が牧蔵され居てをの通路を利

用したり 、 2 坪位柵で、園ってその中に品物を入れ

なければ周りに積んだ品物が掩瞳となって簡箪に

待避所になる等、作 D易いが作業場からの距離や

職場者= 護る賠から推賞出来主主い。

同様な意味に於て地下道を利用する場合は考慮

して欲しい。その憧利用し得る勲、安全性の大な

る黙で地下道はよい待選所Tである。然し 10人か20

人しか入れない小さなものはそれでよろしいが、

長い地下道内に 100人もそれ以上も待避するのは

直撃は勿論のとと 、出入口附近を爆察された時で

もさを員死傷の虞がるる。爆風塵は庚潤友場所でと

そ四方に披がり 、少 し離れただけでもその底力は

非常に弱くなるが、腿道内ではその塵カは容易に

減衰せヂに腿遣の方向に相首の距離まで威力が停

はる。然しそむ方向に商し君主い部分はぐっと塵力

が低くなるから 、 主ｾ立道に待避するのは危険であ

るが、是の所々に 20人位牧容出来る程度の枝室を

設け入口に扉を付けるなら申分ない待選所とな

る。との際は作業場に残った防空責任者と密主主聯

絡、協調が絶針に必要である。日常の訓練が大事

でるる。然し枝室のある地下道は現在では恐らく

あるまい。将来への一案である。現存むものを利

用となると第30園陀示ナ様に高 3 尺の根板聞に砂

利を填めた防護壁で仕切った待避所を 、30尺間隔

位陀設置する程度でよいと思ふ。第31圃は某ヱ場

陀於けるその質例である。

第30圃

用 す る に は

工場の建物で時折見掛ける腰壁を錯筋コンクリ

ート 遣としたものは 、そ の腰壁を 1 方叉は 2 方む

掩髄として利用し、他O 3 方叉は 2 方を煉瓦や防

腐剤j塗りの堰板間十亡砂利を詰めた掩櫨で囲んで、待

避所とするのである。との場合掩腫として土嚢を

使ってるのが多いが、土嚢は耐久力がない。 3 ヶ

月乃至 6 ヶ月位しか保ち特定Eい。戦宰が長期に瓦

3 7  rV 



第31園

るために度々資材、努力を要するととは勿盟友

い。例へ屋内に債むにしても土軍基は喜子薦め出来君主

い。ほんの一時の間に合せに限ると思ふ。

Y

夕

刊

-
-
P
勝

彦

第 3. 2 聞

鍛筋コンクリート援護を利用した待選所

第32園はその一例である。階下で且窓と離れて

居て硝子やスレートの破片による危険の少い時は

掩査は友くともよい。その時はわ営わざ入口を設

け主主くとも元気友産業戟士だ、高さ 8 尺の掩程は

とび越えればよい。

第33園は職場での待避のー案として、作業基を

利用したものでるる。脚部を煉瓦遣とし作業華の

下に入るのである。是は作業基に限らす= 事務所の

机にも膝用出来る積りである。

以上既設工場の待選所に就いて述べたのでるる

が、序に之、に関聯ある防空建築規則第11僚に就い

て書き加へさしていただく。

第十一僚外壁木造叉ハ錯造ノ建物= シテ床面

積六百平方米ヲ超ユノレモノニ在日テハ其ノ居

I V 3 8  

，.._---- / 0.  D  

τ

I

l

l

-

-

。

効

l

l

l

i

第33圏 作業蓬を利用した待選所

室ノ床面積ノ十分ノー以上ノ面積ヲ有シ且周

壁銭筋「コンクリ ー ト」造若ハ之ト同等以上

ノ防弾劾カヲ有スル室、地害其他防護ノ施設

ヲ設クペシ

床面積とは延面積むととである。作業場は首探

居室であり。防護とは人命防護の意味である。

本僚に開ナる営大医府の取扱方針は

1.  位置はその建物内に叉はその建物から直接

出入出来る様接続させるのを原則とする。

2. 作業場に附属ナる防護施設の床面積はその

作業場内の従業員 1 入賞り 8 分の 1 坪を以て

算出する。

3. 構造は資材の現況に鑑み煉瓦造にでも支障

なし、場合によっては前連待選所作り方の表

に掲げた構造でもよい。煉瓦厚は 2 枚宇が遁

賞であるが l 枚宇積でも巴むを得まい。唯臨

時的なものでえにくそむ建物に劃し要求せられ

て居るものだから出来るだけ耐久力のるる材

料で耐久力るる施工方法で作るべきである 0

4. 防護施設 1 ケ所の面積は 10平方米以下、 2

ケ所以上を要ナる場合各相互間C 間隔10米以

ーとを保有分散させる事を原則とする。



5・ 地獄の他前速の待選所として作2 たも 2

でも遁営なものは本僚の防護施設と著倣ナ。

以上の中 1 ク所白面積を小にして分散させるの

はその配置に苦努されると思ふが、危害防止上己

むを得まい。その代り線、床面積の算出方法は現在

一般作業場に於ける従業員 1 入賞り占有床面積 4

坪前後守るる事を思ふと、作業場床面積の30分の

1 位にしか蛍らえ主いと思ふ。

第34圃乃至第36聞は以上の方針によって、紙上

計霊をした 3 つの私案でるる。何れも煉瓦造、商

積約10平方米、天井高1 . 5米 、屋根( 天井〉は遁

営陀梁を渡し厚板を張りその上陀コンクリート 6

糎打 として勾配をつける。焼夷閣だけでも直撃弾

に耐える程度にと思ったが、現在の依態では資材

がそれ程手廻るまい。勿論本僚にも上からのもの

への防護は規定してない。諦めて居ると思つでも

よいと思ふ。防護の性質から言って地下に設ける

のがよいが、是も資材関係で困難と思はれるので

床は地盤下 2 尺とナる半地下室である。その程度

主主 ら大概の場所では7]( も出ないと 思ふ。天井高 5

尺の 中、 地下 2 尺地上 B尺友ら 所謂建築面積にも

算入さ れない。と CD3 つの案は営然防弾片を主眼

として居る。

川 ι 一一一寸

弾

件

王室

哲相

g L - - ad m--」

品内! 外

第34111 待 遊 施 設 私 案A

第 34園は大した特徴もない平面でるるが、座席

陀は弾片が直接営らぬ様壁鰻を考慮して居る。

第35園、との型は弾片が絶封に室内に飛び込ま

ぬ型である。( ロ〉はその磨、用例である。

ト2 内 」→ 一一 山・一 一 一 →

内

建物 y ト塁走申 ぽ 線

| 外

l  

( 匂)

「-

第35薗 待 避 施 設 私 案 B
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第36園 待 遊 施 設 私案 C
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第36闘は地下に設りる場合のものである。幅 S

ミ以上の廊下を利用しその南側の基礎を深くすれ

ば出来る。入口のため作業場の隅約牟坪をとられ

るが、その位は殆ど邪魔にも及ら歩差支へもある

まい。非常口は垂直梯子化よって屋外化設げられ

たマンホ ールから出る。機械設備や重量物を置い

てない床部分程ら( ロ) の援に作業場内の外壁際

に設げてもよいと思ふ。

あ と が き

ル ーズペルトは先般議舎に新猿算数寄を主主り箪

事費1000憶ドルを要求し、劃日反攻企固として第

一綿の極度の消耗戦、南方との航路破壊、帝園本

土爆撃を目標として戦備増強に大童である。我々

の頭上に何時敵機が現れ友いとも限らえ主い。今日

の戦守は生産力によっても決せられる。それ'には

工場を護らなげればならないが、より大切なのは

そとに働く人達の生命である。 1 人の労務者が傷

ついてもナぐ生産力に影響ナる。更に我が日本は

世界新秩序建設のため戟って居る。明日の人類の

ため陀我々日本人の生命とそ世界一大切な生命で

るる。政府が昨夏* 重要都市陀待避所設置を悠; 湿

して居る所以でもるる。一日も早く今日にでも出

IV 4 0  

来るだりよい待: 聖所を作ら友げればなち念い。出

来るだげ一一念速を要し資材と努力の開係上巳む

を得・ないが、一度作ってもよい材料の入手に策を

配り順次よりよいものへ改造して行く心掛りは欲

しいものでるる。前述の待避所は決して代表的、

見本的なよい例であ 白り築であるわけではない。思

付案の程度のものが多いのでるる。要はその建物

の質) ' f X 陀即隠して考慮せらるべきで、重一的にな

ナべきものではない。

更に附官し度い事は近時街頭で見掛ける硝子戸

への紙張りである。あの程度で爆風による破砕&

防止出来ると思って居るならとんでもない怪我の

もとでるる。一昨年の逆瀬川の質験報告陀もある

通り るれは効力皆無と言ってよい。あれに頼って

硝子片? とよる危害防止の考慮を怠つてはならな

い。

本稿依願された節は「待選施設」とのゐ詰しで

るった。待避施設は庚く解揮すればP簡箪友ものは

伏して慣のかくれる程度の構から、爆弾の直般に

もピクともせぬ耐臨機迭の防護室主で、各種: 各僚

のものがあるわけで、ある。それを懸念措置として

緊急: を要ナる待選所のみとした事について協舎jfz

ｋ 譲事 Ｔ 諸賢にｪ｣Ｍ ｾｴ び申し上げ筆を摺く。

( 継者は大阪府瞥察部建築課技師)



竹 友 寮 ( 甲 子 園〕

段 計 株 式 曾 吐 竹 中 工 務 庖 設 計 部

絡 エ 聞 社 直 壁

本安舎は株式合前t竹中工Z諮問が獄%ilit 日宿舎 と出張者

の宿泊m及び厚生施設の一助として計担され、本年 2 月

末竣工せるも のである。

東西に細長い敷地に酉n ゐエ型半面を以て酋寄 りに建

設され舎室部、公室部、作雲氏節、及び厚生闘を建物自陸

により明揃; にlιl 分してゐ る。

この寮舎の特色と しては居住者にをj する生活様式及び

越境を決定的に建陶白血が:Ji:. 閉してJ i i f る鰍である。

玄関内昔日

夕卜対i より

中 庭 へ の

通路と 、

内規l より

闘l'f 室へ

の通路と

の交叉を

飛 石 を 以

て解決し

て ゐ る 。

正 面 会 姿 左前方公主主2議 後 }J 二階建会主主部。

若き ｬｬｩ 築技術者ーへの施設として同 枇 の 指 ｀ ＨＡＯ ｾ 致断 に￬ＧＪ

目すべきであらう 。

主主正L桝成材糾! 士各工事場、駿材、建材、を以てなされ

たるヂ占 を ｾｈ ｦ， 己 オーる。

所在地・ーー・ Ｎ兵庫 ｬ 孫武庫君 ｪ［ｱｬ 子 ｉ ｾｩｪ 5 番 J

栴 遜・・・ ー・・ ー木塗 ・階建、一部煉瓦溢

敷地商取j .. .. .. .. 768. 85坪

ｊｴｲ咳罰 ｩ ￐ＧｾＮＮ •. .. . . 延 181. 88坪

外 皇室. . . . . . . . 日本瓦葺き、杉墜初副総織り

仕上、及び色モルタル仕上。

一部野市花尚uFUみ。

内 袋. . . . . . . . 主要鐙面、特製モルタル検リ利ffri

仕上、木部 インキ叉l士協iE絵 1) 1: 1: .1-.  

玄閥詳細

野市花筒石 ｭ みの大壁面は玄関内部 Ｑｾ ＱＮＧｴ通して

居る ｣ 右手［ｪｪｦＨ込内に闘Ｏｊ￭ｾ波及 ｬ 妨火用水池を持つ 。
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各 会 室 出2まは主主綴となり

IlM口線は的l子戸( 三分ニ

開放可能〉及び一枚建雨

戸を引込み得る戸袋を設

ける。 c揃筒] 同断)

窓 下 部 出主主腰内側 I亡各

宅 床 面へ 通告4窓 を 持 つ。

外 装 杉 竪 初 日 t住吉量り{ 1: 

上。

庭 問

玄 関 炭 聞 と 公 室 Ji市と合室郊の迷

給油路を粂ねる。床は鶏タイル

日占目 、 議 マ ッ ト} 散さ

t c . 出窓は東面し< f l 民主に萌する 。

而 の テ ヲ ス と な る 。



食 堂 、 談 話 室

綬屋根部分金却を }反

込 み 大 il を梁を架: 1 " :s  

梁 、 ｾＯキ伏取引と

上。

喰 面、 松 初 目ILイ ン キ

拭 1反f上上l えそ

ル 智 pレ組百i f: i ー

」二。

左 手 中央に縦を，没け

冬 期 の採 :l:il とする! 従

i旬、食 堂用電灯( ，1; : 具

!i1( 製 パイ プ吊り。

E 書 室

左手扉は玄 ｲｾｾ へ ｩ 凶 ず

右 手 は 硝 子 戸 を 絞 て

濡僚となる。

入 口 左 右手F籍 閥JJZび

雑 誌棚 を 取付 ける 。

房

食告と四 nilJ 1;:: 隣接 しー亡 南北

を JJ 甘" 1甘t とする r. j ミリノリ

ウ ム 放 さ。

ギＺ 乎は官 ｉｴ 人 ｾ ｩＧｴＺ必 ずる 。

右よ りコン ロ夜、 澗. E! H礎

調.E11¥i/，eし。 1l へ 作業 夜 、

食日正倒。

手首iJ 左は 食 日正用 流 し、左

手間lぽ 笥 とな る。

ＺＺＱＺＭＭロｾ上部附子製排 主主

孔 を持つ。

3  IV 
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箪燭 舎 室 ( 階下〉

主 と し て 出 張 者 用 の

ものとする。

出ｾＺ誌を延長 して 誌を

付 け机を r 型に閉す

左よ D洗 面 界、 コー

ト掛、警 棚

右側 1 尺 3 寸上り

の特殊寸法 益 放 さ の

寝ｾとなる。後かに

綴具入れをも っ、

合宿 舎 室 L階」ニ1

階下車獅合室 3 伽Ia:-

以て単位とし中央板

間に定員 6 !f;の机 Zえ

び出入口 、 コート燐

を持つ前後の品数は

有効 7尺 を 以 て 銭 室

となる 、 前 面 板 戸 は

寝具入れ。
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乗 鞍 の 民 家 織 と 女

- - 駒輔・ 白 p

、 輸 品 叫 戸

川 ＮＮＮ Ｎ ＮＢＢ句 禽 ｾＭ ｟ Ｎ 'j 

ー-，輸‘ 町. ‘. 、- I  
凶' 一一 一. '

， ，，Ｂ臥 ｾ _ _  .;， .，J  ...... .• ｾ Ｇ＠ ，，，:--:; ;;;;:;;ヘ'
山 崎 J 切で? 円山 f

ｾ 一 Ｎ ｟ｾ.• . _.-.. 山 ' 一 ，

、、‘
.，・・. .  
... .. _"  .. 

贋 瀬 初 夫

見 返 れ ば 山 は只白骨量 k 一 面 の 零 に つ ム ま れ て 、 青 天 の 下 太 陽 陀 反 映 し

て 燦 と 輝 く に 一 一 麓 の 村 に は 早 や 春 が 訪 れ て 、 大 地 か ら は 零 解 け の か げ

る ふ が 盛 ん に 立 昇 る 。 乗 鞍 山 麓 大 野 川 む 家 々 は 、 永 い 冬 眠 の 生 活 か ら 今

起 上 ら う と し 、 村 重 は 嬉 k と し て 戸 外 を 馳 せ 戯 れ る 。 前 は 清 流 、 後 は 醜

林、 山 を 背 に し て 百 戸 足 ら す、の 村 落 が 、 段 型 に 切 拓 か れ た 僅 か ば か り の

空 地 の 中 K 生 活 し て ゐ る 。

屋 根 は あ く ま で 旬 配 綬 く 、 深 い 軒 先 が 濃 い 陰 騎 を 落 ナ 。 板 屋 根 比 大 き

い 石 を 乗 せ て 押 え て も 、 し っ か り し た 柱 と 梁 の 構 へ は 、 軽 々 と 夫 を 支 へ

る 。 壁 は 板 張 D で 土 壁 は な し と と る ど と ろ に 紅 殻 塗 が 混 っ て 、 風 情 ま

と と に 美 し い . と の 謹 り 、 信 濃 か ら 木 曾 飛 騨 に か け て 、 中 部 日 本 の 美 し



ー
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f

グ

グ

ム

人

容

叫

/

い 民 家 が 散 在 し て 、 我 々 に ま た た き 歓 び を 興 へ て 呉 れ る 。

去 年 の 三 月 乗 鞍 か ら む 戻 P 途 、 腸 る 臼 を 念 ぎ つ ム も 、 行温き・るには寄金

り に 惜 し く 、 兵主主枚の走 P 描 き に 留 め た が ー ー そ の 時 期 し た 叉 の 機 合 白

書終しみは 、 今 に 猶 ほ 果 せ ヂ そ む 偉 績 い て ゐ る 。

4 3 1 v  



史蹟養審庵祉

フE 伏

ま へ が き

屋 邸

園事む大先魔として「蔦葉代匠記」の著者と し

ての阿閤梨契沖の名は園史の上に暗夜の恒火の如

く輝いて居る。然も彼が三十才頃から四十才迄そ

の批年時代に して習練時代である八九年聞を和泉

の山村に過 した事は著名の事買でるるが、その遺

蹟に就ては案外世に知られて居ぬ様でるる。

契沖むその前牟の滞在地でるる久井の遺蹟は既

に魁械に蹄して知るよしも主主いが後牟を迭った伏

屋氏の遺蹟は一部に温をぬとしても割合によく保

存され而かも昭和 13年 5 月11 日附を以て大医府か

ら史蹟に指定せられて居る。此の由緒Zうる遺蹟に

今猶徳川初期む住宅の遺構を持つ事はーに歴史日

本の誇りで、a， !? . 之れを庚く一般陀紹介する事は

園睡明f畿の大先畳契沖の側面的額影とも謂ふべく

烈士額影の時局の要請に封勝、ナる建築家C 責務と

して敢て一文を草した次第でるる。

位 置

伏屋邸主止は大阪府泉北郡南池田村大字高町にあ

る。南海銀道で本総ならば讃寺騨、山ノ: 手総なら

ば鳳際下車、乗合自動車で、父鬼街道を南下陸軍の

信太山演習場を右κ 見、伏見屋氏の拓いた伏屋新

国を通って南池田村に遣する此の間約十五分。南

池田村大字川中で横尾川を南へ波り浦田む街を北

へ逆行すると聞も君主く高町に主主ナる。

伏屋邸祉はその高町東部の一廓を占め今猫堂々

たる門長屋を持って居り邸前が密柑畑で聞けて居

るだけに老松の並木越に見たその大観から言つで

も附近の諸民家を座する威容であると謂へる。

伏 屋 氏

伏屋氏はも之池田氏と稽し代々和泉に勢威を振

った家族でをうる。姓氏録陀見える「和泉園皇別

池田首景行天皇皇子大碓命後也」とるるを家系

として停承して居 b。槙尾川に架った高町の入口

IV 4 4  

池 田 谷 久 吉

宮 崎 秀 正

に賞る琴庇橋畔陀E てあり今は門長屋に槙〈土塀

の一廓にある元制札場祉に移された敵碑の側面に

景行帝皇子大碓玉三十五代膏

此建者和泉園池田郷先封主富重二十四世嗣

布施屋久春用志三十歳之庇也

と刻んだB患を見てもそむ信念と誇 b を見る事が出

来る。

池閏氏が伏屋氏を帯した理由と時期に就ては明

らかで主主い。が明らか訟のは伏屋は前記歌碑の文

面陀見る布施屋と同音であり布施屋は行基菩薩の

聞いた布施屋と同じである。行基が三ケ園九ケ所

に聞いた布施屋即ち無料宿泊所の内和泉には大鳥

と量中に置かれたとるり、字国川文海氏o
ll
伏屋1/

k も見る如く有力者が池田氏布施屋を経営する事

は賞然考へられ布施屋が呼ぴ習はされて姓と友る

も亦自然の様にも思ばれる。

然し案外布施屋氏は傍系であり宗家はるくまで

池田氏でるったかも知れぬ事は下記に依って考へ

させられる黙であれ建物の所在地与池田、と共

に芳究の官余地がある様に恩はれる。即ち大人名蹄

典陀依れば伏屋飛騨守一安の長子重正高階合重の

養子とな D後伏屋氏を稽するとあるも、契1中法師

寓巷幣垣合聞記載に依れば重正を竹麿とし泉州池

田家を嗣ｾ後伏屋氏と改むとるるを見ても、此の

伏屋氏以外に至極簡翠友生家復院の事情から見て

恐らく縁謹と考へられる池田氏がるった事は分明

である。然も竹麿白子重賢に至って果然豪蓉を極

めた事情から見て或ひは竹麿の生家復舗が池田家

を断絶せしめ遺産は伏屋氏が稽承したのかも知れ

ぬ。即ち後考を待つ所以でるる。

時代は延賀天和の頃営主を伏屋重賢と云ふ。彼

は近郷36ケ村蝿頭を勤める身であったが天性文皐

を愛し俳譜を能くした。契1中の胞)i:. が加藤清l H亡

仕へ彼重賢の祖父一安が豊臣秀吉に仕へた因縁に
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因るとは謂へ契1中を詩じその莫大君主疎容を閲覧せ

しめて後日の大成を基礎づけしめたのは全く重賢

の功績を栴すべきであらう。

西山宗因は延賢二年重賢を訪ねて雅舎をえ主し石

川矩州は邸内松の屋で死夜して居り 、現存西湖の

聞の壁衝を置いた雲谷等をも 、作庭家藤村用f軒も

補作したその子i麹堂も彼と同時代の人であり 、資

山、傘海、先彦、陽阿、義岡IJ 、似雲、常明等みえE

匙泊入錫せりとあれば凡ぞ趣味を解ナる者彼を訪

はざるはなかったかと思はれる。従ってその蔵書

と共に数多の資料が山積された筈でるり後年本居

室長が契J中の遺跡を尋ねて遊竪した事自身が叉一

つの資料と言ふべき守あらう。

さはあれ伏屋氏も文雅の交遊は重賢を頂結とし

以後は只遊覧の漂客を迎接するのみとえ主ったらし

く地方の有力者としての位置に費りはゑかったか

も知れぬが明治の御世に入って維新の経済恐慌に

家運衰へたかあたかもその十八年の大洪水陀家屋

の大多数を流失して遂に復興する事友く家運告を々

衰へ近年に至り途に長年の歴史ある墳墓の地を棄

て L 他郷に流遇ナる事となった、重賢の時代を距

るのみにでも1 E f L 三百年その末流の心底叉涙なぎ

を得ない。

然し常主高橋辰雄氏は良〈史蹟を認識せられ建

物にはいさムかむ費改も加へられてゐ主主い頭記史

蹟指定と共だ後日土史家の幸l晴之れ陀過ぎ宮るはな

く誠に奇特色事と言はねぽ君主らぬ。

遁 構

現在の遺構は延賓の普から見てその規模の約三

分之ーに蛍 D門長屋の約半分と書院とも云ふべき

西湖の問が残って居るのみで由緒ある第二の整誇

庵も梅ノ屋其の他多撒の建物は流失してしまって

今で、は跡に一物も残さね畑地と化して居る。然し

松ノ屋、土取を取 D込んで一連の構成美を示す豪

71士な門長屋は昔ながらの号与を残し元制札場を取り

廻らした土塀と共に三百年の星霜ーはとの一廓むみ

lてでも民家史上の貴重な記録と言って良い。加ふ

るに一部費改を受けたとしても何等外観を損はね

西糊の聞がありとれと門長屋とを繋ぐ諸工作物は

壊滅に頻しえまがらも橋容易に其の上の盛視を復原

せしめる。今少しく前二者十亡就て詳細に観察して

見たい。猪西湖む間背後には浴室と物置があるが

とれは至極新らしく叉言ふに足らぬものでるる。

門 長 屋

門長屋は正商を西方に向けて建ち前記の如 く松

ノ屋、土蔵を含み稀人門 、三列門及び通用門を聞

いた一連の構成を成してゐるが土磁のみは通用門

を界陀切妻屋根の別棟在反して居る。何れも腰は

海鼠漆喰ｾーで壁は稀人門のー陪を除き白漆 ｬ 金の土

誠治り κ 主主って居る 、瓦は凡て木瓦王手である。

( 第 2 回参照〉

第 2 園 門 長 犀

門長屋を大観して最も目立つのは「続人門」で

るらう。稀人門は賞用的陀は貴人門らしく松ノ屋

と下男部屋と思はれる三列内脇の部屋との聞に設

けられ現在は閉鎖されて居る。とれば松ノ屋と共

陀門長屋より正面壁面線を約四尺程後退させ、然

も肘木を添へた長い腕木で門長屋の軒先週り迄出

した深い軒の出は 、門と言ふ概念的な観念を破っ

た一際高い軒高と共と車調に陥り易い一般手注C

弊を救った非凡な構想、でるる。入口は沓石を置い

て駿居を高く綴め踏越しに這入る撲に怠って居る

のも襲って居り敷居下む巾木部分は海鼠漆喰塗陀

なって居る。建具は裕子戸を依込み脇に取付けを

戸袋と繰込み入口を開放出来る様となって居る。

つまり入口は稀人門内全組から見て片寄ってゐる

謹でるる。軒は前記の慌に非常に高いので入口軒

上桁との1:1谷中間陀付長押を取付け、付長押の上に

換気孔然とした小窓を設けて居る。然も入口上む

釣束は付長押で切捨て上部一廓を白漆喰で塗廻し

た謹り細心の手法と言へょう。

俳人石川短州病授の由緒を持つ「松ノ屋」は叉

更起堂とも言はれ、稀人門に北接し全建物の北端

に位して居る。屋根は他の各部C 切妻に到し寄棟

とし 、正面唯だーケ所の窓を紛人門戸袋脇に付け

たあたり簡単な板庇の出格子主主がら稀人門の格子

4 7 ，v  



戸と後補らしいがそれに接した下男部屋の格子窓

とは美事な階調を示し意匠E 陀寓賭むしろ美皐の

心随を把握したもむと謂ふべきである。

門長屋の主入口は「三列門」と呼ばれ扉は磁入

門と同じ壁面線に設けられ南関きの盲蓮子入り棲

唐戸の昔えにがらの豪3きなもの、片脇を棲唐戸釣込

の潜門とし反射側は板張 b として居る。軒桁との

聞の天井は簡素な仮張りとし、左右雨脇佳昔の下

男部屋? には脱窓を設けその腰生竪棲押への濁目

板張りとした等、入口鴨居を樹下に添へ角柄畿に

左右に延ぽし桂を之れに納めて一見祉寺建築の幣

軸の手法を想はせる特異な黙などむしろ軽快主主感

じをさへ抱かせられる。

下男部屋? の正面窓は前記孫人門擦の格子窓を

除き各ーケ所あり太い二本の横格子を綴込んで、居

る。窓は土議も同様であり意匠上何等遺感C 黙は

友い。

以上一群の建築を見るに内部は現在物置然とし

叉見るべき黙は友いが、剛健主主土塀を配したその

外観は階調を破って猶平衝を失はす、之れを締濯的

に大観するも細部に渉って観察するも細心の技巧

を廻らした民家史々上に於ける優作と推奨するに

縫くは友い。

西 湖 の 関

西湖の聞は即ろ現在の主家でるるが以前は書涜

叉は客殿に使用されたらしく大玄関が設けられて

居り、建物は門長屋陀針しいささか東北方に開い

た配置を取って居る。以前は小玄関を附けた渡廊

下で蓮絡された主家が南方短規の手に建てられて

居たのであるが既記訊水で、流失した後は西湖の問

陀華所及内玄関を増築し純然たる主家と君主った。

(第 3 園参照〉

事事 3 圏 西 湖 の 間
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西湖の聞と呼ぽれるのは三間横きの居間のE 厨

壁一面に脅かれた西湖の固に依ってでるる。魯は

雲谷等奥の筆で重うるが大玄関を這入った万架を設

けたー聞のみは道信の補筆と言はれる。等奥は雲

谷流の鼻組等顔色孫でるり、父祖を恥しめやと言

はれた等益の長子で法橋に任ぜられた雷谷流の名

手でるる。であるから此の建物は細部の平凡な手

法陀比して奇抜友着想を示し? と此の西湖の固化一

見の慣値がある。

然し此建物も前記門長屋の場合陀於けると同様

木連格子を t決めた入母屋造本瓦葺の大安闘にして

もJ J i 面に美事友持造りを付けた軒桁を出して屋根

を・せり出したあたり庇を省略した設計の非九さが

看取される。床蹄J を模した刀架にしでも西湖の背

景に した華麗の手法t 注意すべきであらう。

第 4 園 西 湖 の 問

‘ 建物はもと本瓦葺の下家を下ろした寄棟浩 t <D

藁葺であったが今は更に軒先に浪型の亜鉛鍍錨板

を葺下ろして居る。そして居間の外線が切回線で

るったのを検央の廻綾陀改造しその外陀更に濡縁

が設けられ室内は霊でも猫薄暗い感じがナる様に

君主った。( 第 4 園参照) 南側増築陪分は棲瓦筆の

入母屋造りで、矢張り木瓦葺白下家が設けられて居

る。外観上からは土塀を界陀奮建物の風趣を妨げ

す京大玄関との均斉もとれ技術上むしろ成功して居

ると評してよからうと思ふ。

唱えは此の西湖の聞と稀人門を繋ぐ土聞の停廊下

があり、廊下は梁間一聞で南側を土塀陀見せ北側

庭園に面した方を開放して猫立桂を見せ、西湖の

聞とは大玄関脇の廻縁に連絡してゐたのでるるが

之れ も今は壊被し南側白壁を 一部残して土塀とな

し西湖の聞の取合は塗壁で塞いでしまってある。



何れにしても藤村勝軒の作庭を一室陀納めた此の

華麗を秘めた建物も、今は主内の寂しさを反1央し

て一見忘れ難い風韻を漂はして居る。

以上で遺構の大要を記し? と。正面道絡陀面した

土塀は恐らく往時む僅の姿でるらうが特記する程

のものでもなく庭園はその一部をかえ主り完全陀保

存して居るが荒慶の甚だしいのが惜しまれる。

復 原 的 考 察

伏屋邸陀就ての諸家の記述は皆無と云って良い

程少主主い。然も従来護表された論説の内容も殆ん

ど契沖との歴史的因果的主主考詮に限定された観が

るり、建築物に就ての研究は寡聞友がら殆んど見

ない底である。従って文献も「契沖法師寓巷幣垣

合間」が筆者の目聖書した唯一の例でるる。 H

係 5 固 体 垣 合 圃

H  幣屋合園は桃渓山人の筆陀主主る伏屋邸の寓生

固である。桃撲は資暦十年生れ文政五年六十三歳

で麗して居るのであるから、元締六年に伏屋重賢

が麗してよりゐそくとも約百年にして出来た語で

るる。蔀開月に霊遣を皐んだ彼が一面狂歌師とし

て叉文人として、その昔契沖、宗国、短州を初め

常代の文人墨客を日夜途迎した此の伏屋邸をむし

ろ追慕して、その数多くの名所園舎に示した手腕

に精根を込めた作品と看られる。之れを前記遺構

と封構ナるも殆んど間然ナる庭主主く符合し、然も

全機構は明治十八年C 洪水迄巌存した事が事責で、

ある以上右文献は貴重主主ものと云へょう。今少し

くその内容に付復原的考察を試みる事としたい。

( 第5園会帽す

伏屋邸は大観して既記門長屋の一群の南に猫接

観して厩、牛鳴ノ ;木門 d 並化物置があった事が明

らかで、あり、住居用 C 建築群としては前記西湖の

聞を正面陀その南方に主家があり、辰巳の屋、抱

の問、柳桃の間の一群を配し 、茶席或は数奇屋と

しての「うつの屋」及び整害事庵梅の屋を始め土蔵

物置、井戸屋形等諸々の建物がるった。

門 長 屋

厩、牛鳴の木門及び物置は既記門長屋に接槙さ

れ構造形式は北方の門長屋と同形式であった。即

ち通用門を界として上下二つの門長屋を持った事

陀なり、貴人或ひは客人は橋入門叉は三列門より

家人は通用門より、そして下男下牌の皇室は牛鳴の

木門より出入した事を示し、その近隣を摩した威

容は正に36ケ村の燭頭を勤める身陀ふさわしいも

のであったと云って良い。構造は前記の如く海鼠

漆喰塗の腰を持った土蔵造りの切妻造本瓦葺であ

った。只厩は椋下中央に界壁を持ち外壁は内庭及

び道路に面して開放されたものらしい。

主 家

主家と魔しを建物は西湖の間とは鍵形に小玄関

を持った停廊下で連絡されて居た。即ち棟は東西

陀通って居た語で遁路側から見た正面を 入母屋造

りとし 、反封の東妻を切妻造りとして居た。炊事

場は建物の西半分にるったらしく椋には煙出しを

設け東方の居間との中聞に b ニワミの入口があっ
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た。屋根は下家を葺下し壁は民壁、腰板を竪張り

とし内庭側の窓には綿て格子が級められてあっ

た。

主家の西方炊事場陀接して鍍葺の井戸を持つ? と

流し場或ひは飼料場と思はれる棟があり 、その妻

の部分から廊下で通用門に連絡出来る様に主主って

居た。即ち三列門を這入れば前記隣人門と西湖の

聞を繋ぐ傍廊下、西湖の問、小玄関及一群の住居

用の建物で闇擁された完全な内庭陀出る事になる

罷である。そして三列門よりの敷石tは真直ぐに西

糊の聞の大玄関に績き主家の f=- ヮ」へはその途

中から分れた戴石だより蓮絡されて居? と。現在葺

所の内玄関への敷石の屈折黙あたりが即ち主家の

f=- ワ」の入口に常って居た様である。

辰 巳 の 屋

主家の東南寄りに辰巳の屋があった。主家から

巽に位した震の名であらうか此の一棟のみが珍ら

しく二階建に主主って居る。集合用の建物でるった

か或ひは使用人部屋でるったかと考へられる。問

中の下家を持ち瓦葺の入母屋造りで階上を大壁と

し下家制員: 壁としてゐた。

継の問、柳桃の関

西湖の聞と主家の時中間営りの西方に内玄関を

持った亀の聞と柳桃の聞がるった。柳桃の聞から

は次項の「うつのや」の前庭及び西湖の問背面の

庭園を眺める様に君主って居り、北及び西の二面を

担縁とした恐らく離家で友かったかと想像される

建物でるる。屋根は瓦の鍍葺だったらしい。

う つ の や

うつのやとだけでは字義は判然し友いが茶席で

ある。入母屋迭の藁葺で珍らしいのは棟の雨端11::

置千木を上げた事で絵り類例を見友い形式と言へ

る。織部員停の茶室と言はれ うつのや今御定も

ん安ズ 古田氏より附スヲm1'rl へ宛名停蓄蔵ナ

と闘に記入あり、北方の庭園に面して間形の下

地窓を開けて居る。玄関か7. K 遺か叉何等かの部屋

を南方へ鍵家形に取った裁でるるが固では判然し

ない。

蓮 寺 等 庵

営初の養専庵は即ち現在有名主主閲珠庵で、重うるが

伏屋重賢が契沖陀その寓庵を贈った跡に第二の養

蒋庵を建て之れを契1中寓者と稽した、以て契J中に
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封ずる遁慕と傘敬を知る事が出来る。

建物は辰巳の屋の更に東南方に位しその中間西

方に位 し? と裏の井と飛石停ひと 連絡して居た。周

国には欝然たる植込を持ち 、前記住宅群とは一際

距った仙境にも紛ふ閑静君主勢箇気に包まれて居

た。

第二の養専庵は現在の闇珠庵とは少しく趣を異

にし屋根は藁葺の切妻遣で只後記菊の聞と覧しき

裏の井への出入口の“ 部分即ち西方の屋根の南字分

を歓き込んだ庭を瓦葺にしてあり、それに隣して

板葺の石置屋根の下家を設けた。此の下家は入口

を開放して居り 、主家北方の妻から葺下ろした部

分、恐らく農火の問Eまひは窓、の聞では友かったか

と思はれる部屋に接績して居るので内玄関又は

「ニク」に相営する庭になってゐたのでるらう。

北側には前記の様に瓦葺の下家を葺了下ろし上方主

家の妻の部分陀煙出しを設けたあたり本家雨妻の

流れに沿うて 巾二三枚程瓦を葺上げて風切りにし

た等と共陀野趣愛すべきものがある。

建物の間取は残念ながら木明であるが左記に依

り蓮の問、東投の問、棲の問 、菊の問、撰火の間

窓の閉等のあった事が明らかである。

惹を整義者といふ。傍樫本傘は大日如来脇寸:

地蔵巻尾田観音宗祖弘法大師。蓮の聞は併栴 l亡

績 -< 五色の蓮花諸君事を番蓮K 婿蛤の一軸は明の

延振帯。東披の聞は居士竹林陀遊ぶ閏床の二行

物東披の墨跡。樫開樫古材の告書。菊の聞は玄関

也岩に七菊の議。焼火の問窓、の問主主どいふ出居

の間也。

契 J中の常住座臥の1' ! k は察ナべくもないが以てそ

の風流は見るべきであらう。泉州、| 志蚊云余弊』士歳

寓泉南山村八九年所突初居久井後臆伏屋重賢之需

移干池田郷( 村名万長〉の此の寓巷も惜しむべし

今は流亡してー木一草を止めや背景を主主した樹林

も畠地と化してその面影も見ら、れ友い。

梅 の 屋

蓮 ￭ｾｾ 檀林振の鼻祖西山宗国が延賢二年遊宿した

梅の屋は養導庵の東南一段低く嘗時は梅林の中に

あった。即ち伏屋邸の巽の隅に遣うり背後は模尾川

の竹林に望んでゐた。

建物は藁葺の入母屋迭だったらしいが之れも整

存庵同様梅林と共に畠地に化し規模は知るよしも



左足い。然し茶席か小さな離家程度のものだったら

しい事は左の記事に依って窺ふ事が出来ょう。

梅の屋西山梅翁遊宿ナ、歌仙三幅安ス、柿本

歯像ハ信貴朝臣 、住吉のは豊太閣の脅詠、梅に

鳥居の闇ハ豊臣俊長、天紳経ふせやむ歌Sうり

竹 の 屋

前記梅の屋そして松の屋に射して竹む屋もあっ

たが前二者に反し之れは純然たる竹置場であって

それも周囲開放の限設的危ものでるった。

其 の 他

土蔵、物置、井戸屋形等は指数棟あったが建築

象的には特に記載する程のものでは主主かったと思

はれる。

以上各建物共その卒商を紹介する事の出来ない

のは残念であるが既記の如く止むを得君主い底であ

る。何れにしても庚大友敷地と庭園そして数十む

椋々はA f ' C ー蓮の檎巻物を構成してゐたとも云ひ

得べく、撚も住居用建物の規模陀比し離家或ひは

数奇屋の数多きは即ち伏屋重賢の趣味を語ると謂

ふベく 、閑静を極めた周閣の風物と共陀好古の文

欝道場を形成して居たと見る事が出来る。

庭 園

藤村庸軒作同名風外庵惰作と言はれる庭園も今

は荒慶して見る陰も放いが滑その規模の一端は保

存せられてゐる。建物を設けば営然その庭園のー

班にでも言及するの必要がるらう 。「第 6 闘参照」

第 6 岡 庭 関

庭園は前陀も記した様に稀人門と西J胡の聞を繋

ぐ停廊下より北の方と柳桃の問 、 うつむやの北方

共に横尾川岸迄に築かれ、敷地面積に比援し割合

に小さかった。此白内後者が全然活鹿して面影を

止めぬ陀反し前者は比較的よく保存せられ五百九

十官余石と稽せられた庭石も池を中心とした各種布

石や的場と共に良 く奮観をしのばせるものが あ

る。

庭のすre石は現土塀の 中断した庭即ち往時停廊下

に設けられたと想像される 中門のあたり から 初ま

り、一旦西糊の聞の廊下上り口沓石に至り 、此慮

から北へ横尾川岸に活ふて東北隅稲荷祉に至って

反碍し、南方侮廊下の孫人門をやム這入った謹り

で終り 、途中校遣を出 し「チゴ ノ弁」の傍にあ る

然明の橋に至って居る。池は右庭石に園競せ られ

た部分<DI I ! 告中央にーケ所「チゴノ井」の傍にーケ

所掘られ雨者共足跡形のもので名も前者を右足後

者を左足と呼ばれた様である。然し 「チゴノ井」

が弘法大師にからんだ稚鬼蘇生の体説を有した事

も殆んど忘れられた如く 、此や珍ら しい足跡形C

池も現貨の都大阪の近郊にふ さはしく別段E 人体

説蛮生む模様もなく 、後者はそむ跡を止め歩前者

は矩形む池に掘り鐙へられて今 日に至って居る。

池の周幽の松楠も今は相営の大木とえ主り 、其む

問に黙々燈錦、資箆印塔を配して居る。そして貸

箆印塔の常りには柳を積込んで布引の瀧 に見立て

た様であるが此の景は現在見られ放い。

西湖の聞と 川岸との聞の狭い地域には石墨が設

けられ 、此の石墨から出たヲiを石は西湖の聞の便所

から出た堺の潜門を抜けて裏庭園即ち柳桃の聞及

び「うつのや」の庭園に出る様陀主主って居た。裏

庭園には 7)( 精揚梅の大樹や「 トラゴの松」があっ

たと言ふが今はどちらもない。た Y 往時名もなか

った二三の松や楠が川岸の可東竹の林から苧; 々と

笠へてゐるのみでるる。( 第 7 園参照〉

体 7 岡元伏見邸背長盟主林は可来竹

右横尾川岸の竹は可東竹 と呼ばれて古来著名の

もの延暦の省から折 l乞ふれては褒賞の劃稽とな り

現時もナな[ をなる子を産ナ と言はれる 。営然契I中
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にも印象深きるのがあったと見え

池田川のほとりふせ屋莱が作1 J ; f i ; > ける庵をか

りて住けるに其謹大竹ゐほぞらに鋒ゆるもの多

きを見てよめる。

千零なる岸根に生るむら竹を庵のまがき

ナかしてぞ見る

と敵ひ更に叉

竹の子は人の心 l乞にるものか

とのみて垣の外にいづるは

結 語

以上で元伏屋邸K 就ての概観を絶ったが、之れ

を要ナるに古来の豪族池田氏の末流と稽ナる伏屋

氏も、豊臣秀きの臣伏屋飛躍守一安の孫重賢通構

長左衛門陀至って果然豪審を極め、特に文雅の志

厚かった彼を上方の文人墨客陀して訪はね者主主き

有様であった。

現在の遺構は即ち営時のものにじて西糊の聞の

壁脅は徳川初期の書家雲谷等奥の作でるり 、作庭

家藤村府軒も重賢とは同時代の人である。D . Pち壌

減したその建物の由緒の凡てが同時代の文人にそ

の上限を占められて居る事より考へでもそむ住居

の整美完成は彼重賢陀よって友されたと考へでも

差支へあるまい。然も重賢震後百年寄家桃撲に依

り残された園舎陀依り往時の盛観を偲ぴ得るはむ

しろ傍倖とも云ふベ〈、今に残る門長屋及び西糊

の聞は之れを民家建築史上より見るも正に三百年

白星霜を経た貴重な遺構と云ふべ きであらう。

( 昭18.3.15)

(  池岡谷氏は池図谷建築事務所主

筆 者 宮 崎 氏 は 池 関 谷 建 築 事 務 所 員 )

65賀よリ繍〈

翌朝 4時起床して、一行は皇居を輩葬、つづい

て最後のコースへの注意等打ち合せ約牟時間早朝

錬成瞳操を行ふ。 4時30分、激流の淀む瀧つぼK

心身を清め、いたむやうな水深陀みそをの修養を

とる。未だほの暗い 5 時 10分思ひ出多，い桃ノ; 木を

去って叉知らぬ秘境の探勝の波、行けば大杉渓流

二つに別れて再び紳泌境の中から瀧・々々の現出

..-.....。 一ーー

x  x  x  

ｦｾ 錬準場を後にーＭ

明る い近代的友風貌の芸高山脈一一、悠久無差

の原生林と生ひ繁る所、 4 日聞の修錬を終へてと

I V 5 2  

. l . i ' r . 有意義主主感懐の覧ゆるま. l . i ' r . 私達は無事大阪

に時着した。

千古人跡未踏ーーとのやうに自然的要素に恵ま

れたとの地I ' C . 叉豊富君主歴史と人生のあるととを

知らねば主主らえ主い。古くは紳武の御代から近世に

到る迄吾園歴史を飾れその人生は自然との完全

主主融合に依って民俗土俗の貴重完工費料として興味

深い風俗習慣を遺してゐる。一一自然と歴史と人

生一ーとの三融合を探れしかも錬成の根本道場

として大阪近郊陀現存する崇高友山脈のdうるとと

を誇示すると共陀更に我々が自然の中陀径k 心身

の鯨車警に務めるととを約束したい。

(筆者は大阪鍛遭局建築士)



建 築 と 造 園 ( 2  )  

一特 に 造 園 間 皐 に 就 てー

一遺園の形式・様式及流汲ー

形式一一・檎番に於ける風景茜と人物茜との場合

陀も似、古今東西の造園を見る場合、そとには色

々のものが存在し、その構成形態は千差寓別友り

とは量最も、此等をその成作の場所・年代・作者と

は無関係に 、一定の類型化極め得るものでまうり、

との類型を造顕の形式 F or m ( 英) ; F or m ( 猫) .  

と栴せられ、風景式と建築式とに二大別し得るも

のである。而して 、此 の二つの形式のものは 、同

ーの園に於て、閉じ時代陀於てさへ並行して行は

れるのは勿論のとと、同一作者の手陀よりても双

方共陀遁られるものでるる。

i 風景式とは… … 自然式・不整形式・不規則式

Landscape-f or m， N  atural - f orm， I rregul ar- f orm 

I nf ormal - f orm ( 英) ; Landschaf t l i che Gart en_ 

gest al t nng， Gar t engestal tung nach Nat ur-

gedanken ( 猫) . とも栴ぜられ、自然の風景をそ

自
i

 

l

 

--a' 

泰

のま L 模倣するとか、或はそれを理想化して貴際

む材料を以て再調するとか、象徴化したものを指

し、スヰス本来の造園は自然の風景を模倣したも

のであり、日本本来の進国はそれを理想化し、一

つの聾術化されたものである。象徴化されたもの

は白木造園に於てのみ見られ得るものにして、岩

石を瀧、白砂を務、と見立てたもの等それで、ある。

11 建築式とは… ・幾何皐式・整形式・規則式

Archi  tectural - form， Geomet ri cal - f orm， Regul ar-

for m， Formal - f orm ( 英) ; ，Archi t ekt oni sche 

Gart engest al t ung， Ga. rtengestal tung nach Bau-

gedanken ( 欄) . とも稽せられ、自然の風景とは

無臨係に建築的乃至は圏実の如く取扱はれたもの

を指し、 19世紀より 20位紀! と豆り英 ・潤・悌・米

共の他の図々を風臨せし近代式 Modern- st yl e と

云ったものはとれに属するものである。

様式… … 造園は、それを創造し、設建せし占うた

る園及時代により、それぞれの特長を形成するも

のにして、 その特長を遊園の模式 Styl e ( 英) ;  

Stil  ( 調) と名付けられ、その創造・護主主に関係

ある園名・人名 ・主権者名を用ひ 、更に 、時代名

・形式名を附加されるとともある。

園名陀依るもの・・・ French- styl e， l tal i an-

styl e， Engl i sh- sty le， Chi nese- st y le， J  apanese-

styl e， Spani sh- st yl e 等

人 名 に 依 る も む ・ ・・… L e Ndt re' s styl e 等

主権者名に依るも c ・h ・・ Loui s X I V  styl e 等

時代名陀依るもの… ' " It al i an Renai ssance 

styl e 等

形式名陀依るもの' . ".. Moder n Ger man F or m 

ai styl e 等

流 汲・・… 同ーの造園様式に属ナるものも、特に

天才が出現したりと云ったが如き場合、そとに一

つの特色が蛮揮され来るものであり 、かかる場合

とれを流減 School ( 英) ; Schul e ( 潤) . と稽せら

れ、遠州、|流と か遠州涯とか云ったが如きものがそ

れであり、それはその子孫又は門弟によ P縦に受

け停へられるものにして 、とれが横陀贋がれる場

合 、一つの様式に護展ナるものでるる。
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勢術 ・工芸事品に見られ得る如き儀式

の直別を考へ得るものにして 、自然

の観相陀準接するととろの自然遺固

には機式主主るものは考へ得られぬと

とろえ主りとは雄も 、自 然風景に就い

て、地率上 ・須( 長率上等よりの観察

を綜合君主し 、風景形式にも E 別を附

奥するととは可能で、ある。

一造園家の理想、がその作品に具髄

化されたる場合、その人の造闘にそ

の人の固有友仕上げが常に琵見せら

れ、その作者・の作品に共通念特徴が

見られ、個性が琵露せられるもので

るる。との一進国家の個性に ｾ Ｑ ｾ く惑

術的表現が即ち技巧叉! ま手法と栴さ

れるととろのものにして 、その努力

ある個人の技巧叉は手法が、その周

閣の人々を感化し 、一圏のj圭闘家の

IV  5 4  

技巧( =手法)ー 一例へば、一つの

風景式にでもその作り方により 、同

様な樹木と完封石と云った材料を奥へ

られたりと雄も、その取扱方は人に

よりそれを具にナるものだして 、と

九を手法Tr eat ment ( 英) ; Kunst -

f 巴rti gkei t ( 調) ・叉は技巧 Techni c

( 英) ; Techni k ( 稿) • の異と栴さ回

れるものでるる。

一般に、造園の中には ‘ 全然人馬

lてよるものと、その地貌風景が主と

して天然のま. 1. 1乞よるものとあると

とよりして前者を 人工準園、 後者を

自然造園とも稽せられ、人工浩圏中

陀lま本爽鑑賞以外の目的の震に築告

されるものもあり、その悉. くが重芸術

品とはなり得まるも 、人聞が美意識

を以て造る以上、それK は他の美栄

聞に共通の接式が認められる陀至り

て流減に琵展し、勢力ある流派が良

〈一地方一時代を感化なし、地方的

又は時代的友様式を織成ナるに至る

もの陀して 、此種の一大様式が成立

するため ｬ ｾ ζ は 、 多くはその環境とし

ての自然的僚件乃至は社合的僚件の

共通怒るととを要し 、その大成には

可成りの年月を経過するものにして

その接式の完成せられし事質は歴史

的念事買であるととよりして 、此種

様式を 歴史的模式 Hi stori c sty le 

とも栴せられるのである。

一園の様式は上ヤ各時代を通じて

の肱絡を有するもの陀して、一園の

様式を一括して一様式を樹立すると

とも亦可能で、あり 、その時代的の墜



各 国 の 進 国 際 式 を支 配 する 民子

I  自然於因子 I  II 人女的凶子

i 推理 ・地形 ・地質( 水) I  i 民族 ・宗歓

ii 動 植 物 I  ii 政 治 . ii1土曾

111 然 候 I  iii 文隼・ 美事 ・建築 ・エ

等 |  郵 ・科高島 全亭

長のである。次いで、各閣に於ける造園の主要厳

式に就て見る時、右表に示ナ如きものが事げられ

得るのである。

一 議 国 国 摩 ( 2) ー

WI は花壇と 71 < 溜との表示法陀して、 - 1乃至6ー

は 誕 木 ・花井或は英の他の花壇用植物を配せる 、

花壇を表示するものにして、 - 2ーは周囲に花壇

遣と緯ぐらせる回形の水溜にして 、 との場合71<. 溜の

壁髄を白きまムとなし 、水面の披i伏線

を省略するととも一つの方法である。

- 4ー は水溜擁壁の天端の銭卒石叉は

丹波石等の類陀て蔽はれたるものにし

て、その花笹む周閣は、ツゲの類陀より

縁付けられたものでるり、 - 5及 び6ー

は共に小さ君主漉木其の他のものの密植

により総付けされたる花壇を表示せる

ものである。

E は蓄積固 と 71 < 溜との表示法 にし

て、- 1 ーは芝生に於ける菱性パラの

佐7状に橿へるものを示し、 - 2ーは蔓

性パラの極へるアーチ/'と して 、- 3ー

は叢性パラを周囲K 配せる角形水溜に

還の跡を辿る時、ー図の様式にも消

長盛衰の蹴が窺はれ、一園の治園史

は按式の登展史なりと云ふととにも

友るものである。従って、例へば、一

般にフランス式 Pr ench styl e と稽

せられる所のものも 、その創始者に

因 み ル ・ ノ ー トル式 L e  N うtre' s

styl e と構せられ、 それを擁護せ

し、主権者に従ふ場合 Loui s X I V  

styl e となり、時代をとって栴せら

れる時K は17C Fr ench styl e とも

なるものにして、更に、モの外観上よ

りの特徴に依る時には Gr and styl e 

とも稽せられるものの如きである。

而して、各園の造園様式を支配ナ

る因子として主要放るもりは左下の

表に示ナ如きものが穆げられ得る 令

遊 園 の 各 国 に 鈴 け る 主 要 様 式

|各様式の大成せられたる |主と し|主と して

ｬｾｪｾｾ ，Ｚｾｾ［ｾ Ｂ ， ｾｾｾＱ て行は ｼ
一般の呼務ｼ時代又は特徴を附しての ｉｾｾ ｲ ［ ｬ 行 はれた

I::::.. !:，';;，_ r - - I ¥lp.;.o.. - r u  V ' "  --1れた る|

呼稼 ｉｾｾ ＮＮｶ ｬ る時代
|地方 1  

ｉｴｾｬｩｾｾＺｳｴｙ Ｒ［＠ ｉ ｬｴ｡ｾｩｾｾ･ｮｾ ｬｾ 随時 Ｕｴ ぺ 伊州 ｊ ｉ Ｇ ＵＭ ＱＷ ｃ
イ ! >J J - 式 | イ! > JJ ー復興弐 1l T'  ＯＢＧＧＧ ｔｾ ｊ＠

Spani 山 tyle げatio style 同 斑 牙|ト 17C

ペイン 式 | パチオ式 「ー

F  rench-styl e げrench 17 C 以内 側 其 慨1 17C  

|  ラ シ ス 17世紀式 州各凶 .

Engl i sh-styl e ドngl 凶 l andscape 説内競鱗118- 19C

イギ D只式 | イギ日ス風景式 |喜岡

Moder n-蹴yl e レ川M叫 m 町肌 ｣品必訓 ｨい ｨｩｴ 抗 ｴ凶 ｵ 悶 Ｑ Ｑ ｾ 濁削酬酬付例例 ｾｉｉ 恥トＹＭ Ｒ抗
O閃C  

近 代 式 I style 近代建築式 ｢同除 ｬ択＼Ｚ ｾ兵毛 他

Chi ne関 -style :Chi nese l andscape stylel_，_ 

支 那 長 「 支 那 風 景 式 i J C  dl ) '  1( : 支 那! 7~18C

ｊ｡ｰ｡ 町田岬込 ｉ ＺＮｾ 山 ｲ･ 珂 ｵ･ l ands日 pe 同本! 9 - 12C 

日 本 式 Istyle 給音盤的風景式 1'"' "'- i  
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ＮｬＡＡｬｾ 必鎚岳民 ｊｚ 議鵠Ｆ鎖 倒争訟Ｎ

して、水面の表現K は水平方主る平行j伏紘群を用ひ

との水面の表現法は鉢の形に拘、泥ナるとと主主く 、

指に織を平面形の基棋に卒行に百 |かれねば法ら

ね。 - 4ーは一本む道を 遁歩るパラを櫨へるアー

チを有ナる紘壁を示し 、 - 6ーは芝生にゐけるパ

ラを纏へる樹措角錐及び、樹構困錐を現は し、- 6ー

は菱重性パラを以て下車と主主せる向上のものを表示

注すものである。

玄は乾積石壁・ 敷石遁と橋との表示法に して、

- 1ー は目地権栽を有せぬ凱石乾積壁に して- 2ー

は目地植裁を有する凱石乾醸壁を示し 、との場合、

凡ての白地を完全陀は記載され得ざるによ b 、部

分的陀は外へ閉鎖する如く圃示の如き描出に注意

されなければならぬ。 - 3ーは乱石張致石遁を 、

- 4ーは整石凱張敷石遁を示し、 - 6ーは芝生花喜子

ける自然石飛石停ひを 、- 6ーは芝生にゐける整

石胤張傍ひを表はし 、- 7ーは石又は コンクリ ー

ト造橋を 、- 8 ーはア { チ形の木造橋を表示ナる

ものである。

Xr c 於て 、特に次の賭ι 注意され友ければなら

IV 5 6  

ぬ。即ち 、動石乾積壁の目地表示は箪純とた し、

簡L石張敷石道の目地表示は 、一見 して別々に識別

しうる絞園示の如く表示され怠ければ、友 らぬとと

でるる 。

E は擁壁・階段と傾斜面との表示法陀 して、 -

1 ーは芝生から露壇へのよく手の入れられたる階

段を示すものに して、階段及び擁壁は非常に手む

入れられたる石又は コンクリ ー ト遣のものを表示

ナるものでるるコ此鹿に注意を要ナ るととは、小さ

え主階段の場合、卒商園陀於て方向矢の向を誤ると

とであり 、矢の尖頭は常 I' L. 階上に 向って示指ナる

様主主され友ければ主主らぬ。 - 2ーは佳形を有ナる

水平叉は傾斜せる袖を備ふる階段を示 し、 段 k の

表現に営りでは- } ー及び- 2ーの場合の如く階段

商を白をま L となナ時、最上階の最終端濯は結線

を以て表示恋し 、それに依 b常に遁確定主る段1設を

士解 し得られるものである。明確怠る芝生の傾斜

面の表示のためには 、芝生面を白きま 与とえに し置

くか或は中度の鈷々法に よb描出されるべきでる

り、そうナるととに依り 、{ 掛表示訴は明確に保





∞間〉



@  

持され得るものでるり 、 I の- 5ーの如き僚鵠法

を採用する場合には不明確と主主るととはまぬがれ

難いものである。倫、傾斜表示錦の長さは、傾斜巾

の弘と% 或は% と% に達ナるものを以て闘示の如

く記載されるべきでるり 、而かもそれは傾斜む上

端謹より出されねばならぬものにして、傾斜表示

棋の長さが短かき場合又は傾斜の下端謹或は稜濯

に迄護逮せ しめたる場合には 、その一目瞭然たる

ととを献く 恨なしと はせまるものである。 - 3ー

は筒ほ7乾僚の擁壁と胤石張りの階段とを表示主主ナ

もりにして、a: 段の一部に存在するものであり、

- 4ーは袖壁が露壇の手摺に績ける胤石張の階段

を表示放す ものである。

E は柵・ 緑廊・ 緑壁と績亭との表示法にして 、

- I - Iri 極く小さえE縮尺に向く柵の一般表示法に

して、- 2ーは網7状棋の編物、或は有車車銭棋より

成る柵を示 し、 - 3ーは入口と小門とを備ふる L

桂を有ーする石遁の塀にして 、- 4ーは石迭の土蓋

と桂とを有ナる 、錨叉は木造の矢来の類よ ‘り主主る

塀を表は し、 - 5ーは木又は コンクリート造の角

@  

ITITIJ ② [[{I! l m 

柱を有する木造の塀陀 して、- 6及び 7ーは線壁

を表示なし 、- 7 ーは蔓性植物を纏へるものを示

し、- 8及び9ーはパーゴラの類の線廊を 、- 10及

びII ーはアーチ形の維廊を表示えにすものK して 、

- 12及び13ーは蔓性植物を檀へる書きり型の紘廊を

- 14及び15ーは線亭を表示せるものである。

筒、 - 7- 12- 13ーの場合、蔓性植物の纏へる

様を表はナものであるが、然し乍ら 、木組が完全

i乞了解され得る如く表示されなければならぬ駐に

注意され怠ければならぬ。

Xl l Iは建築物 ・温室と培養臣との表示法 陀して

- 1ーは縮尺の可成り大君主る場合の住宅基礎平面

の一部分を示し、 - 2ーは簡単放る表現に於ける

建築物基礎平面の 一 部分を表はナものにして 、 Ａｦ＼ｾ

K 建築物の周廓の完全主主る表現に遁首なる表示法

である。 - 3ーは建築物の表現法忙 して、基礎と

同時に屋根の形a : : も示 し得るものでるる。 - 4及

び 5ーは建築物特陀園舎に類ナる各種物髄の形献

の効果的主主表示法である。同一平面園に於ては建

築物の表示K は出来得る限り統ーされたる描出法
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ＮＮｄＡＯ＿ｾ 急住信笠酔ＧＱＡＴＧ｟由｟ＮＵＺＺ血宅生生兵星写告控主語哩盟主担盛思量 ｌ

ＮｌｙＮ哩，睡圃‘｣ｵＭＧＭＢＧ君忌‘官官ｾ�ＢＮｊ｢・

が採用され友ければ友らぬもので ある 。- 6ーは

火室及び作業主を有せぬ温室の基礎を 、 - 7 ー

は温床等の土看護匝に針ナる表示法を示 ナ もりで

ある。

XIV は庭園施設の平面表示法 に して、との表示

には出来得る限 D多くの物象の表現在必要とし 、

且、平面園の完全主主る詳細を示ナに役立つー棋に

よ り切断されたもむでなければ友らね。従って 、

本平面聞には、彫塑 ・庭園家具 ・石床 ・瀧 7K池及

び翫 菜床等に針ナる表示がも た らされ、特に樹冠

の地上に投歩 る限界棋を表は し、 樹冠の下の多く

む施設に劃ナる表面は結締にて表示され怠ければ

た らぬ。

XV A は 庭園の縦断面と主面園との表示法 に

して、 との聞は XIV に示ナ庭園平面園の縦断面 と
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X[V 周f亡於ける 用語説 明

Ar bei t s - Zi mmer  .. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 書 努

Wohn- Z i mme r . .  .  .  .  .  . .  . .  . .  .  .  .  .  .. .  .  . 居 間

Vor pl at z . . . . . . . . . . . . .. ... .. . . . . .. . 玄 関

W. C.  . . . . ... . . . . .. . . .. . .. . . . . . . . . . . 便 所

Kl ei der  Abl age . . . . . . . . . . . . . . ... . . . 衣服室

Spei s e- Zi mmer  . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . 食 堂

Anr i cht e . .. . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 関勝室

Spei se K a mme r  . . . . . . . . . . . .  .  .  .  .  .  .  .  . 食品庫

Kuc he . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  .. . 腕

Wo h n・Ter r asse . . . . . . .. .. . . . . . . . . . . 露 壌

Wo h n-Ras en .. .. .. .. . .  . .  .. . .  . .  . :  .. . . 芝 生

Wssser - becken . ... 目.. .... . .. .. . . . . 水 溜
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Wi rt schaf t s-Gar t en .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .菜 園

Ge wa c hs-Ha us  . . . . . . . . ... . . . . . . . . . 温 室

Kast en . .. . ; . ... . . . .. . . . . . . . . . . . . . . 情愛匝

Er d- Lager . . . .  .. ..・・ ・・・ •.•• • . ，.. .. . 土霊 場



立面固とを示ナものにして 、此の種表示園は、技

術的断面闘に劃して 、下絡の. <f - 面園K 従0 . 、フ J

ーハンドで以て完全に引出され得るもりでるり 、

卒面箇に針しー唐突を進んだ直観的説明を友す陀

役立つものでるる。断面の位置は平面園上K 薄墨

色の破錦を以て示され主主ければならぬものでるる

が 、 此ｾｉＧｃ於ては 、 薄墨色を以て印刷するととの

煩を避け 、叉、黒色を以てしては卒面固に目障り

と君主るゐそれ友しとはせざる故、故意に之を省略

するととと友したのではあるが、一般に 、平面園

上の断面の位置に到しては、その本目撃' ナる位置を

砿棋の断面総により示され、それには例へば断面

A - B，断面 C- D 等む文字による記競が附さ

れたければならねものでるる。然し乍ら 、高さに

封ナる寸法の詳細は別に技術的断面固に依らえ主け

ればたらぬ。

XY B は風景園設計の平面園の一部の表示 にし

て、本聞は地理的形態の設計の詳細κ 、多数の手

法の感用をと主主した，もりでるり 、特に 、水と石と

の表示法在 自由主主形に於て示された黙に注目され

友ければ1i. らぬものである。

×  ×  ×  

， 

f  

以上述べたる所を以て、浩国製固に於ける一通

りの庭園要素に就き 、 インキングを主主ナ場合の

平面園に封ナる統一的表示法を網羅したの? 言うる

が 、吾λ はその操作を設計の表示に忠貰友らしむ

るととによってのみ、常に各種物象の表示物を明

確陀もたらし得るものでるる。

併して 、素人の詩K は明確定主る設計園を寄いて

説明され主主ければ主主らねのは勿論のとと 、それが

ため陀は一目瞭然たるととが必須僚件で、a>り 、更

に必要主主る場合には 、着色卒面闘を 作製するとと

により一月号の了解が可能 とえにるものでるる。 とと

をインキングに依る造園製固法紹介の最後陀申 し

添へ、向段 、繰 D返しだ 、進国製闘を建築卒面固

に完備されれば計壷上 ・利用上、致地と建築物と

の有機的ー腫としての完成を明瞭且つ可能主主ら し

め‘ 建築平面園をしてー居完全 ・美化し得るもの

なるととを強調して本項を怒るものである。

( 未完) (18.  2. 10)  

( 筆者は 大阪市役所公厨線技師)
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自 然 と 鍛 錬

辰 巳 孝 雄

一私の日記からー

一一都墜を離れてそうした自然鑑賞への蹴沙は

同時陀鍛錬への目的をも粂ねるととにもなる。我

々の近郊には無数の鍛錬道場がるれ厚生施設が

鮪在してゐる。と与に貴重主主紙面を借用して、「吉

野群山登拳記」の一節を昨年の日記より拾って見

た。一一一

五色温泉と筏場

一一淀んだ水深、そして妖怪君主色素。それは恐

怖にも似た深刻左激流であり紳秘的友奔流であっ

た。一一

吉野川の上流木漂川の渓谷を見下し乍ら、たど

りついてからもう何時間に友らうか? 。道をと失ひ
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雨に打たれ乍ら 、山小屋のある岐路迄もどったの

は15時頃であった。我々は途方に暮れて時雨につ

L まれ乍ら暮色深めく自然の中に 、いつの間にか

深い眠り陀落入ってしまった。一一それから。

我々の消息をたづねてくれたのは主食をした時

挨拶してゐてった 山の人であれその人とそ我々が

永遠に忘れるととの出来ぬ恩人と怠ったととは云

ふ迄も友かった。

「そ号ですか、そりゃひどい目 K 逢ひましたね、

まあ今暁ゆっくり内で留つてゐ上り主主さい。今

l兇は相官守荒れませうから。」

筏場といふ所はそり時から 、るらゆる 思出を残

した自然的な第二の故郷と放ってしまった。雨が

少々晴れると我々は、そのま L あの紳秘峡のその

水深陀潜り込 ￆＮｩ だ。一一 ｲｾ Ｚ［，＼冷たいＡいたい様

だ」民自友激流のるととうして淀んだ水面が恐怖

と冷感陀閉さ' され乍ら遊泳した事も 、今から思へ

ば不思議なものであった。

うす時い部屋にかへって盟主と拭ってゐると間も

なく 、激しい「スコ ール」と共に天地をも轟かす

雷公の訪がどっと迫った。 一一ヒ アーツ ! 我々

はとの爆音をどうして聞き . そして眺め、叉どう

してとの一瞬を過したかは気付か泣かった。とん

友山中に日本茶に混って美味しい柏葉餅の御馳走

に驚かされ乍ら夕食をとったのは 18時頃だった。

一一( あの時るのま L 登ってゐたらきっととの「ス

コー ルJ K 逢ったにちがひない。そしてどうなワ

てゐたかもしれ友い。) 一一

雨は未だ止まない。古い紙張障子をあけると 、

深い軒の下に沓石でるらう大きな自然石が二つ並

んでゐる。深い軒先陀は洗濯物や野菜が吊してあ

る。高に石塩をめぐらして建ってゐるとの家から

は、あの激流も岩壁も見下? ととが出来、下の道

迄は丸太で作られた横道でるる。新聞も主主い電燈

も友い。まして食事も不自由友との山中に主人の

云ふ山仕事一つが彼等の唯一の繁しみであり、自

然への敢闘であるのでるらう。

蒼然倫濃く主主る頃、主人が「とれも配給でね一

月も持ちません・わ……・ー」と云ひ乍ら 「ランプJ

K 火を結じてくれた。部屋がボオーと明るく友っ

た。高い天井から吊された「ランフ。」が狭い 6昼

の部屋む中央でゆらいでゐる。奥の 4.5 昼は茶ノ



露見

聞であらうか、そとにはそうした設備も友く、主

i宏美しい自然の見へる窓一つがその部屋の光明で

もある様花、今はピ Y タリと雨戸が閉玄せられて

ゐる。大きい納戸とその部屋に績く墓所が日あた

りの良い南側に並んで¥今我々が居る 6 墨は居間

余寝室であらう。

高い自然石の擁壁の上に床の高いとの民家が、

自然のま i I ' C . 浩られた素木には未だ光深があり 、

美臭が鼻を突く。天井板も君主い小屋豪から雄大な

梁が「ランプ」の火にゆれてゐる。

前の玄関であらう資い土聞には 、山仕事の道具

がきちんと並べてある。あの紳夜、峡の魚でも得ゃ

うといふのか釣道具が. 天井から無数陀吊しであ

る。小さい女の子が我々が奥へ? と「ドロ y プス」

を楽しそうに押入蹄ｾｉＧｃＮ a ; る悌槽に供へて行く姿

も、常に決戦用意のある主人のいかめしい軍服や

奉公袋が一一それにかひがひしく日夜主人の助け

を果ナ主婦のモンぺ委が、何一つ不足云はすとの

生活に満足し IF ら、自然とた L かつてゐる人達と

比べて、我々が豊富主主都舎の生活に何の不満があ

るのマあらう。とう思ふ瞬間、激しい反省、が、汚

感と 1i. ってひしひしと迫って行った。

一服のると 、主人をかとんで支那事蟹従軍記を

聞く。約 2 時間絵、そうした夢にも友い園祭の中

に夜は深閑と迫って行った。

「静かだ一一」都塵をナて与とむ静寂境への味

魔￡感激が錠々深く刻みつけられて行くやうえ ｴｴｾｴ

1まと魅惑が胸を打った。温い床に入ってから主人

は静かK 今日の戦果を傍へた。彼は毎朝早くから

今日よじって来た深山をぬけて衡に出、配給物や

用事をすませ、停へた情報を説みそしてとうした

人皇宮ｾれた山中陀あらゆる時事の報道につとめて

ゐるのだ。

彼等は阻織に幸幅に 、 快繁主主生活を逢ってゐ

る。そして美しい人生へと正しく歩んで、行くにち

がひない事だらう。既I ' C i ランプ」の火は消され

情念暗黒な沈献の中へとけ込んで、行ったの

x  x  x  

草花雨宮容をしのぐに足るとの飾り書道も友い生活

の中からは 、美しい自然の中に自然の住居が機能

的に設備されてゐる。勾配のゆるやかな杉皮葺の

屋根面には 、小石が結在して設かれてゐる。道路

の下に共同便所が無格好陀設けられて、三四戸し

かないとの部落の人が共有するのであらうか. 素

材のまム架けられた小屋から浴場らしい煙突がぬ

っとっき出てゐる。主人はもうとっくに起きて魚

をとってゐた。快晴に悪まれ乍ら恩Eλ 出多い筏場

を去ったのは 7 時頃だった。愈々大台ケ原を目ざ

して本湾川を・沿って五色に進む。既に太陽は頭上

に輝やいてはゐたが、冷惑が全身を会ほふ。 "J i

色湯川と立札のある 所、 彼の主人のいふ如く温泉

らしい温泉も君主く、家一軒ナら見えない。只立札

のそう示ナ名勝が、草陀或一部分の清白聞から湿

71 < が湧出してゐる丈だといふととで、るった。地圃

上には大きく温泉の印もあり遠くからかけつけた

人除、皆危との偉大えにしかも奇怪友温泉旋館でー

浴して行とう位は考へたととでるらう。地闘の蝕

りに誇示したもりκ 町然とし乍色、名勝の名勝を

も見歩して再び激流のほとり杖をつく。

高原の露葺

筏場で入れた71 < もとっくに切れて、途中宮士山

陀ち主主んだ「銀嶺7kJ に咽喉を潤ほナ。既陀 1000

米の深山陀は「プナ」の立枯が無1設に見え初め、

厚生省が事業ナる「高山植物名栴札」の貼在ナる

所、よき登山者への指導でるり 、更に 山への魅惑

を加へる。「シグJ i トガ」…・・・…無数の大木が金

山をゐ{ まひ汗ばんだ絡を休めるに油常松設備の喜う

るととも、更に順調な登山へCD7k呑場所で、ある。

先の銀嶺水や今叉金明71 < が再び元気を回復させ .

てくれるの 「サハラトガJ ?  {I あγ あれは 何 だ ?
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大 台 ケ 原 T毎 年 寮

サラトガぢや泣いか! 航空母艦「サラトガ」た似

た大木がとん主主珍談を興へてく九たりして、ぐん

ぐんとピ ッチを上げた。山叉山のけはしい表遣も

流れ落ちる汗の雫も拭ム聞も友い早さには、附近

の登山者を驚かせた事も無理も友い話だ。ガラガ

ラ遁を上り切ると例の厚生省の立札が約 5 米毎に

計重されてゐる。もう一息! 。やけつくやう友暑

さは肌をさす。絶壁のやうな場道のつくる所、ｾ

- 11大台 11 だ ! 時既陀 llf時40介、我々は途陀西

宮ナ大. 台を突破第 1 コースを絡了したのでるる。

x  x  x  

大台数舎白神秘的主主境内で壷食をとってから、

宿舎青年寮に休憩したのち、大台遊周コースをと

った。 i 一日に一度は必ヂ雨がるりますよ 」乏注

意されて先期知り合った神戸だといふ老人ハイカ

ーと出輩。秀ケ獄との別れ遣を右にとって笹鎮の

たひ繁る尾根を進んだ。枯れ果てた原始林が白く

光って見へる。時々あたりをくらまナモヤが附近

の視界を碍換させる。

大台の頂上にはとんな平原がるらうかとも思は

れるやうにゐ花畑が多く連なって、時々唄ふウグ

ヒスの聾も長関陀どとかとんな深山の頂上だと思

へる位であった。私達は大和川の堤でも歩いてゐ

る様友翁持で平坦な森林や笹鎮の中を縫って「牛

石原」に出る。

官紳武天皇が御東征の刷、御通りに主主ったとい

ふそと牛石原の停設から建立されたのであらう、

天皇の銅像が傘立してゐる。 I1撮影巌禁11 とある

今うら ι かにまひ庚がる /J、島のE撃が幾千古侮へた

歴史の上十亡、今日、備との御姿を奔し営時の天皇御

東征の楼織がとム手石原の枯ナムきにも歴史的な
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幻想がひしひしと迫って行〈。卒湿地を過ぎて大

鳥居に出る。途上正陀絶壁の霊祭立ナる所そとは大

蛇器といふ。西側と南側凡そ七八百町歩といふ墓

地の形成する所、中ノ瀧、干石嵐、大蛇宮の絶壁

を現出し、更に綬傾斜の蓋地には多くの正陵・渓

流・平原がるれとの天上策園に憩って駒鳥ゃう

ぐひナ、時鳥はては名も知らぬ小鳥の合奏とそ忽

ち洞化登仙の心境を思はしめる。

大蛇の岩頭、干石む宕壁、相封立して究る所、

中・西、東の滴の渓流長蛇をたナ。千石昆に件む

とモヤ; J efまひ来て寸前をも見るととが出来たい。

「左悪場・右へ… ・・… 〈石ヲ投下スレパ10秒= シ

テ地下ニ逮ス) とある。左悪場の危険をかへりみ

や、我々は批観陀打たれて幾千米白岩底を望む、

友が石を投げてから約 8秒、 「コツン」といふ音

が聞へ否。西か東か互に方向もわからない長蛇の

流れが入道雲のやうえ主線林から白い綿をのとし

てゐる。 i仕観といはうか豪枇といはうか筆舌に憲

せない迄の光景が幾年たっても忘れるととの出来

ないものが今宵との私の脳裡に深く刻みつけてゐ

る。

x  x  x  

開念が設計したのでるらう抜大左大華高原陀霊祭

立する青年寮は我々登山者に開放された牧容 100

人む厚生遭場である。豊富友材料をそのま L 流用

したとの新しい{ l U j の家If は、杉の香もほろ新し

い美臭が迫る。簡素友ランプの行列の下に、上下

二段の寝華が並んでゐる。玄関を入ると蹟い土聞

に蝿がるり正面陀は事務室と小使塞がある。右に

; 炊事場洗面所つピいて浴場へと並行してゐる。土

聞のナぐ左陀は談話穀食堂陀つどいて二階への階

段が露出してゐる。二階陀は各室の外に南面した

庚い 11ベランダー If があり休憩所がついてゐた。

致地周囲も最所切開いたのであらう庚い遊歩場に

並んで図旗掲揚蔓のるる庚場が完備してあった。

風呂に飛込んで疲を休める。水質が非常に悪〈

悪臭がいた L まら君主い程陀鼻をついた。

さ L やかに2矢・とかとんで夕食をとってから、夕

暮の大華を散歩して見たが深山の頂上陀ゐると思

はれ左かった。暗いランフ。がだんだんと明るくな

る頃、ほんのりと弓かんだ月光。暮色の中陀細い

虫の音が冷感と件、に早や秋を思はしめる。ベラン



ーに出て眺める月光の世界とそ、一種静寂な恐

慌の中から新しい希望を呼起さすのであった。そ

して遠い温去の這想が美しい月の世界か ら流れ来

るのも何故か物寂しいものであった。駄々とうが

ぶホグノレの群と輝く七星の背宰が初夏の夜の思ひ

出を一月号深め、素朴主主山の家のどとからかきとへ

る静かな乙女の合奏が更に自然への魅惑を深めや

にはゐられなかったの

大杉谷の探勝

第 3 自の探勝コ ースは徐りにも神秘的であ D批

観であり、そして大謄友修錬遺場であった。

帝室林野局堂倉山の家に小憩してから、念激な

勾配の岩道を降った。何か主干のあたりに「ザアー」

と云ふ管のナるのを感じ乍・ら、原始林の群がる園

有林の大木を縫って大瀧に出る。黒づんだ満つぼ

の脇にあやふい吊橋が架ってゐる。 /1堂倉濃1/ と

の橋は一人づっ通って下さいと書いてるる。

その昔、大杉谷の峡谷K は鹿の通ふ路も1 ' ; . く 、

附近の人でさへ魔境として恐れt ; - ののき、みだり

に近づかうともしなかったのである。しかし近時

との秘境の全貌が明るみに出るに及んで、 との偉

大な景観美陀、ただただ驚l漢の撃を護せ主主い者が

ないであらう。

大杉の本流そして支流、峡中は激流・碧揮・絶

壁 ・曝布の一大集積で¥質に嬰幻極りない大渓谷

美であり 、かの黒部といへども決して追従を許ナ

ととの出来ぬものがある。

しかもとの大爆布の連績は、との峡谷に足を踏

み入れたもりの、ひとしく l英構する所であらう。

しかもその豪批と奇観は恐慌と紳泌を思はしめ、

正に百絵の海布は天下の傍観他に上段買ないものが

ある。

じめじめした桟道は絶壁に蓮槙して、 ぐ7 ーと

かみしめたピ y ケノレに頼り /T' ら一歩一歩るやふき

難路をつく。妙を極めた岩壁の聞を縫って激する

第二の奥八郎稿、絶壁から吊された寄怪主主楼遁か

らは渓谷幾千尺もあらう激流が眼下に闘をくらま

せ、岩流の潮に群って極まる所、しかも友めらか

えE岩を奔流する第三番目の「光槌」。午後の太陽に

映って光る幾千尺の出布の奔流と大音響とそ、天

賓とも云ふべき秘景である。つづいて際清志、そし

大 杉 谷 桃 の 木 山 の 家

て奇観倫観く七つのつぼ陀激流ナる七ツ筒瀧! 、

横道とけむナ悪場の秘境とそ我々若者のよき鍛錬

道場であり 、大杉でなくして外に比類の主主い難 コ

ースで、あらう。

瀧 ・瀧・滴 ・そして叉深林J E K治化む妙を極め

た大自然とそ天下の一大作品であり 、豪 i世で主主け

れば、奇観の妙正に天下の偉観といっても過言で

は左い。叉との地御料の原始林、峡谷一帯天地を

埋め、天日もその詩に暗く 、管蒼の大世界は菅よ

り帝室林野局の監督下にあるといふ。

とと吉野群山の奥深き慮、雲霧陀鎖された大杉

谷とそ、貨に皇圏秘蔵ともいふべき大風景であり

傘重清津の極りえ主い天資であらう。

8年前迄は自余程の胃険家で危い限り 、 との秘境

を極むととが出来友かったが、有力及登山家に依

って開拓、特K 最近開念の一大建設事業の開拓に

依って、私達は今倫難路でSうるとい へども 目的達

成せしめてくれたのである。彼等諸先輩が幾多困

苦を嘗めつつ、或は幾多の犠牲者に射して、感謝

の意を表さす= にはゐられ友い。

設 定 よ れ は る か 4時間も早く 14時定泊地桃ノ

木山の家に到着するととが出来た。南面して建っ

と L 桃ノ;木山の家も開急: が経営らししいづれも

新しいま. 1 . 1'( 小じんまりと間取が行きとどいてゐ

る。牧容人員は僅か40名に満た主主いが、東西に長

い寝室が二段陀友って居ム玄関土聞につづく炊

事場、洗面所、浴室等大聾の育: 年祭に似たプラン

の形式でるった。四周は狭く岩石の聞を縫ふ激流

を目前陀 、有名古主桃ノ木橋がゆったりとその上に

か与ってゐる。 一- 52頁に鎗〈

6 5 1 v  



主 催

建 築 皐 合 ・日 本 建 築 協 合

後 援

情報局 ・大阪翼賛合大阪府支部・朝日新聞大阪木肘:

審 期

昭 和 18 年 2 月 16 日- :21 日 6 日 間

曾 場

大 阪 難 波 高 島 屋 6 階

南 方 建 築 展 覧 曾 詑

本展覧舎は大東i l l ! : 戦争の赫々たる戦果に伴ひ、

我圏の南方への閣家的大鷲展に鑑み、南方諸地域

に於ける建築文化を通じて、その民族性を理解す

ると共に 、建築的施設による米、 英. 蘭の利己的

植民政策のありのま L を紹介し、我大東亜共祭閤

建設の鴻業に翼賛せんとする意闘を昂揚せんとす

る主旨の下に 、建築皐舎が昨年来、東京、庚烏、

幅岡の地に開催し各地共非常に好評を博したが本

年十亡入ム上記の通り如月の中旬、木重? と共同主

催の下に、情報局、大政翼賛舎大阪府支部並朝日

新聞大阪本位、後援を以て、高島屋に於て 6 日間

開催したのである。

営初の計霊は東京の次に、直K 京阪神陀於て開

展の濠定主主りしも、舎場の都合にて木年陀持越し

となったが、近頃珍らしき展覧舎とて高島屋に於

ても非常に好意を寄せ、合場設備及宣傍等にも格

別力を注がれたのは、誠に感謝陀耐へ友い所であ

った。

合場は 6階エ レベーター前 K 入口を設け 、突 常、

りに主旨を掲げ、統計、宗敬、民家、現代、最後

陀競技設計闘の11頂序に展示された、向各部を一容ー

に牧め? とる如き配置で¥一方より順次一巡する従

来の展示方法と趣を異にし、観衆に一部勾: に極め

て観覧させたのは、好い思ひ付でるった様だ。

今此庭に紙上で、各部の配列を一巡すると、

【南方展覧舎の主旨】

前; 噴と時同様につき| 格し、 11院女展示を摘ぐれば

IV 6 6  

【統計の部】

一般統計国積、人口密度' 主要都市人口、

木 材、銭鋼、セ メント、石茨、石

油、 ゴム等、 9黙

気象統計 南方勇気象一般 7黙

【宗教建築の部】

説明. 細説、支那系、印度系、各 説、 3慰

( イ) 併= 印 安商、チ ヤムパ、カムポチヤに

於ける寺、王宮門、建築彫刻、アンコ ールワッ

ト、廻廊、浮彫、バ イヨン四商塔及さを景、王宮

等 11結

( ロ〉タイ、ピノレマ王宮、悌寺式宮殿、ワットの

フラケオ、ボ一、シイサンペットの露悌其他、

王宮院、塔等、 9黙

( ハ〉ジヤワ、ノイリー ジヨクヤのプロブドウノレ

廻廊、浮彫、共他寺院等、 7黙

( = ) マライ 、フヰ リツピン寺院宗教分 布開等、

3黙

〔民家の部】

説 明 2貼

〈イ〉何t : 即、浮家、安南人の家

( ロ〉タイ 、ピノレマ 、パンコ ック附近、純 タイ 式

民家、水上家屋部落等、 5結

( ハ〉マレー 、スマトラ、ジヤワ 、水上家屋、昭

商附近海漫家屋、民家、集合所河の浮家、籾 倉

部落、農家、湖畔の家パンドンの家等、 13鈷

( = ) バリー、セレベス、ボルネオ、部落、鐘i苓



牧穫、筏の浮家、高床家屋、街長の家等 11鈷

( ホ〉フヰリツピン. カリンガ挨外各族の家、モ

パ7]( 上の泉等、 5貼

【現代建築の部】

説 明 2貼

( イ) 俳印 、タイ、大市場、線、替府臆、運動場、

| 専物館、住宅、憲法強布記念陵場、工場、議事

堂、公舎泣等、 14鈷

( ロ) 束イン iヘフヰリツピン奮市廊、オランダ

風別荘、ホテノレ、記念碑、大暴校舎、石油合枇

オランダ風住宅、 M帯舘、議事堂、病院、州、| 臆

等、 14鈷

最後陀建築皐舎が懸賞募集せる「大東亜建設記

念営造計霊営選園祭」一等より三等の入賞と佳作

量生勲、以上を一瞥すると、なんだか南方に暫し居

た様友祭がして念に一度は行って見? とい心地が湧

き出した、イE さすがに趨き疲れを費えたがそれで、

も熱心にノートしてゐる人も数あったのは頼しく

感じられた。

更に 1階陳列窓には人気篤異のーたる、ガンポ

チヤのアンコーノレワット浮彫、スマトラの籾倉、

パダク放の家、= ユーギェヤ北部の集合場、パグ

ウeヰア中心地帯、フヰリツピン西部市臆合等、宗

数. 民家、現代の三部門の内よれ答IJ 愛して簡潔

友る紹介文字を画案よ，く表現配列されたのは、誠

に鮮かで、朝夕の遁勤者や途行く人の足を止め思、は

歩合場へ誘導された様だった。

f都高島屋滴特のグラピヤ 、パンフ レツトには木

展の概妥を巧に窮民と IJ 、記事で紹介され、扱 く頒

布された、叉斬新な園祭K f J : る、ポスターは南海

銭道沿線及、大阪市、地下銭K ，東風に吹かれて

快よき色彩の閃きを見せ翻心をそ与のかした。

加ふるに、朝日本駐の記事、協会誌上の食告等

もありて、日時量生寓の観賞を算し、此種展覧舎と

しては 、近来続に見るの盛況を呈した。

此結果は一面、時局に遁し? と企てでもあった

が、. 又反面展示内容の勝れたる、貴重君主馬民共の

他が、人の心を曳き寄せたのと、一般吐合人が、

南方事情の憧を吸牧しようとする其の意旨と合致

し? とからであらう?

さもあれ本催により将来吾等の双肩に荷負ふ庭

の、南方建築に闘し、大東亜共策閣の人・情風俗の

一端を建築を通じて認識を深めさせ、叉よき資料

に供し得? と事は、初期の問的を主主するに充分で、あ

った事と思はれて、欣快に耐へない次第である。

18.  3. 20 委員記
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常

時

務 合〈官事 5 図〉

3 月1 日午後 5 時40分 - 8

時 10分

所 集 合 室

理 事

常 務

出席者 松 本 副 合 長

堀弁主官己

遊 中 主 犯

松 久 保 主 計

伊 藤 編 輯

大 下 繍 斡

小 林 編 輯

積 率

時

所

1. 四曾聯合請負規程改定の件

2.  i 女性と住生活展覧曾」建築工

毒事技術研究所と共同主催の件

3. 木材統; ' f i IJ f ' C 関する委員養甥の件

4. 接合、協曾合併問題の件

常 務 令 〈 第 6 回〉

3 月13 日午後 5 時30分 - 9

時30分

集合室

出席者 理 事

監 事

常 務

竹 腰11) 舎長

池 田 監 事

中 西 主 犯

重安中 主昔日

小 林 三主計

松 久 保 主 計

大 下 編 斡

小 林 鏑 斡

穏 &

ＱＮ 昭和十七年度ｾ判官事金属主分の件

2. 顧問書評護士喜委嘱の件

3 合員詮相官

報 告

時

1. 建築撃曾より合長就任沼知

2 一、二月分舎 計 報f!?

3 出位、入管、感徴、 除 隊 報 告

陳列場幹事舎 〔第 3 回〉

3 月 2 目玉午ー午後 2 時

IV 6 8  

ぜ . .  白・.... .  ＧｾＢＺＢ＠ -.  .  ". ， '" "  .  μ  

.- .. .... ...，.. .... ..・ . 1 " 巴」、 匂 .. ... 

所

出席者

集 合 室

幹 事 長

常任幹事

幹 事

松久保

綱、野中

出品代表

矢田、遊中、

宮崎

三機工業

按口研究所

協 緩 事 項

時

所

1. 講演合開催に関する件

陳列揚f I 演曾〈官事 1 図〉

3 月 16日午後 5時 一 B時20

分

本みやげ( 朝日ピル)

出席者 講 師 商 工 省 企 業 局 エ 政

課 技 師 伊 藤 憲 太

郎氏

出品者

幹 事

愛図イヒ事外 18最士

松久保幹事長外 B

名

聴 演

時

所

1. 伊藤講師は土木建築界現下の扶

勢と今後の方針K っき一時間告舎

に豆り務古賀あり

1.講演後出席者よりの質疑κ 針し

軍事師よ P 懇切な慮答あり午後 8

時30分虚曾複陀意議ある本務演

曾を終了す

物 料 委 員 舎 ( 第 3 回〉

3 月4 日午後 6時20分 - 7

時回分

集曾室

出席者 委 員 長

幹 事

委 員

楠 瀬

協 議 事 項

後111、量生田

畔上、飾、竹中、

長尾、前野、松久

保、竹内、橋本、

尼 崎

1 . 木材寸法、品等規格再検討の件

時

所

木材銃器IJ に関する委員曾

く第 1 回〉

3 月2 日午後 6 時 一 7 時

集 合 室

出席者 委 員 長

幹 事

委 員

松 本

松 久 保

育山、池問、烏野

大下、鍵宮、金子

川人、楠瀬、竹中

長尾、山本

協 議 事 項

1. 木材の生産、配給機構、公債毒事

に闘し現行統制法中改定を要す

べき貼研究の上蛍路陀建議する

の件

* 初続剰に関する委員舎( 第2回)

時 3 月 9 日午後 5 時30分 一 7

時30分

所 集 合 室

出席者 委 員 長

幹 事

委 員

松本

松久保

育山、池田、烏野

大下、鍵宮、金子

川入、竹中、靖国

山本

協 議 事 項

時

所

l 各委員よ り提出の建議内容を検

討 す

1. 建議案作成小委員として下記五

氏 決 定

松本安員長、松久保幹事、 J烏野

青山、山本各委員

編 瞬 静 司E 舎 〈官事 3 回〉

3 月5 日午後 5 時 一 7 時 半

集合主主

出席者 常 務

幹 事

大下、 伊 藤

尾勉、星

議 事

1-五月続編斡方針K 関する件



m騎 Q. 合 ( 第 4 回〉

時 4 月 2 日午後 5 時 宇一 7 時

所 集合室

出 席 者 常 務 伊 藤

幹 事 尾 勉、山 口、増弁

議 事

J . 六月号虎原稿依顧の件

建鑓3在、携干1] 行部曾〈第 1 回〉

時 3 月25日午後 5 障害宇一 7 時

所 みやけ( 朝日ピル〉

出 席 者 主 査 池 田

幹 事 大 下、小西、 久良

知、昼、河合

議 事

1.執筆依頼及凡i J i IJ協議の件

法規刊行幹事舎〈第 1 図〉

時 4 月 1 日午後 5 時 宇 一 7 時

半

E庁 みやけ〈朝日ピル〉

出 席 者 錦 問 、 横 見 、 景 山 、 水 本

議 事

1. 昭和 18年度「市街地建築物法令」

刊行に関する打合せの件

曾 員 動 静

［ぇ…ｾ
合 員

谷川 敏 一 君 京 都 市 下 京 区 西 九 僚

寺ノ前町 10 (竹中工

務底京都支底)

中弁ｾ一君南区瓦屋ｊｩｬ ｲＴ の Ｑ ＲＨ 安

金5転遭株式合匠士技術

部)

西国 哲郎君東淀川恵山口問1・472

く住宅密園大阪支所

建設餌〉

林 健 三 君 西 区 土 佐 甥 温 3 の 24

〈株式合軍士銭高組〉

民鍋長美君西成区ｲＮ ｾｾｬ 中之町 ＮＴ

の 8 ( 安全宮沢諭株式

曾置土〕

有毒淵 望室三君 紳 戸市兵庫区湊町 4

の 16笠井建築事務所

内( 笠弁建築事務所)

小 林 群 晃 君 布 施 市 足 代 3 の26

( 柏原組殺計部〕

地 方 合 員

回 村 忠 雄 : 君 岐 阜 市 長 良 東 町 〈 岐

阜市役所〉

寺 本 清 人 君 成 島 市 外 戸 荻 村 ( 佳

宅密園庚烏支所〉
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